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急進派の影　十二月五日（土）







　東ひがし本ほん願がん早さ苗なえは上じよう機き嫌げんだった。

『おーっほっほっほっほっほっ♪』

　早苗は孝こう太た郎ろう達の頭上をくるくると飛び回りながら高笑いを続けていた。このところ笑え顔がおの絶えない早苗だが、この時の笑顔はいつも以上に輝かがやいていた。

「フンッ」

　それに対して、ティアミリス・グレ・フォルトーゼは不ふ機き嫌げんだった。元々鋭するどい目つきをする事の多い彼かの女じよだが、この時はいつも以上に不機嫌だった。

『早苗ちゃんの勝ちィ！』

　早苗は孝太郎の前に降りてくると、その眼前でＶサインを作る。

「すごいすごい」

『えへへへ～』

　いつものように孝太郎が頭を撫なでてやると、早苗は嬉うれしそうに目を細めた。

「サナエ様はテニスが得意なのですね」

『ふっふっふ、小さい頃ころからパパとママに鍛きたえられてたもん』

　ルースの言葉に自じ慢まんげに答えながら、早苗は孝太郎の背中側に回る。

「ふぅん、それじゃあ早苗ちゃんの御ご両りよう親しんはよっぽど上手だったのね」

『そういうことっ！』

　静しず香かに両親を褒ほめられた早苗はすっかりご機き嫌げんだった。そして早苗はいつものように孝太郎の背中にしがみつくと、元気よく宣言する。

『そんじゃおうちに帰ろ！　寒くなる前にっ！』

　時間は午後の三時を回った所なので、日が傾かたむくまではまだいくらか時間がある。だが暦こよみはもう十二月に入り、本格的な冬が到とう来らい。僅わずかでも日が傾けば、一気に寒くなる季節だった。










　この日の孝太郎達は、土曜の休みを利用して近くの運動公園へテニスをしに出かけていた。参加者は孝太郎、早苗、静香、そしてフォルトーゼ主従の合わせて五人。ティアのお付きのルースを除けば、全員が運動が得意な顔ぶれだった。

　男でしかも体育会系の孝太郎が強いのは当然ではあるが、意外な事に女じよ性せい陣じんの中で一番テニスが上手だったのは早苗だった。早苗はテニスの経験者だったのだ。










　孝太郎達が家路についてからも、早苗は上機嫌だった。運動公園からころな荘そうまではそれなりの距きよ離りがあるが、その半ばを過ぎても早苗のテンションは高いままだった。

『もっと褒めやがれ、コノヤロー♪』

「お見事でした、お嬢じよう様さま」

『んっ、くるしゅうないっ』

　早苗は道路脇わきの歩道を歩く孝太郎の背中に揺ゆられながら、両足をパタパタと動かす。そんな年ねん齢れい通りの愛らしい姿は一同の笑顔を誘さそった。

「見事も何も、凄すごかったのはコータローではないか」

　だが相変わらずティアだけは不機嫌だった。ティアは早苗に負けた事が納なつ得とくできずにいたのだ。

「殿でん下か………ふふふ………」

　そんなティアの様子にルースは笑顔の種類を変えた。それは楽しそうに妹を見守る姉のような、優やさしい笑顔だった。

『見苦しいわよ、ティア。身体は孝太郎のだけど、操あやつってたのはあたしだもん。だからあたしの勝ちィ♪』

「わらわとて、それが出来れば負けはせぬ！」

　ティアに納得がいかなかったのは、早苗が孝太郎に取とり憑ついた状態でテニスをプレーしていた事だった。

　以前、立体パズルをやっていた時と同じで、早苗は孝太郎の身体を借りてテニスをプレーした。早苗は霊れい能のう力りよくでラケットをコントロールする事も出来るのだが、やたらと疲つかれるし正確なコントロールもできない。幽ゆう霊れいの念動力、いわゆるポルターガイストは大おお雑ざつ把ぱな能力なので、長時間の試合には向かないのだ。

　そんな訳で早苗は孝太郎の身体に取り憑いて試合をした。すると試合は早苗の連戦連勝。早苗が上機嫌なのはこの為ためだった。

　だがそれは早苗の試合経験と、孝太郎の身体能力が合わさってこその結果だと言える。仮に早苗が幽霊になる前の自分の身体でプレーしていた場合、ティアや静香には及およばなかった可能性は十分に考えられる。ティアが不満を感じていたのはこの為だった。

『そうかもね。でもそれはつまり、あたしと孝太郎の絆きずなの力が勝利したという事なのだっ！　そうだよねーっ、孝太郎ー♪』

「はいはい、そうですね」

「あっ………」

　だがそれ以上にティアをいらつかせていたのは、早苗と孝太郎の関係だった。

　早苗は孝太郎の身体をかなり自由に操る事が出来る。それは孝太郎が早苗に心を許していればこそだった。もし孝太郎が抵てい抗こうしていれば、早苗は孝太郎の身体をコントロールする事など出来なかっただろう。仮に出来たとしてもギクシャクした動きになる。そんな状態では運動量の多いスポーツなど出来はしない。それが出来る以上、孝太郎は早苗にかなりの所まで心を許しているという事になるだろう。早苗の言い方を借りるなら、絆の力、という事になる。

　だからそうやって孝太郎との仲の良さの証しよう拠こを目の前に突つき付つけられれば、ティアは落ち着いていられなくなるのだ。

　―――もしわらわが幽霊であったなら、コータローはわらわにも今の早苗と同じようにさせてくれるのじゃろうか？

　孝太郎がティアをどう思っているのかは分からない。早苗のように目で見て分かる指針はないのだ。それがティアを不安にさせる。そしてあれこれ想像するしかない自分に焦あせるしかなかった。

『孝太郎、もっとラブな感じで言いなさい』

「どういう感じだそれは………って、おい、どうしたティア」

「えっ？」

　間近からの声。その思わぬ近さに驚おどろき、俯うつむいていたティアが顔を上げると、孝太郎が心配そうに彼女の顔を覗のぞき込んでいた。

「元気ないな、お前。疲れたか？」

「あ、えと、いや、そんな事はない。だ、大だい丈じよう夫ぶじゃっ！」

「そうか？」

　孝太郎は頷うなずいたものの、そのままティアの顔を眺ながめ続ける。そのまっすぐな視線に晒さらされていると、ティアは先さき程ほどまでとは別の落ち着かない気分にさせられた。そしてティアは孝太郎の視線から逃にげるように顔を背そむける。

　―――やっぱり何か元気がないみたいだな………。

　しばらくティアを見ていた孝太郎は、最終的にそう判断した。

「ホレ」

　そこで孝太郎はティアに向かって右手を差し出した。

「コータロー？」

　差し延べられた右手の意味が分からず、ティアは孝太郎の右手と顔とを交こう互ごに見比べた。その間もティアの頭の中は答えを求めてフル回転を続ける。

「………え、えと………」

　やがてティアはある結論に達し、動き始めた。ティアは両手を伸のばし、孝太郎の右手をそっと握にぎり締しめる。

　―――こっ、これは、その、やっぱりそういう意味の………。

　ティアは自分の手の平に孝太郎の体温が伝わってくるのを感じていた。触ふれ合あっている部分が火傷やけどしそうなくらい熱く感じられる。けれどティアは手を放す気にはならない。その逆にぎゅっと力を込めた。

「ティア、何やっとるんだ、お前は」

　いきなり手を握り締めたティアに、孝太郎は不思議そうな眼まな差ざしを向ける。ティアの取った行動は、孝太郎の意図したものとは違ちがっていた。

「えっ？」

「荷物だよ荷物。疲れてるなら運んでやるから、よこせ」

　孝太郎はティアが疲れているようだったので、彼女の荷物を運んでやるつもりだったのだ。

「はうっ」

　そこでティアはようやく理解した。

　孝太郎がなぜ右手を差し出したのか。その手を自分が握り締めてしまっている事。自分の勘かん違ちがい。そしてその状じよう況きように孝太郎が戸と惑まどっている事に。

「にゅわわわわっ、うわわわっ、こっ、これはじゃなっ、そ、そのぉっ!!」

　その全すべてを理解したティアは、大おお慌あわてで孝太郎の手を解放した。

「まっ、待てコータロー！　違うっ、違うぞっ！　これはそういう意味ではないっ！」

　ティアは何とかその場を取り繕つくろおうと、必死に弁明する。自分の感情と勘違いを悟さとられまいと必死だった。

「ん？　お前、疲れてるんじゃないのか？」

「そっ、そうではなくてっ、いやなっ、確かに疲れてはいるのじゃがっ！　じゃがぁっ！」

　恥はずかしさのあまり、ティアは孝太郎の顔を見ていられなくなった。ティアは必死に喋り続けながら、顔を伏ふせた。
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「だったらホレ」

　するとまるで計ったかのように、その視線の先に孝太郎の右手が差し出される。

　―――孝太郎の手………。

　その途と端たん、ティアの手の平に、先さき程ほど触ふれた孝太郎の手の感かん触しよくが蘇よみがえ　ってくる。その力強さ、そして熱さ。それを感じた瞬しゆん間かん、あっという間にティアの感情の針は振ふり切きれた。

「もっ、もうっ、だめじゃっ、わらわはっ、わらわはなぁっ―――」

　ティアが何かを言いかけた、まさにその時だった。

「里さと見み君里見君っ、あれってキリハさんじゃない？」

「どこっすか大家さん？」

「あれあれ」

『あっ、ほんとだ！』

　孝太郎はくるりと振り返った。するとティアの目には孝太郎の大きな背中と、そこにしがみついている早苗の後ろ姿が映った。

「わらわは―――」

　するとティアの感情は一気に冷え込んでしまう。直前までの気分の高こう揚ようがまるで嘘うそのようだった。

「どこだ？」

『あれだよ孝太郎』

「分かった分かった、ありゃ確かにキリハさんだな」

　ティアと孝太郎の間に挟はさまっている早苗。そしてそれぞれの距離。そういったものが、ティアの感情の炎ほのおをあっさりと掻かき消けしてしまっていた。

「………」

　ティアは再び俯くと、きゅっと唇くちびるを噛かみ締めた。そして胸の中に新たに湧わき上あがる、不思議な感覚に戸惑う。

　―――わらわは何を落らく胆たんしておる………？　一体、何が不満なのじゃ………？

　ティアは深く落胆していた。キリハがいるという話だったが、今のティアにはどうでもいい事だった。

「殿下………」

　だがそんなティアを見つめるルースは、主人とは反対に笑顔だった。

　―――もうすぐ、殿下は御ご自じ身しんの気持ちを自覚される………。

　これまでずっと他人を寄せ付けなかったティア。彼女は一いつ緒しよに育ったルース以外には、決して心を開かなかった。そんなティアが他人を求めようとしている。それはルースがずっと前から待ち続けていた変化だった。










　そうしてフォルトーゼ主従が複雑な感情を抱かかえている事など露つゆ知らず、孝太郎と早苗、静香の三人は一緒になってキリハの姿を眺めていた。

『キリハってば、なにやってるんだろね？』

「ありゃあ、ゴミ拾い………かな？」

　キリハの姿があったのは町の公民館の前だった。そこには町内会の人々が沢たく山さん集まっていて、キリハはその中に混じっていたのだ。

　キリハはいつもの着物のような民族衣装を身に着け、大きなビニール袋ぶくろを仕分けする作業をしている。そのビニール袋の中には大量のゴミが詰つまっていた。それはこの日拾い集められたものだった。

　つまりキリハは町内会の清せい掃そう作業に参加していたのだ。

　―――けど、何でゴミ拾いなんかしてるんだ？　それにあの服で人前に出るなんて、どういう事だ？

　孝太郎の目には、今日のキリハの姿は不思議なものに映った。

　まずキリハが町の清掃作業に参加している意味が分からない。その必要があるとは思えない。彼女は侵しん略りやく者しやなのだから。

　それにキリハの着ている服も問題だった。普ふ段だんキリハは外に出る時には高校の制服や地上のファッションを身に着けている。目立たないように変装している訳なのだが、今日は何な故ぜかその変装をしていない。例の民族衣装を身にまとい、その存在を誇こ示じしていた。

「見て里見君っ、キリハさんと同じような格好の人達もいるみたいだよ」

　そんな時、公民館の中から数人の男女が姿を現した。細かい部分のデザインは違うようだが、確かに彼かれらはキリハと似た雰ふん囲い気きの衣装を身に着けていた。例の和服と巫み女この装束の中間のような代しろ物ものだ。

　彼らはキリハと合流して何事かを話し合うと、町内会の人達と一緒にゴミの袋を運び始めた。

「ってことは、あいつらみんなキリハさんの仲間って事か？」

　彼らを見た孝太郎はそんな風に結論したのだが、その孝太郎の言葉を聞いて早苗が血相を変えた。

『まずいよ孝太郎っ!!　キリハの仲間って事は、あいつらみんな地底人でしょっ!?　地上を侵しん略りやくしに来たんだよっ!!』

　キリハの目的は地上侵略。彼女は普段からそう言ってはばからない。そんな彼女の仲間が姿を現したのだから、目的は地上侵略の筈はず。早苗はそういう風に考えて焦っていたのだ。

「う～～～ん………」

　だが、孝太郎にはその考え方は馴な染じまなかった。キリハとその仲間と思おぼしき人々の姿を眺めながら、しきりに首を傾かしげていた。

『どうしたの孝太郎っ!!　早くあいつら何とかしないとっ、あたし達のおうちやこの町が大ピンチだよっ!?』

　そんな孝太郎に業ごうを煮にやし、早苗はキリハ達を指さしながら、危険だと繰くり返した。しかしそれでも孝太郎は首を傾げる。

「そうかなぁ………」

『何を迷ってるのよっ!?』

「まぁまぁ、早苗、落ち着けって」

『落ち着ける状況じゃないっしょうっ!?　侵略がはじまってるんだよっ!?』

「………始まってないんじゃないか？」

　孝太郎が落ち着いていたのは、それが原因だった。孝太郎は地上侵略が始まっていないと考えていたのだ。

『そんな筈ないって！　絶対に侵略だよっ！』

「だってキリハさん達、掃そう除じしてるだけなんだぞ？」

　孝太郎が侵略ではないと考える最大の理由はそこだった。どこからどう見てもキリハ達は清掃作業のボランティアに参加しているようにしか見えない。特とく殊しゆなのは衣装だけで、彼らは町内会の人達とも和気あいあいとした雰囲気で作業を続けていた。

『掃除をしているように見えるだけで、裏ではきっと―――』

　早苗はなおも言いい募つのろうとしたのだが、

『きっと―――』

　早苗自身にもただの掃除にしか見えなかったので、その言葉は途と中ちゆうで勢いを失い、途と切ぎれてしまった。流石さすがの早苗もゴミを集めてビニール袋に詰めたものが、地上侵略の為の危険な武器には見えなかった。

「なっ？」

『うん。………あのさ、孝太郎』

「ん？」

『なんで、掃除してるの？』

「それは俺おれにも分からない」

「ほんとにねぇ………なんでお掃除しているのかしらねぇ………」

　地上の侵略ではないのは分かる。だが、だったらどうして掃除に参加しているのか。

　それだけは孝太郎にも分からなかった。










　その夜、夕食の後。

　分からない事を分からないままにしておくのは気持ちが悪かったので、孝太郎は思い切ってキリハに尋たずねてみる事にした。

「ふふん、わらわに勝とうなどと十年早いわっ！」

『このぉぉぉっ、こうなったらゆりかっ、合体プレイよ！』

「いやですぅぅっ！　取り憑かれるくらいなら負けっぱで良いですぅっ！」

『この根こん性じよう無しぃっ！』

　幸いゆりかとティア、早苗の三人はテレビに張り付いてゲームをしており、ちゃぶ台にはキリハとルースの姿しかない。騒そう々ぞうしい三人が離はなれている今がチャンスだった。

　コポコポコポ

　ルースが三つの湯飲みにお茶を注いでいく。その音を聞きながら、孝太郎は話を切りだした。特に重大な問題とは思っていなかったので、孝太郎には危機感はなく、その声は呑のん気きなものだった。

「なぁ、キリハさん」

「なんだ、孝太郎」

「テニスの帰りにさ、キリハさん達の姿を見たんだ。公民館で掃除をしてただろ？」

「見ていたのなら、声を掛かけてくれれば良いだろうに」

　キリハは否定しなかった。彼かの女じよはそのまま孝太郎に笑いかける。

　コトン

　その時、ルースが孝太郎とキリハの前に湯飲みを置いた。するとキリハはルースに礼を言ってから湯飲みを手に取った。孝太郎も湯飲みを手にすると話を続けた。

「次はそうするよ。それでさ、キリハさん。なんで清掃ボランティアなんかやってたんだ？」

「気になるか？」

　キリハは笑え顔がおのままそう言うと湯飲みに口を付ける。するとキリハは軽く驚いた様子でルースを見た。

「ルース、これは買い置きのお茶ではないな。どうしたのだ？」

「実は昨日商店街に行った時に、試供品で頂きました」

「するとあの茶屋か………ふむ、今後はこれを買うとしよう」

　そしてキリハは手元の湯飲みに目を落とす。どことなく楽しげな横顔。その顔を見て、なおの事孝太郎は疑問を募らせていた。

　―――キリハさんは本当に地上を侵略するつもりがあるのか？

　掃除の事もそうだが、今のお茶の話題もそう。

　孝太郎にはそれが地上侵略をしようという人間の行動には見えなかった。

「そりゃあ気になる。地底人のキリハさんが、仲間を連れて町の掃除だもの。何事かって思うぞ」

「ふふふ、言われてみれば確かにそうだな」

　キリハは孝太郎に目を移すと、軽く目を細めて首を傾げる。

「このところ、ついつい自分が侵略者である事を忘れそうになる」

　その少女らしい仕草は、孝太郎には好ましいものに見えた。

「忘れてくれよ」

「そうもいかない。実はな、孝太郎。先程の清掃ボランティアも、地上侵略の一いつ環かんなのだ」

「なっ、なにぃっ!?」

　キリハの優やさしげな笑顔から飛び出した驚きの発言に、孝太郎は思わず口の中のお茶を噴ふき出しそうになった。

「まあ！」

　ルースも驚きに目を見張る。彼女もキリハが地上侵略を開始した事に驚きを隠かくせなかった。

「嘘だろっ!?　あんな掃除が侵略と何の関係があるってんだ!?」

　驚きと落胆。孝太郎の胸の中にはその両方があった。

　―――変だぞ。俺はなぜ落胆している………？

　孝太郎はキリハに疑問を投げかけながらも、キリハが侵略を始めた事に落胆している自に戸惑っていた。キリハが地上を侵略する事など、分かり切っていた筈なのに。

「まさか清掃作業に見せかけて、水源に毒を撒まいてきたとか!?」

「そんな筈はないだろう。あれはれっきとした清掃ボランティアだ」

「ええっ？」

　孝太郎の顔に戸惑いが色いろ濃こく浮うかぶ。その口は大きくぽかんと開き、呆あつ気けに取られている様子がありありとキリハにも伝わって来た。

「ふふふっ、なんて顔をしている、孝太郎。そんなに我われが清掃ボランティアをしている事が不思議か？」

　キリハは戸惑う孝太郎を見て、心底楽しそうに笑う。それは年とし頃ごろの少女らしい、健康的な笑顔だった。

「あ、いや、そうじゃなくて………ただ、侵略とボランティアが結び付かなくてさ」

「それが結び付くのだ、孝太郎。実はああした事が一番重要な事なのだ」

　キリハは笑い過ぎで目元に滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐうと、孝太郎に説明を始めた。

「侵略というものは、力でゴリ押おししたら出来るというものではない」

「違うのか？」

　孝太郎はその説明に首をひねる。孝太郎の頭の中にある侵略のイメージは、強力な兵器によって蹂じゆう躙りんするものだった。

「フィクションでは確かに力押しだな。しかし現実は違う。力で支配した所で、いずれ民衆が反発して手が付けられなくなる」

「………確か数十年前にドイツという国が軍事侵しん攻こうした時に、侵略された国でレジスタンス活動が活発だったといいますね？」

　それまで黙だまって聞いていたルースが口を挟む。彼女が地球へやってきてから八ヶか月げつが過ぎた。おかげで彼女は地球の歴史にいくらか詳くわしくなっていた。

「その通りだ。民衆の支持が得られない侵略をしたところで、いずれ反発が起こる。その結果は言うまでもないだろう？」

　最終的にレジスタンスは連合軍と連れん携けいし、ドイツ軍を追い出して自由を勝ち取った。力で強ごう引いんに支配しようとすれば反発を生む。そういうものなのだ。

「ずっと力で抑おさえつけておくにも限界があるって事か」

「ああ。特に我々は少数民族なので、力による支配を維い持じしにくい。そのやり方では駄だ目めなのだ」

「じゃあ、それで掃除とかに参加を？」

「そういう事だ。地元に馴染み、親しまれるようにならなければ、真の意味での侵略が成功する事はない。我々は後がないのだから、確実に成功しなければならない」

　キリハ達、大地の民は人口の減少を止められないでいた。だから地上へ出て、勢力を広げたいと考えている。だからキリハはもっとも確実な方法で侵略を進めていた。

「我らが一番恐おそれているのは、汝なんじら地上の人間にテロリストやゲリラなど、危険な軍事組織だと思われてしまう事だ。そうなれば侵略はかえって長期化して、我らは地上へ出る事なく滅ほろぶ。それではまずいのだ」

　一度テロリストやゲリラの烙らく印いんを押されれば、何十年もその評判を覆くつがえす事は出来ない。その何十年かで大地の民は更さらに衰すい退たいする。それぐらいなら、多少時間はかかっても地上の人間との融ゆう和わを図はかる。それがキリハの戦略だった。

「ふぅん、侵略にも色々あるんだな………」

「これまでずっと地上の歴史を眺ながめてきたのでな。我らも色々と考える」

　現実の反政府ゲリラの中でも、地元の人間の為ために病院や学校、井い戸どを作ったりする連中は極きわめて厄やつ介かいだ。民衆がかばうから、完全に滅ぼす事が出来ない。

　キリハはこれを参考にして、あえて武力行使をせず、地元に根付く事から始めた。先さき程ほどの清掃ボランティアは、その為の最初のステップなのだ。

「困ったな」

　話を理解した孝太郎は、大きく溜ため息いきをつく。きちんと事情を理解したというのに、孝太郎はなおの事困こん惑わくしていた。

「何が困るのだ？」

　キリハは楽しそうに笑う。彼女には孝太郎の胸の内が分かっていた。

「侵略が始まってるってのに、止められない。あんたらは何も悪い事をしていない」

「孝太郎、それが真の侵略というものだ。見ただけで侵略だと分かり、防ぐ方法が見付かるようでは、子供の遊びと変わらぬよ」

　キリハはそう言うとお茶を口に含ふくむ。そして満足げに頷うなずくと、空になった湯飲みをルースに差し出した。

「ルース。申し訳ないが、もう一いつ杯ぱいもらえるか？」

「はい、ただいま」

　キリハに乞こわれ、ルースは快く新しいお茶の用意を始める。そんなルースの姿を見て、孝太郎は思った。

　―――もし今、キリハさんに部屋を明あけ渡わたせと言われたら、俺は何と答えただろう？

　八ヶ月前、孝太郎はその要求を敢かん然ぜんと拒きよ否ひした。

　だがもし、今があの時だったなら。

　今の孝太郎には、あの時ほどはっきりと拒きよ絶ぜつする自信はなかった。










　ころな荘そうの地下にはキリハの作った秘密基地がある。一〇六号室の一番玄げん関かんに近い畳たたみをひっくり返すと、そこへ通じるトンネルに入る事が出来る。

　トンネルは綺き麗れいにコンクリートで塗ぬり固かためられ、土が覗のぞいている部分は全くない。照明も一定間かん隔かくで配置されていて見通しも良い。トンネルは地下街の通路を思わせるくらい、しっかりと作られていた。

　キリハはそのトンネルを通って、秘密基地へ向かっていた。時間はもう深夜に差さし掛かっている。彼女は自分の部屋へ戻もどって眠ねむるつもりだった。

　カンカンカンカン

　キリハの履はき物ものが床ゆかに当たる音が幾いく重えにも反はん響きようし、耳みみ障ざわりな足音を作っている。トンネルの欠点を挙げるとすれば、この足音の事だけだった。

　トンネルの長さはおよそ五十メートルほど。いくつかの曲がり角を曲がり、二つの階段を下りた先に、基地へと繋つながる金属製のドアがある。

　ガチャッ

　キリハはそれを慣れた様子で開けて中へ入っていった。










　そこは綺麗に整せい頓とんされた部屋だった。広さはおよそ二十畳ほど。ころな荘一〇六号室が丸ごと入ってしまいそうなほどの大きさだ。ドアは三つ。一〇六号室へ向かう為のドア、地下の故郷へ繋がるドア、そして彼女の私室へ繋がるドアだ。他にこの部屋にあるものは埴はに輪わのメンテナンス装置と武器庫、そして数台のコンピューターだった。

　部屋に入ると、キリハに随ずい行こうしていた二体の埴輪がまっすぐにメンテナンス装置に駆かけ寄よっていった。

『ホー！　おやすみだホー！』

『ホホー！　また明日だホ、姐あねさん！』

　埴輪のメンテナンス装置はこの部屋にある物の中で一番大きい。小さな二体の埴輪をメンテナンスする為のものであるが、高度に自動化されている為に装置が大型化していた。この装置は埴輪達が中に入って寝ねているだけで、修理やメンテナンスが行われる仕組みになっている。埴輪達は自分でスイッチを押してハッチを開けると、慣れた様子で装置の中へ飛び込んでいった。

「おやすみ、カラマ、コラマ」

　装置の強化ガラス製のハッチが閉じるのを見届けると、キリハはコンピューターの方へ向かう。その途中、キリハは武器庫の前を通りかかった。

　武器庫にはキリハ用の武器や、埴輪のオプション装備が収められている。キリハがこれを開けたのは、一番最初にティアと戦った時だけだ。ティアの強固な防ぼう御ぎよを破る為に、どうしても埴輪に霊れい子し兵装を装備させる必要があったのだ。だがそれ以降、彼女がこの武器庫を開放した事はない。彼女の為に用意された武器に至っては、触ふれた事すらない。侵略に一番熱心に見える彼女だが、その実、六畳間にいる誰だれよりも平和主義者だった。あるいは孝太郎以上に。

　そんな彼女だから、武器庫をあっさりと素す通どおりして、コンピューターの所までやってきた。

　コンピューターは基地の監かん視し装置や埴輪のメンテナンス装置の管理に使う他に、故郷との通信など、様々な用よう途とに活用されていた。キリハが眠りに就つく前の最後の仕事は、コンピューターに異常がないかどうかの確かく認にんだった。

「ふむ、メッセージか」

　コンピューターのモニターを覗き込むと、メッセージが届いている事を示すマークが画面の端はしに表示されていた。キリハはすぐにそのマークに触れ、メッセージを開かい封ふうした。

「族長からか」

　メッセージは族長からだった。

　族長はキリハの直属の上司にあたるだけでなく、彼女の血けつ縁えん上の父親でもあった。だがキリハは地上侵略の指揮を取るようになった日から、彼の事を族長と呼ぶようになっていた。

　キリハはメッセージを読み進めていく。そこには直接連れん絡らくして、進しん捗ちよく状じよう況きようを報告しろという内容が記されていた。

「ふふ………」

　キリハは小さく微笑ほほえむ。父親が娘むすめの顔を見たくなった時に、しばしば送られてくるこの種のメッセージ。十年前に母親が他界して以降、彼は一人でキリハを育ててきた。だから彼がキリハを心配する意味は良く分かっている。キリハは笑顔のまま、直接通信用のソフトウェアを呼び出した。

『キリハか!?』

　呼び出し中の表示はほんの数秒。すぐに表示は中年の男性の顔に切きり替かわった。彼はひげを生やして貫かん禄ろくある顔つきながらも、瞳ひとみは子供のように輝かがやいている。彼こそがキリハの父にして一族の長、クラノ＝ダイハだった。

「御ご無ぶ沙さ汰たしております、族長」

　キリハは六畳間の人々にはあまり見せない、楽しげで悪いた戯ずらっぽい笑顔をダイハに向ける。通信の呼び出し時間が僅わずかであった事から、彼かれが通信機の前でキリハの連絡を待っていた事が分かっていたのだ。

『また族長などと………父様でよい、父様で。今は二人だけで話しているのだからな』

「ですがメッセージには進捗状況を報告せよとありました。これは私用の連絡ではありません」

　キリハは笑いをこらえながら話し続ける。その顔は本当に気を許した相手にだけ見せる、特別な顔だった。それを見たダイハはバツが悪そうに顔をしかめる。

『汝はこのところ顔だけでなく、中身もあいつに似てきたな。似なくて良い所までそっくりだ。分かっているくせに、底意地の悪い………』

「では、早く仕事を済ませるとしましょう」

『分かった分かった』

　ダイハがコミカルだったのはそこまでだった。彼は背筋を伸のばして座すわりなおすと、厳しい表情を作った。眼光は鋭するどく、強い意志を感じさせる。それがダイハの族長としての顔だった。キリハもそれに合わせて姿勢と表情を正した。ここからは親子ではなく、族長と配下としての時間だった。

『それで、状じよう況きようは？』

「プランＡは無事に第一段階を終しゆう了りようし、第二段階への移行を開始。地上の人々との融和を進めています」

　キリハの立案した地上侵しん略りやく作戦には、プランＡとプランＢ、大きく二つの作戦が存在している。キリハが直接担当している一〇六号室問題がプランＢ。そしてそれらとは別に進められているのがプランＡだった。

　そのプランＡは複数の段階に分かれている。

　第一段階は拠きよ点てんの確保。地下の住人達が地上へ出てくるための第一歩として、住居の確保が必要だった。キリハ達は貯ため込んでいたレアメタルを売ばい却きやくした利益を使って、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市全域で大量に不動産を購こう入にゆうした。それが先日目標数に達した為、作戦は第二段階へ移行する事になった。

　第二段階は地上の人々との融和。キリハ達は進んで地域のイベントやボランティア活動への参加を始めた。自分達は良き隣りん人じんである。それを周辺住民に印象付ける為のものだった。キリハの作戦の中では、ここが一番難しい部分だった。一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかず、また、一度のミスが大きな不評に繋がる。だからこそ慎しん重ちようかつ丁てい寧ねいに。キリハは細心の注意を払はらって、作戦を進めさせていた。孝太郎達が見た清せい掃そうボランティアへの参加も、この為のものなのだった。

『地上の人間の反応は？』

「概おおむね良好です。就職して地元産業に食い込んだ者達の影えい響きようも大きいようです」

　プランＡの第二段階には、地元産業への浸しん透とうも含まれている。農業や漁業、福ふく祉しなど、人手が不足している産業は多い。そこへ入り込む事で地元の産業と切り離せない存在となれば、不測の事態に陥おちいった時にも滅びずに済む。それがキリハ達の狙ねらいだった。

『なるほど、順調な訳か』

「はい。このままのペースなら、十年以内に地域全体を我らの影響下に置く事が出来ると思われます」

　この先は政財界への進出なども予定されている。地域の基き盤ばんを整えなければ、議席の確保は難しい。より一層の地域との一体化が必要となる。だがキリハは悲観していない。手て応ごたえは確実に返ってきている。この先、大きなミスが無ければ、大地の民は地上で生きられるようになる。最近はそんな風に思えるようになっていた。あるいは孝太郎達との生活が、彼女にそう思わせているのかもしれなかった。

『ではプランＢの方は？』

「こちらも順調、と言いたいところですが、相変わらず一進一退といったところです」

『状況は複雑なようだな』

「はい。我ら以外にも、複数の勢力があの場所の占せん有ゆうを狙っています」

　プランＢは、ころな荘一〇六号室の占有を図る作戦だった。

　ころな荘一〇六号室を抑える事が出来れば、そこに父祖の霊を祭る祭さい壇だんが再建できる。祭壇は霊子力エネルギーを効率良く集める装置でもあるので、カラマやコラマのような霊子力兵器を大量生産する事が出来るようになる。

「とはいえ現状ではプランＡが順調に推移している為、プランＢの遅おくれに拘こだわるべきではないと考えます」

　だがこのプランＢはあくまで保険だった。元々プランＡの融ゆう和わ策さくが失敗し、地上の軍隊に攻こう撃げきされる場合に備える作戦なのだ。このためプランＡが順調な今、プランＢを急ぐ必要はない。逆に作戦を焦あせってプランＡに悪あく影えい響きようが出るようでも困るのだ。

『我もそう思う。だがキリハよ、最近、急進派に不ふ穏おんな動きがあるようでな』

「やはり動き出しましたか」

『うむ』

　ダイハは苦々しい顔で頷いた。キリハの表情も厳しい。

　キリハ達大地の民も一枚岩ではない。権力を持つ一族が複数存在し、完全な意思の統一は出来ていない。中には地上を武力で侵略し、一気に支配しようという過激な考えの一族もある。そういう連中にしてみれば、キリハのやり方は甘あま過ぎるように見えるのだ。

『連中の動きを抑え込めなければ、場合によってはプランＡを放ほう棄きしなければならなくなるだろう。そうなれば―――』

「プランＢが急務である、と」

『そうだ。こちらでも急進派の動きは牽けん制せいしておくが、汝の方も注意するがいい。直接汝を狙う輩やからも出るかも知れぬ』

「分かりました」

　キリハはダイハに頷きながら、ダイハがこのタイミングで連絡してきた意味を理解していた。ダイハはキリハの顔が見たいというだけでなく、その身を案じていたのだ。

　―――最悪の場合は、あの者達を倒たおさねばならぬか………。

　キリハの脳のう裏りに一〇六号室の関係者の顔が浮かぶ。早苗、ティア、ルース、ゆりか。そして孝太郎。もし急進派が事を起こした場合、戦いに備えて一刻も早く祭壇を再建しなければならない。数で劣おとる大地の民だから、霊子力兵器を大量に作らなくては滅ぼされてしまうのだ。だからその時には孝太郎達を倒し、排はい除じよする必要がある。

　―――それが我に出来るのか………？

　孝太郎達と共に過ごすようになって八ヶ月。その間に積み重ねてきたものは少なくない。それらがキリハを悩なやませていた。今のキリハには、孝太郎達に武器を向けている自分が想像できなかった。

『なぁ、キリハよ』

　その時、ダイハの表情がふっと緩ゆるむ。それは族長ではなく、娘を思いやる父親の顔だった。

「父様？」

　キリハもその空気を感じ取り、娘の顔に戻った。

『こっちへ帰ってきて、婿むこを取らんか？』

「婿を―――結けつ婚こんしろと仰おつしやるのですか？」

『ああ。そうすれば我らの支持基盤が強化され、急進派への影えい響きよう力りよくも強まる。汝も危険な目に遭あわずに済むし、戦いたくない相手と戦う事もないだろう』

　ダイハの考えは単純だ。いわゆる政略結婚で、急進派を抑えようというのだ。

　急進派側から婿を取るのでも、ハト派の有力者を婿にするのでも構わない。キリハの発言力が強まれば、おのずと急進派は従わざるを得なくなる。

　だがそれはあくまで建前の話。ダイハとしては何より娘が危険な目に遭わないようにしてやりたかったのだ。

「それは………出来ません」

　しかしその全すべてを理解した上で、なおキリハは首を横に振ふった。

『汝も母に似て強ごう情じようよな。結婚だけは頑がんとして首を縦に振らぬ』

「そんな事は………しかし父様、今このキリハが地上を離はなれれば、急進派の動きを抑えられなくなります。それだけは避さけなくてはなりません」

　婿を取るといっても、今日明日あした中じゅうに何とかなるようなものではない。各所への根回しや、日程の調整が必要になってくる。政略結婚ならなおさらだった。その間、指揮官であるキリハが地上を離れれば、急進派の増長を招く危険性が高い。結婚するその日が来る前に、急進派が事を起こしてしまっては意味がないのだ。

『うむ………結婚するにせよ、急進派は抑え込まねばならんか………』

「その通りかと」

　ダイハの様子に、キリハは軽く安あん堵どする。そして懐ふところにしまってある一枚のカードを取り出した。それはメタリックに輝く、古ぼけたカードだった。

　キリハにはもう一つ、結婚できない理由があった。

　それがこのカードだ。カードに込められた想おもいを果たさぬうちは、キリハには結婚という選せん択たく肢しは無いのだった。










　明けて日曜日、朝七時。一〇六号室の朝は、やはりルースから始まる。

　本格的な冬に突とつ入にゆうして大分夜明けが遅おそくなっていたが、七時になると流石さすがに六畳間に太陽が差し込み始めている。だがそれでも陽光が部屋を暖めるには至らない。おかげで部屋に顔を出したルースの吐はき出だす息は幾いくらか白くなっていた。

「サトミ様は………」

　ルースが一〇六号室へやってきて最初にやる事は、いつも決まって孝太郎の姿を捜す事からだった。寝ね相ぞうの悪い孝太郎はしばしば『青騎き士し』と一〇六号室を繋ぐゲートの出口付近に寝ている事があり、出てきたルースやティアが踏ふんでしまう事があるのだ。

「ああよかった、あちらに寝ておられましたね」

　和室の壁かべにある光るゲートから首だけを出して孝太郎の姿を確認したルースは、ゆっくりと物音を立てないように部屋に入ってきた。大きな音を出しても孝太郎が起きる事は無いのだが、几き帳ちよう面めんなルースはいつもマナーを守っていた。

「こんな所で寝て………風か邪ぜをひいてしまいますよ、サトミ様………」

　孝太郎はいつも部屋の中央に布ふ団とんを敷しいて寝る。だが、今寝ている場所は押おし入いれの真ん前。当然掛かけ布ぶ団とんはなく、パジャマ姿で仰あお向むけで眠っていた。

　ルースの二番目の仕事は、そんな孝太郎に布団をかけてやる事だった。

「ひっ」

　だがそこでルースは悲鳴を上げそうになる。

「………こればっかりは、何度見ても慣れませんねぇ………」

　危ない所で悲鳴をこらえたルースは、苦く笑しようしながら孝太郎の胸の下のあたりから足にかけて布団をかけてやった。

『くー、くー、くー』

　孝太郎の胸のところには、眠っている早苗の顔があった。ナイトキャップをかぶり、幸せそうな寝ね顔がお。それはまるで孝太郎のパジャマに早苗の顔写真がプリントしてあるかのような光景だが、実は早苗本人だった。早苗は孝太郎の身体の中に入り込んで眠っているのだ。先程ルースはこの光景を見て、悲鳴を上げそうになっていたのだった。

「くー―、くー―」

『くー、くー、くー』

　孝太郎と早苗の寝ね息いきが奇き妙みようなハーモニーを奏かなでる。

　最近の早苗は寒いからといって孝太郎の中に入り込んで眠っている事が多かった。早苗が孝太郎の中に入れるようになったのは最近の事だ。なんでも孝太郎の身体の中は、あったかくて居い心ごこ地ちが良いらしい。それ以降、孝太郎の中に入って眠るのが早苗のお気に入りだった。

　だが当の本人が良くても、他の人間にはこの早苗の新たな技わざは不評だった。今は早苗の顔が孝太郎の胸から覗いているだけだが、時折手足が出ている事がある。するとまるで孝太郎の身体から少女の手足が生えているように見え、大変気持ち悪いのだ。孝太郎自身もそれに驚おどろく事が多く、しばしば早苗に苦情を言っていた。しかし早苗がその苦情を聞き入れる事はなく、隙すきあらば孝太郎の身体の中に潜もぐり込んで眠ってしまうのだった。

「今日はマシな方ですけど、心臓に悪いです」

　孝太郎と早苗に布団をかけ終わったルースは、小さく苦笑するとキッチンの方へ歩いていった。










　いつもならルースが来きたすぐ後にキリハがやってきて、二人で一いつ緒しよに朝食を作る。だがこの日は何な故ぜか彼かの女じよは姿を見せず、朝食は珍めずらしくルース一人によって用意されていた。

『へぇ、今朝はルースが一人で作ったんだ？　美味しそうじゃない』

「ありがとうございます、サナエ様」

　早苗に褒ほめられて笑え顔がおになると、ルースはちゃぶ台に朝食を並べていく。ご飯に味み噌そ汁しる、焼き魚に納なつ豆とう。早苗と孝太郎が大好きな和食メニューだった。

「それはそうと、早苗、とっとと出てこい」

『やだも～～～ん♪』

　朝食の時間になっても、早苗は孝太郎の身体の中から出てきていなかった。早苗は相変わらず孝太郎の胸から顔だけを出して、楽しそうに笑っていた。

「お前なぁ………」

『本当に嫌いやなら追い出せば良いじゃない。うりうり、やってみれ』

　早苗は孝太郎の身体から腕うでだけを外に出し、指先で孝太郎の顔をつつく。

　早苗が孝太郎の身体に入れるようになったのは、孝太郎と仲良くなったから。だから孝太郎が本気で嫌がっていれば、早苗は中に居る事が出来ない。それが分かっているから、早苗は強気だった。

　―――へへへ、孝太郎はあたしの事が大好きなんだもんっ！

　孝太郎が受け入れてくれるなら、全力でぶつかっていくのが礼れい儀ぎ。この行動は早苗にとって愛情表現でもあった。
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「そうじゃぞサナエ。せめて食事の時はよさぬか。その姿を見ていると、酷ひどく食欲が失うせるのじゃ」

「早苗ちゃん、朝から怪かい奇き現象は勘かん弁べんしてほしいですぅ」

　だがこの愛情表現は、ティアやゆりかにも不評だ。食事時に人間の身体から別の人間の身体が生えているのを見るのはあまり嬉うれしい事ではないのだ。

「そうだぞ早苗。俺おれがまずそうに食っても良いのか？」

『ウッ、それは困る』

　孝太郎は早苗を身体の中から追い出すほどではないが、この光景は食事時に見て楽しいものではないとは感じていた。

　そして早苗はいつも孝太郎の食事の感覚を共有するので、孝太郎が食事を不ま味ずく感じるのは嬉しい事ではなかった。

「だったら出てこい」

『はぁい』

　早苗は渋しぶ々しぶ孝太郎の身体から抜ぬけ出でてくる。それはまるで洋服でも脱ぬぐかのようにあっさりとしたもので、早苗はほんの数秒で孝太郎の背中側に姿を現した。

『お食事中にお騒さわがせしました』

　そして早苗はそのまま孝太郎の背中にしがみつく。普ふ段だん通りの食事スタイルだった。

　―――寝る時はともかく、普段はあたしもこっちの方がいいかも………。

　孝太郎にしがみつき、早苗は改めてそんな風に思う。孝太郎の中に入っていると居心地は良いのだが、包まれているばかりで自分から孝太郎に対しての働きかけがない。それよりも自分からくっついて、孝太郎にちょっかいを出したい。それは実に早苗らしい考えだった。

　ぐぅ～～

　早苗が孝太郎の背中に移動した直後、ゆりかのお腹なかが鳴る。怪奇現象が終わった途と端たん、食欲が戻もどって来たのだ。

「ゆりか、お前は本当に現金な奴やつだなぁ………」

　それを聞いた孝太郎は、ゆりかを指さして笑い始める。

「だ、だってぇ、朝だからお腹が減ってるんですよぉ！　仕方ないじゃないですかぁっ！」

　そんな孝太郎に、ゆりかは顔を赤くしながら必死に弁解する。

『食い意地が張ってるだけよ』

「たっ、確かに仕方ないんだけどさっ、お、お前………ブハハハハハハッ」

「お、お待ちどおさまでした、ユリカ様」

　笑いを噛かみ殺ころしながら、ルースは慌あわてるゆりかの前に朝食の配はい膳ぜんを終える。だが食事を目の前にしたというのに、ゆりかは膨ふくれっ面つらだった。

「みんな酷いですぅ、人を飢うえた動物みたいにぃっ」

「ま、まぁ、アレだ。腹減ってるなら食え。今朝はおかわり自由にしてやるから」

「本当ですかぁっ!?」

　しかし孝太郎の言葉に、ゆりかは目を輝かせる。膨れっ面は一気にしぼみ、笑顔に変わった。

　おかわり自由。

　それはゆりかの愛してやまない言葉だった。

「ブハハハハハハッ」

『ホラ、食い意地張ってるだけじゃない』

「ユ、ユリカ様、お、大盛りになさいますか？」

　豪ごう快かいに笑う孝太郎。その背中でにやにやしている早苗。ルースは茶ちや碗わんにご飯をよそう手を止め、必死に笑いをこらえる。その手の中のしゃもじは小刻みに震ふるえていた。

「そっ、そんなに笑う事ないじゃないですかぁっ！　私は食い意地張ってるんじゃなくて、今が育ち盛りなんですぅっ！」

　年とし頃ごろの娘としての羞しゆう恥ち心しんと、強きよう烈れつな食欲の板いた挟ばさみになり、ゆりかは半泣きで弁解を続ける。

　この日も一〇六号室は朝から騒そう々ぞうしい。いつも通りの朝だった。










「………」

　そんな騒そう動どうを横目で見ながら、ティアは一人黙もく々もくと食事を続けていた。彼女が一〇六号室にやってきて八ヶか月げつが過ぎ、いつの間にか箸はしの使い方も達者になっていた。彼女は優ゆう雅がに箸を動かしながら、朝食を口の中に放ほうり込んでいく。

「ぞっ、存分に育ってくれ！　ワハハハハハハッ！」

「あぁっ、その顔は信じてないっ、絶対に信じてないですぅっ！」

『孝太郎、あたしも育ち盛りだから、ごはん食べたい』

「ル、ルースさん、俺も育ち盛りだから大盛りで」

「はいっ、ただいま。くすくすくす………」

　だがティアには朝食の味など分かっていなかった。早苗が孝太郎の背中にしがみついた時から、ティアにはそれ以外の事が目に入らなくなっていたのだ。

　―――いいな………。

　ティアの頭の中に、自身が孝太郎の背中にしがみついている姿が浮うかぶ。その想像の中では、ティアは満面の笑みを浮かべ、無防備に孝太郎に身体を預けていた。そしてその明確なイメージが出来上がった瞬しゆん間かんから、ティアの胸の中に何かとてももどかしい感情が広がっていった。

　―――わ、わらわは何を考えて………？

　そこでティアは我に返り、慌てて顔を伏ふせた。ティアには自分が早苗と同じようにしたいと考えた事が信じられなかった。

　―――あやつは家臣じゃ！　試練の為ために忠誠を誓ちかわせるだけじゃ！　それ以上でもそれ以下でもないというのにっ！

　文化祭における第二皇女クランの襲しゆう撃げきを境にして、ティアの感情は大きく変化し始めていた。

　初めて一〇六号室へやって来た時、ティアは孝太郎の事など宇宙の果ての原始人ぐらいにしか思っていなかった。さっさと忠誠を誓わせて、フォルトーゼに帰き還かんする。本当にそれしか考えていなかった。

　しかしそれから時が経たつにつれて、ティアは本当の意味で孝太郎を家臣にしようと思うようになった。だからこそ、ティアは孝太郎に笑顔を向けるようになった。

　だが今、ティアの中で孝太郎は家臣の枠わくを超こえ始めていた。孝太郎は家臣にならなくても、絶対に自分の味方をしてくれる。それはティアにとって初めての感情、そして確信だった。だからこそティアは混乱していた。自分が孝太郎に何を求めているのか、分からずにいたのだ。

　ガタ

　そんなティアのもつれた思考を断たち切ったのは、突とつ然ぜん動き出した畳たたみだった。丁度顔を伏せたティアの視線の先にあった畳がゆっくりと持ち上がっていく。その下には一人の人間の姿があった。

「おはよう」

　畳の下から現れたのはキリハだった。ティアが何気なく見ていた畳は、キリハが作った基地へ続くトンネルの入り口の畳だったのだ。

「おはよう。………とはいうものの、今朝は随ずい分ぶん遅おそかったのう？」

　キリハの登場と共に、ティアの悩みは一いつ旦たん頭の隅すみに追いやられた。そしてティアはキリハに小さく笑いかける。

「実は朝から仕事があったのだ」

　キリハは畳を返すと、軽かろやかな足取りで一〇六号室へ入ってきた。その後には二体の埴はに輪わが続く。

『ホー、おはようだホー！』

『みんな元気かホー！』

　埴はに輪わ達は陽気に挨あい拶さつをしながら、畳を元の位置にはめ込んでいく。毎朝の事なので、慣れた手つきだった。

「おはよう、キリハさん」

　キリハの姿に気付き、孝太郎も朝の挨拶をする。そして全員の挨拶が終わる頃ころには、キリハはちゃぶ台の空いている席に座すわっていた。

「ルース、遅くなってすまない」

「いいえ。成長した料理の腕を試ためす良い機会でした」

『でもなんで今朝に限って遅れて来たの？　寝ね坊ぼうじゃないんでしょう？』

　遅れて来たのがゆりかであれば、早苗もこんな質問はしなかっただろう。しかし相手がこれまで一度も寝坊した事のないキリハであれば、早苗でなくとも気になる所だった。実際、ゆりか以外の全員が食事の手を止めてキリハを見ていた。

「実は故郷の方でちょっとしたトラブルがあったのでな。その対応に追われていた」

　キリハが朝食に遅れて来たのは、昨夜の父親との会話で出た急進派への対策に追われていたからだった。地上にある支部との連れん絡らくや、地底の直ちよつ轄かつ部隊への指示など、キリハのやらねばならない事は多かった。

「キリハさんの故郷っていうと、地底帝てい国こくだよな？」

「帝国という表現には語ご弊へいがあるが………まぁ、そういう事だ」

　キリハはルースの差し出す茶碗を受け取りながら、孝太郎の言葉に頷うなずいた。

「トラブルって、まずい事なのか？」

　詳くわしい事は聞いても分からないだろうし、キリハも話さないだろう。だから孝太郎は漠ばく然ぜんとした訊きき方かたをした。するとキリハは孝太郎を見て軽く微笑ほほえんだ。

「気になるか？」

「そりゃあな。地底帝国のトラブルだ。俺にも全く関係ない話じゃない」

　孝太郎は何度か頷きながら、軽く肩かたを竦すくめる。

　―――なんだか少し元気がないみたいだな………。

　孝太郎はキリハと話しながら、そんな風に感じていた。キリハはどことなく疲つかれているように見えるのだ。

「汝なんじには関係のない話だと思うが」

「キリハさん、あんた、自分が地底人だって忘れてるだろ？」

「ああ、確かにな」

　キリハはそこで笑顔を作った。

　―――そうだったな。我は大地の民の為に、孝太郎の部屋を奪うばわんとしているのであったな………。

　キリハは急進派の暴発を防ぐのに躍やつ起きになるあまり、自分も侵しん略りやく者しやである事を半ば以上忘れていた。だから確かに孝太郎の言う通り、地底のトラブルは孝太郎の置かれている状じよう況きようを変化させる可能性があるのだった。

「案ずる事はない、孝太郎。何も起こりはしない」

「なら良い」

　キリハは笑顔を見せていたが、孝太郎にはそれがいつもとは少し違ちがって見えた。普段の彼女の笑顔には、もう少し遊び心が混じっているのだ。

　―――なんだろうな、これ………。

　実の所、孝太郎は言うほど地底の事は気にしていなかった。それよりもキリハの表情がどことなく曇くもっているように見える事の方が気になっていた。

　―――何か、悪い事が起きているのでなければ良いんだが………。

　自分がキリハを心配するのはおかしいと思いつつも、孝太郎は彼女の様子を気にせずにはいられなかった。










　その後の数日間、キリハは忙いそがしそうにしていた。

　食事に姿を見せない事も多かったし、高校に出てこない日もあった。彼女は事情を話さなかったので、孝太郎はそれを横目で見ているしかなかった。







マフラーとアルバイト　十二月十日（木）







　その日、孝こう太た郎ろうは耳慣れた包丁の音と、馴な染じみの味噌汁の匂においで目を覚ました。

　―――これは、確か………。

　目を開けると目の前には窓。孝太郎は枕まくらを抱だきかかえ、窓まど際ぎわに寝ね転ころがっていた。寝相が悪くて窓際に転がって来たようだが、いつものように身体には布団が掛けられていた。

「キリハ様、納豆の買い置きが無くなりそうです」

「分かった。今日の帰りに買ってくる事にしよう」

　台所からはルースとキリハの声。先さき程ほど孝太郎が感じた包丁の音と味噌汁の匂いは、彼かの女じよ達の手によるものだった。

　―――そっか、キリハさんか………。

　孝太郎が顔を動かすと、台所にはキリハとルースの姿が見えた。ここ数日はずっとルース一人がそこにいた。一週間前の状態に戻っただけなのだが、孝太郎はキリハがそこに立っているのを見て、何故だかホッとしていた。

「そういえばルース、休んでいた時のノートを写し終えた。後で返す。ありがとう」

「お礼なんて良いんですよ、キリハ様」

　―――厄やつ介かい事が片付いたんだな………。

　キリハは台所に立っているだけなのだが、孝太郎はそんな風に感じていた。いつも通りの彼女がそこにいる。それだけで孝太郎は満足だった。

『こーたろー、もうあしゃごはんー？』

　そんな時、孝太郎の視界に早さ苗なえの顔が割って入った。早苗はまだ眠ねむそうで、両手でぐりぐりと目を擦こすっていた。

「いや、もう少し先だ。まだ寝ねてていいぞ」

『んー』

　早苗は両手を広げて孝太郎に抱きつくようにして、孝太郎の身体の中に沈しずんでいく。だが完全に孝太郎の中に消える直前、早苗が囁ささやいた。

『こーたろー』

「なんだ？」

『しばらくそのままのきもちでいてくれりゅ？　とってもあったかくて、きもちがいいから………』

「………ああ、努力する」

『んー』

　早苗はそのまま孝太郎に溶とけるようにして消えていった。

　―――そっか、あったかくて気持ちが良いか………。

　そうやって早苗が言葉にしてくれたおかげで、孝太郎は自分が普段通りのキリハの姿を歓かん迎げいしている事に気付いたのだった。










　ゆりかは意外と繊せん細さいな所があって寝ね付つきは悪い。かつて押し入れにゴキブリの侵しん入にゆうを許した事が、トラウマになっているのだ。

　しかし一度寝ね入いってしまうと、孝太郎と同じくなかなか目を覚まさない。全員が登校してしまっても寝たままでいた事があるくらいだ。

　寝付きが悪く、寝ね起おきが悪い。

　ゆりかは同居人にするには厄介なタイプだった。

「すぴ～～～、すぴ～～～、すぴ～～～」

「どうしてくれよう………」

　孝太郎は大口を開けて寝続けるゆりかを前に、渋しぶい顔をしていた。もうすぐ朝食が出来上がるのでゆりかを起こさなければならないのだが、ゆりかは揺ゆすっても突つついても一向に起きる気配がなかった。

『放っておけば？　好きで寝てるんだし』

「そういう訳にもいかん。こいつはただでさえ遅ち刻こくが多いんだ。このままのペースで遅刻してたら、進級が危あやういぞ」

　これまではゆりかの遅刻の事をほったらかしにしてきた孝太郎だが、先生からゆりかの進級が危ぶまれるという話を聞かされて以降、ゆりかを叩たたき起おこすのが朝の日課となっていた。

『しょうがないわねぇ………それで孝太郎、今日はどうやって起こすの？　またひっぱたくの？』

「うーん………」

　孝太郎は悩なやみ始める。

　これまでは文字通りの意味で叩き起こしていたのだが、ゆりかの猛もう抗こう議ぎを受け、叩いて起こすのは禁止になった。顔が歪ゆがんだら責任を取って嫁よめに貰もらえと涙なみだながらに抗こう議ぎされれば、孝太郎も引き下がるしかなかった。

「しかし叩くのが駄だ目めだと、こいつは何をしても起きないんじゃないか？」

『だと思うよ』

「すぴ～～～、すぴ～～～、すぴ～～～」

　孝太郎の悩みもなんのその。押し入れの上の段で身体を丸めているゆりかは呑のん気きに眠り続けていた。すると孝太郎と一緒になって押し入れを覗のぞき込んでいたティアが、孝太郎の顔に手にしていた扇せん子すを突き付けた。

「コータロー、これでわらわ達たちの苦労が分かったじゃろう。そなたを起こす為に、わらわ達が毎朝どんな苦労をしておるか………」

「黙だまれティア!!　おめーは平気でヒールで踏ふむだろ!?」

「当然じゃっ！　そうせねばそなたは起きぬ！　大体、皇女直々に起こされる騎き士しなど前ぜん代だい未み聞もんじゃぞ!?　感謝して貰わねば困るっ!!」

「誰だれが騎士だ、誰が!!」

『これだけ耳元で騒げば、普ふ通つうは起きそうなもんだけどねぇ………』
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「ふが、も、もうたべられましぇぇん………すぴ～～～、すぴ～～～」

　孝太郎とティアが言い合いを始めても、ゆりかはびくともしない。幸せそうな顔で眠り続けていた。

「それで、どうするのじゃ、コータロー」

「すぴ～～～、すぴ～～～、も、もうおなかいっぱいでくるしいでしゅぅ～～～」

「苦しいねぇ………それだっ!!」

　何事かを閃ひらめいた孝太郎は、ゆりかに向かって手を伸のばした。

『どうするの？』

「まあ、見てろって」

　不思議そうにしている早苗をそのままに、孝太郎はゆりかの顔に触ふれた。もちろん触さわったぐらいで目を覚ます筈はずもなく、ゆりかは寝ね息いきを立て続けていた。

「こうするんだ」

「ふげっ」

　孝太郎は左手でゆりかの鼻をつまみ、右手で口を塞ふさいだ。

『良い作戦だね！　これならいけるかもっ！』

「これではヒールで踏むのと大差ないように思うのじゃがのう………」

「ふがっ、ふががっ、ふごごごごごっ！」

　息が出来ないゆりかは鼻と喉のどを鳴らして空気を求め始める。表情は苦しげで、顔色も悪くなっていく。だがそれでもゆりかは起きない。目を閉じたままだった。

「起きぬのう………」

「起きろゆりかっ！　遅刻するぞっ！」

『目覚める前に永えい眠みんするんじゃない？』

　そんな事が数十秒続いた時だった。

「ふがっ!?」

　突然、ゆりかの目が大きく見開かれた。同時にゆりかは両りよう腕うで両足を振ふり回まわして暴れ始める。

「ん～～～ん～～～ん～～～っ!!　ふぐぐんぐぅぅ～～～～っ!!」

「うわわっ、暴れてないで早く起きろゆりかっ、遅刻だぞっ！」

「ん～～～～っ!!」

「のう、コータロー。まさかとは思うが、これはもう起きているのではないじゃろうかのう？」

『そうかなぁ。違うんじゃない？　起きてたら何か言うでしょ』

「念ねんの為、もうしばらくやっててみよう」

「ん～～～～っ!!　んんんん～～～～～～っ!!」

　こんな事があったので、叩き起こすに続き、息を塞いで起こすのも禁止になった。










「大体ですねっ、里さと見みさんは思いやりってものが足りないんですぅっ！」

「悪かったよ。まさか口を塞いでたから喋しやべれなかったなんて思わないじゃないか」

「そんな事ぉっ、真っ先に気付いてくださぁいっ!!」

　ドンッ

　ゆりかの両の拳こぶしが机に激げき突とつする。日ひ頃ごろ、弱気で温おん厚こうなゆりかだが、命の危険に晒さらされては興奮しないではいられない。ゆりかの怒ど声せいは教室中に響ひびき渡わたり、クラスメイトの多くが何事かと孝太郎とゆりかを眺ながめていた。

「だったらもっとあっさり起きろよ」

「やり方があるでしょうっ、やり方がっ！」

「無いからああいう風にしたんだ。それとも遅刻した方が良かったのか？」

「ウグッ」

　ゆりかの反論はそこで止まる。ゆりかの心の天てん秤びんで、遅刻と息を止める事がゆらゆらと揺れ始める。

「これ以上遅刻したら、進級やばいんだろう？」

「ウ、ウグググゥッ」

　―――ず、ずるいっ、里見さんはずるいぃぃぃぃっ!!

　ゆりかには孝太郎が本気で自分を心配してくれている事が分かっている。

　孝太郎は覚えていないのだが、以前孝太郎はゆりかと一緒に卒業する事を望んでいると言っていた。それは間ま違ちがいなく本気の言葉だった。

　だから孝太郎が今も本気でゆりかを心配しているのは紛まぎれもない事実。ゆりかはそう確信していた。動機も目的も問題は無い。孝太郎の失敗は、手段が滅め茶ちや苦く茶ちやだというだけなのだった。

「里見さんっ、いくら私を心配してくれているからってっ、やって良い事と悪い事がありますぅっ！　いくらなんでもこれはあんまりですぅっ！」

　この所、ゆりかが孝太郎へ向ける感情には微び妙みような変化が生じていた。これまでは単に不満を並べたり、わがままを言うばかりだった。しかし最近はそこに別の感情が混じるようになった。

　―――ほんっとに素す直なおじゃないんだからっ、里見さんはっ！　本当は誰よりも優やさしいくせにぃぃぃっ！

　それはいつでも本音を伏せたままにしている、孝太郎への不満だった。

「悪かったっ、悪かったって」

「悪いだなんて言ってませぇんっ！　もっと素直になれって言ってるだけですぅっ！」

　孝太郎とゆりかは大おお騒さわぎを続けている。そんな二人を遠巻きに眺めていた賢けん治じが、近くにいた静しず香かに事情を尋たずねた。

「笠かさ置ぎさん、コウの奴は何をやらかしたんです？」

「それがねマッケンジー君。里見君達は遅刻続きのゆりかちゃんを心配して起こしに行ったらしいんだけど、里見君がゆりかちゃんの鼻と口を塞いで起こしたらしくて………」

　静香は孝太郎とゆりかが同居しているとは言えず、多少事実を脚きやく色しよくして話した。

　―――考えてみれば、不純異性交遊にならないのが不思議な状況よね………。里見君らしいっていうか………。

　そして静香は言い合いを続ける孝太郎とゆりかを見ながら、軽く微笑んだ。

「進歩のない奴だなぁ、あいつも………」

　事情を聞いた賢治は、中学時代の修学旅行を思い出していた。そこで孝太郎は夜中に起き出して、クラスメイトに散々悪いた戯ずらをしていたのだ。

　隣となりに寝ている人間の息を塞ぐのはもちろん、顔に落書きしたり、服を脱ぬがしたり。挙句の果てに酷ひどい寝ね相ぞうで部屋中転がりまわるものだから、最終的に部屋は大戦争だった。

「じゃあどうやって起こせってんだ？」

「ウグッ」

「叩き起こすの禁止、息を止めるのも禁止じゃ、あとは氷水か熱湯しかないぞ？」

『熱湯で良いんじゃない？　キリハ達が朝ごはん作るのにお湯沸わかすし』

「それもそうだな。熱湯にしよう」

「せっ、せめて氷水にっ！　熱湯は止めてくださぁいっ！」

「注文が多いなぁ、もう………」

　孝太郎は嫌いやそうな顔でゆりかを見る。ゆりかは半ば泣き出していた。

　と、そんな時の事だった。

「里見君、虹にじ野のさん」

　手にしていた携けい帯たい電話をポケットにしまいながら、キリハが二人に近付いてきた。

「少々頼たのみたい事があるのですが」

　キリハは軽く口元に笑えみを浮かべながら、高校にいる時専用の優等生口調で二人に話しかける。

「構わないけど」

「なっ、何ですかぁ？」

　孝太郎はこれ幸いとばかりにキリハの話に食いつく。ゆりかはゆりかでキリハに泣き顔を見られないようにごしごしと涙をぬぐった。

「実は、明後日の日曜日に一いつ緒しよにアルバイトをして頂けないかと思いまして」

「アルバイト？」

　キリハの話は、思いがけないアルバイトの提案だった。










　キリハの話は次のような内容だった。

　町内会の青年部の人達が、ヒーローショーを企き画かくした。それは地域密着型御ご当とう地ちヒーロー『ハルカゼマン＆キッショウレディ』のショーだった。ショーは春はる風かぜ幼よう稚ち園えんの創立記念日のイベントの一つとして行われる。だがヒーローショーには沢たく山さんの人手が必要になる。舞ぶ台たいの設置、衣装、小道具、当日のイベント運営。仕事は他にも沢山あった。おかげで青年部だけではそれだけの人数を揃そろえる事が出来なかった。

　そこで白羽の矢が立ったのが、最近地域の活動に熱心なキリハだった。青年部は地域の活動を通して町内会との繋つながりがあったキリハに手伝いを依い頼らいした。キリハが文化祭で舞台をやった事は知られていたので、青年部としては渡りに船の人材だったのだ。またキリハとしても地域の活動に食い込みたい事情があるので、喜んでその依頼を受けた。

　だが日程が明後日と急だったため、キリハの方も地底勢だけでは必要な人材をカバーしきれず、孝太郎達に助すけっ人とを求める事にしたのだった。










「じゃあ、俺おれ達たちにヒーローショーに出ろってのか？」

「はい。私の知人にも声をかけてみたのですが、舞台経験者は少なくて………。その点、里見君達なら文化祭での経験がありますから………」

　そこでキリハは申し訳なさそうに軽く眉まゆを寄せる。キリハも急な話で申し訳ないと思っていたのだ。

「なるほどねぇ。特にゆりかちゃんは毎日ヒーローショーみたいなもんだし、適任だわね」

　静香が納なつ得とくしたように何度も頷いた。

　孝太郎の周りには、いつもの顔ぶれが集まってきていた。

　ゆりかとキリハに加え、フォルトーゼ主従、そして静香と賢治。早苗は朝からずっと孝太郎にくっついたまま。彼かれらも孝太郎と一緒になってキリハの話を聞いていた。

「あいわかった！　キリハ、我らに任せるがよい！」

　ティアはキラリと瞳ひとみを輝かがやかせ、力強く自分の胸を叩いた。子供向けのヒーローショーとはいえ、舞台は舞台。ティアにとっては孝太郎を鍛きたえ直す絶好の機会だった。

「わらわとコータローの華か麗れいな演技で、子供達をあっと言わせてくれようっ！」

「ちょ、ちょっと待った、ティアッ、お前もやる気なのかっ!?」

「喜べコータロー。今夜からまた特訓じゃっ！」

　孝太郎を見るティアの瞳がギラリと強い光を放つ。その剣けん呑のんな光を見て、孝太郎は文化祭の時の苦労を思い出した。

「特訓!?　特訓だとっ!?　あの悪夢が、また繰くり返かえされるというのかっ!?」

　朝起きればティアの顔。食事の作法すら管理され、トイレ以外には自由のない生活。一いつ瞬しゆんも休むことなくティアの怒声が響き続け、体力の限界で気絶するように眠る毎日。朝から夜までティア尽づくし。体育会系の孝太郎をもってしてもなお悪夢と言わしめる、それがティアの特訓だった。

「案ずる事はない、コータロー」

　ティアはそこで天使のように微笑む。恐おそれる孝太郎を包つつみ込むかのような、優しい笑え顔がお。だがその顔もほんの一瞬。すぐに悪あく魔まのような笑顔に変わった。

「善なる魂たましいだろうが、邪じや悪あくの権ごん化げだろうが、このわらわが直々にそなたに叩きこんでくれる！　明後日のそなたは舞台で星になるのじゃっ！」

「いやだっ、俺おれは絶対に明後日が来る前に星になるぅっ！」

「怖こわくない、怖くない………」

　ティアは目をぎらつかせながら一歩一歩孝太郎に近付いていく。その両手の指がタコの足のようにゆらゆらと動き、後ずさる孝太郎を捕とらえようと狙ねらっていた。

「俺はショーには出ないぞっ！」

「許さぬ」

　孝太郎は首を横に振る。だがティアは断固たる意思でそれを却きや下つかした。

「いやだっ、俺は編み物を編むんだぁっ！」

「許さぬと言っておろうがっ！」

　ティアの強力な意思の力は、孝太郎の反論を掻かき消けした。そして彼かの女じよの両腕が遂ついに孝太郎を捕える。

「そなたは骨のひとかけら、血の一滴てきまでわらわのものじゃっ!!　反論は決して許さぬっ!!　そなたが青騎士として再び舞台へ上がるその日までっ、安息の日など無いと心得よっ!!」

「ひええぇぇぇぇぇぇっ!!」

　フォルトーゼ銀河皇国、第七皇女ティアミリス・グレ・フォルトーゼ。

　その威い風ふう堂どう々どうたる立ち居振ふる舞まいは、星々を統すべる皇族に相応ふさわしく、華麗で見事なものだった。おかげでその場にいる誰もがティアに圧あつ倒とうされていた。

「………その本音を普ふ段だんから言えれば、楽なのですけれど………」

　だが付き合いの長いルースだけは、そんなティアの姿を見ても何な故ぜか楽しそうに微笑んでいるのだった。










　カチンッ、カチンッ、ボボッ

　孝太郎が二、三度スイッチを押おすと、その古ぼけた石油ストーブは赤い炎ほのおを上げて燃え始めた。

　このストーブは代々編み物研究会で使われてきた年代物で、最近のものに比べると性能はあまり良くない。しかし二人きりの研究会で使うには十分で、このところめっきり寒くなった事もあり、研究会活動の必ひつ需じゆ品ひんとなっていた。

　ボ、ボボボ

　孝太郎はストーブについているダイヤルを回して火力を調整する。すると炎の色は赤から青へ変わり、煙けむりの量が大きく減った。それを見届けると、孝太郎は自分の席に戻もどっていった。

「ありがとう、里見君」

「今日は冷えますねぇ」

「本当に。最近は特に朝が辛つらくなってきましたよね」

　並んで座すわった孝太郎と晴はる海みは笑顔を交かわしあう。ストーブにあたる関係上、二人は肩かたを寄せ合うようにして座っていた。寒いと指先の動きも悪くなるし、ストーブの火力を上げるのももったいない。自然と二人の距きよ離りは縮まっていた。

「そんな事言うと、おばあちゃんみたいですよ、先せん輩ぱい」

「里見君っ、んもう………」

　晴海は編み棒を動かしながら楽しげに笑う。男性は苦手で引っ込み思案な彼女だが、相手が孝太郎であるなら、この距離でも臆おくする事はなくなっていた。今の二人の距離は、そのまま晴海の心の距離でもあったのだ。

「やってる事もやってる事ですしね」

「確かに、これに若さは感じられませんよね。ふふふっ」

　二人は互たがいの編み物を見せ合いながら、声を上げて笑う。周囲の文化系の部活動は、寒さのせいか十二月に入って活動が鈍にぶっている。だから二人の笑い声は静まり返った部室棟とうに吸い込まれていった。

　そうしてひとしきり笑った後、晴海は孝太郎の手元に目を止めた。

「そういえば、随ずい分ぶん長くなりましたね、そのマフラー」

　孝太郎が編んでいるのはマフラーだった。

　当初は練習の為ために目的もなくただただまっすぐ編んでいただけだったのだが、ある程度の長さになった段階で晴海がマフラーにしようと提案。そのまま編み続けて今に至っていた。

「おかげさまで」

「ちょっと見せて貰っても良いですか？」

「構いませんよ」

　孝太郎は編み棒を動かすのを止め、ビニール袋ぶくろに入っている編み地の反対側の端はしを晴海に差し出した。

「一人で使うには、長過ぎるかもしれませんね」

　晴海はビニール袋からマフラーを引っ張り出すと、両手で机の上に広げていく。晴海の言うように、マフラーは相当な長さになっていた。孝太郎が春からずっとやってきたものなので、その長さは既すでに十メートルに達しようとしていた。

「まともに使えそうな部分はいくらもありませんよ」

　ただ、その出で来き栄ばえには大きなバラつきがあった。そもそもが練習の延長なので、最初の部分から順番に表編み・裏編み・メリヤス編みなど、場所によって編み方は様々。孝太郎の技量も最初は惨さん憺たんたる有様で、表編みのエリアなどは右へいったり左へいったりと目も当てられない状態だった。

「マフラーとして使えそうなのはラストの辺りぐらいです」

　とはいえそんな事を八ヶか月げつも繰り返すと、不器用な孝太郎でもそこそこの技量が身に付いて、最後の一メートルはそれなりに綺き麗れいな編み地が出来上がっていた。

「あら、そんな事はありませんよ」

　孝太郎はマフラーの出来を大したことはないと考えていたのだが、晴海の考えは違っていた。

「私は大好きです、この最初の部分」

　晴海はにっこりと微笑ほほえむと、まるで小さな子犬に触れているかのような優しい手つきで、マフラーの一番最初の部分を撫なで始めた。

「里見君の努力が、一番沢たく山さん詰つまっている部分ですから」

　最初の部分は孝太郎が編み物を始めた直後の部分。慣れない編み棒に苦労しながら、必死に進めていた部分だった。晴海はそれを傍そばでずっと見てきたので、その部分に価値が無いとは思わない。むしろその逆で、晴海はその部分こそが一番価値のある部分だと思っていた。

「そういう風に言ってくれるのは、桜さくら庭ば先輩ぐらいです」

「ふふ、努力というのは、得てしてそういうものだと思いますよ」

　―――そう。このマフラーの価値を知っているのは私だけ。このマフラーは私と里見君の想おもい出ででもあるから………。

　そして晴海がこのマフラーを評価するのは、そこにこの数すうヶか月げつの想い出がこもっているからでもあった。
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　このマフラーを見れば、その頃ころに何があったのかをすぐに思い出す事が出来る。

　最初の表編みの部分を見れば、孝太郎との出会いや、二人で研究会活動を始めた頃の事がまざまざと思い出される。晴海は仲間が出来た事が嬉うれしくて、舞い上がっていた事をよく覚えている。

　そして表編みに慣れてきた辺りで、体育祭があった。孝太郎と一緒に出場して、優勝してしまったりもした。

　裏編みの辺りは夏休み。偶ぐう然ぜん、孝太郎と海で出会ってびっくりしたのを覚えている。そしてあの頃から少しずつ、晴海は孝太郎への気持ちを膨ふくらませ始めた。

　その先は孝太郎の技量も上がり、いろんな編み方が試ためされている。その間に起こったのは文化祭、そして演劇に関する一連の出来事。晴海はそこでの日々の中で、孝太郎が自分にはなくてはならない人だと確信するに至った。つい先日はゆりかに手伝ってもらって、孝太郎と一緒に遊びに出かけたりもした。

　このマフラーは晴海にとって、孝太郎との日々をそのまま形にしたような、特別なものなのだった。

「マッケンジーなんて、男のくせに気持ち悪いって言うんですよ」

「確かに普通の男の人には、なかなか理解して貰えないかもしれませんね？」

　悔くやしそうに肩を落とす孝太郎を見て、晴海はクスクスと笑い始める。

「………それは俺は普通の男の人じゃないって事ですか？」

「違いますよぅ、そういう意味じゃありませんよ、もぉ～～～」

　―――私はちゃんと分かっていますからね、里見君………。

　親友に理解して貰えずに肩を落とす孝太郎を面おも白しろいと思いつつも、晴海は自分だけがマフラーの価値を知っている事を、誇ほこらしく思っていた。

「こうなったら、この最初の部分をマッケンジーへのクリスマスプレゼントにして、嫌がらせをしてやろ」

「だっ、駄目ですよ里見君っ！　そんなもったいない事しちゃ！」

　編み物研究会の部室に孝太郎と晴海の元気な笑い声が響く。孝太郎と晴海の距離は、マフラーの長さの分だけ近付いていた。










　ひとしきり笑った後、孝太郎は再び編み棒を動かし始めていた。晴海も自分の編み物を再開する。しかし二人のお喋りはそのまま続いていた。

「そうしたら、ゆりかの奴やつ泣き出しまして」

「虹野さんは演劇の時も別の役をやりたがっていましたもんね」

　春はる頃ごろの孝太郎は編み棒を動かしている時には喋っている余よ裕ゆうはなかった。しかしこの数ヶ月で腕うでを上げたおかげで、編み物とお喋りが両立するようになっていた。一方、晴海の方も孝太郎と二人でいる事に慣れ、自分から話をする事も多くなっていた。

「とはいえ、あいつは馬の役やらせるとすっごい上手だからなぁ………」

「ふふ、本人の希望と才能が一いつ致ちしていないのが、虹野さんの不幸ですね」

　今の話題はキリハが持ってきたアルバイトの話だった。ゆりかは孝太郎と晴海の共通の友人なので、ゆりかの話題からそのままアルバイトの話に移っていた。










　結局、一〇六号室の関係者に賢治を加えた八名は、全員が明後日のヒーローショーに参加する事に決まった。主役のハルカゼマンは、町内会の青年部にも拘こだわりがあるようで、専門の担当者が演じる事となっている。このため孝太郎達はそれ以外のキャラクターを演じる事になった。




　この話を持ち込んだキリハは悪の女幹部ブラックローズを担当する。その長身と美び貌ぼうのおかげで衣装映ばえも良さそうで、適任と思われた。

　孝太郎はその配下、悪あく魔ま男だん爵しやくを演じる事に決まった。悪魔男爵は残ざん虐ぎやく非道の限りを尽つくす悪のカリスマで、愛馬・漆しつ黒こく王を駆かる無敵の男という役所だった。男性が孝太郎と賢治の二人だけだったので、身長の大きい孝太郎が担当する事になった。

　そしてその愛馬、漆黒王を担当するのがゆりかだった。ゆりかの馬の後うしろ脚あし役は、もはや名人芸の域にある。ゆりかは別の役が良いと訴うつたえたものの、他に適任が居ないという事でゆりかがやる事になった。それは青騎士の舞台の時に、孝太郎との連れん携けいが巧たくみだった事が評価されての人選なのだが、ゆりかは泣いた。

　ティアの役はデビル姫ひめ。ブラックローズと悪魔男爵を操あやつる黒幕で、世界征せい服ふくを企たくらむ悪の権化だった。悪魔男爵が忠誠を捧ささげる相手という事だったので、孝太郎はこの配役に猛もう抗こう議ぎ。孝太郎は静香とティアの役を入れ替かえろと主張したのだが、静香の役を動かす事が難しかったので却下された。

　その静香が担当するのが、ハルカゼマンの相棒・キッショウレディ。格かく闘とう技ぎ経験者という事で、動きの良さを買われての人選だった。このため静香はこの役から動かす事が出来ず、デビル姫はティアの役になったのだった。孝太郎は泣いた。

　ルースは通りすがりの一いつ般ぱん女性役。一見簡単そうに見えるが、悪魔男爵の出現に悲鳴を上げてその迫はく力りよくを際きわ立だたせたり、的確な説明セリフでハルカゼマンの登場を盛り上げたりするテクニカルな役所だ。そこで慎しん重ちようさと丁てい寧ねいさを買われて、ルースがこの配役に決まった。

　賢治は司会進行役のお兄さん。彼がこの配役なのは、その柔にゆう和わな容姿が子供とそのお母さん達に受けるだろうという事と、孝太郎には進行役は無理だという冷静な意見からだった。状じよう況きように応じて臨機応変に場を盛り上げるのは、確かに賢治の得意とする分野だ。ここでも孝太郎は文句を言ったが、誰も聞き入れなかった。

　早苗は例によって特とく殊しゆ効こう果かと孝太郎のセリフサポートを担当。幽ゆう霊れいの彼女だけに、黒子としての能力は極きわめて高い。セリフ覚えの悪い孝太郎の相棒にもピッタリだった。










「それで里見君はどんな役を？　また主役ですか？」

「いえ、今度は悪役です。悪魔男爵という、残虐な怪かい人じんです」

　孝太郎は鞄かばんから台本を引っ張り出して、パラパラとページをめくっていく。

「里見君が、残虐な怪人………」

　晴海は軽く首を傾かしげる。晴海の中では、孝太郎には悪いイメージがない。ちょっと悪いた戯ずらっ子な所はあるけれど、孝太郎と悪事のイメージが結び付かないのだ。おかげで晴海はこのヒーローショーに興味が湧わいた。

「明後日は暇ひまだから、私も見に行ってみようかしら」

「歓かん迎げいしますよ。みんな―――」

　孝太郎は歓迎の意を示したが、途と中ちゆうで何かに気付いた様子で言葉を切り、悪戯っ子のような笑顔で晴海を見た。

「そうだ桜庭先輩、先輩も一緒にヒーローショーに出ませんか？」

「私が!?」

　この思わぬ提案に、晴海は目を丸くした。

「はい。実は人手が足りなくて、台本の変へん更こうが必要らしいんです。でも桜庭先輩が参加してくれれば、その必要もなくなる筈ですから」

　実は本来のハルカゼマンの台本では、登場人物はもう一人多かった。ルースが担当している通りすがりの一般女性の役には、彼かれ氏しがいる事になっていたのだ。しかし人手不足の都合で賢治は司会進行に回った為、彼氏役をやるものが居なかった。そこで台本が少し修正される事になったのだ。

　だが晴海が参加するなら修正の必要はない。晴海と賢治を通りすがりの恋こい人びと同士の役にして、ルースを司会進行に回す。そうすれば本来の台本のままで演じる事が出来るのだった。

「そっ、そんな事をいきなり言われてもっ、困りますっ」

　本来は人前に出るのが苦手な晴海だから、急に出演してくれと言われて困こん惑わくしていた。文化祭の舞台は、相手役が孝太郎だから出来た事なのだ。

「平気ですよ。俺達だってみんな今日いきなり言われたんですし。それに桜庭先輩にやってもらう役は、確かそんなに難しい役じゃなかった筈です」

　晴海の困惑をよそに、孝太郎は笑顔で台本のページをめくっていく。

　実は本来の通りすがりの一般女性はさらわれて悲鳴を上げるのが主な仕事で、それほど複雑な役ではなかった。しかし彼氏役が居ない状態では、本来彼氏が喋る内容まで女性の方に上乗せされてしまうため、結果的にテクニカルな役になっていたのだ。だから孝太郎は心配していなかった。

「で、でも………私に出来るかどうか………」

　しかし晴海の頭の中には、自分が誰だれかにさらわれて悲鳴を上げているイメージがなかなか湧いてこなかった。だからまた舞台上で台詞せりふが喋しやべれなくなるんじゃないだろうか、そんな心配が頭をもたげた。

「大好評の女優が何を言ってるんですか」

　孝太郎は尻しり込みしている晴海に笑いかける。

　文化祭を境に、晴海の評判は急激に高まっていた。元々可愛かわいいという評判はあったのだが、舞台での名演技が噂うわさを呼び、今では吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうでは指折りの有名人となりつつあった。もっとも晴海は人の注目を浴びるのが苦手なので、少々生活し辛くなってしまったのだが。

　ちなみにその相手役を務めた孝太郎はというと、晴海の評判に隠かくれてしまってイマイチ目立たなかったので、これまで通りだった。

「最初マッケンジーといちゃいちゃして、その後俺にさらわれてキャーキャー言ってるだけで良いんですから」

「里見君にさらわれてキャーキャー言う………」

　自分をさらいに来るのが孝太郎だと聞かされた瞬しゆん間かん、晴海の脳のう裏りにパッとその光景が浮うかぶ。

『ガハハハハハ、良い女ではないか。この俺様の嫁よめにしてやろう』

『いやあぁぁぁぁぁっ！　誰か助けてぇぇぇぇぇ！』

　真っ黒い毒々しい衣装を身に着けた孝太郎が、自分を連れて高笑いをしていた。

　―――なんだか面白そう………。

　これまで尻込みしていた晴海だったが、そんなイメージが湧いた途と端たん、やっても良いような気がしはじめていた。孝太郎になら、さらわれるのも楽しそうだった。それにしばしば病院で子供相手に本を読んであげる晴海なので、幼稚園でのヒーローショーというのは彼女の願望にも叶かなう事だった。

「それぐらいならなんとか、がんばってみようかな………」

「本当ですか？　是ぜ非ひお願いします！」

　晴海が了りよう承しようすると、孝太郎は興奮した様子で椅い子すを蹴けるようにして立ち上がった。そしてポケットから携帯電話を取り出すと、キリハの番号を呼び出す。早さつ速そく、晴海が手伝ってくれる事を報告するつもりだった。

「ヒーローショーか………ふふふっ………」

　携帯で話し始めた孝太郎を眺めながら、晴海は目を細める。

　晴海は少し前まではどうしたものかと困惑していたのだが、今ではすっかり明後日のショーが楽しみだった。







侵略の意図　十二月十三日（日）







　日曜日は朝から天候に恵めぐまれ、春はる風かぜ幼よう稚ち園えんの創立記念日に予定されていたイベントは無事に開かい催さいされる事となった。

　創立記念日に予定されているのは授業参観とゲーム大会。そしてゲーム大会の途中に余興としてヒーローショーが行われる事になっている。このため孝こう太た郎ろう達の出番は午後になってからの事だった。










『さぁ、よいこのみんな！　お待ちかね、ハルカゼマンの時間だよ！』

　ルースの声がスピーカーから飛び出す。だが町内会の青年部が徹てつ夜やで作った舞台の上には、まだ誰の姿もない。

『みんなで呼ぼう！　は～～るか～～～ぜま～～～～んっ！』

『は～～～るか～～～ぜま～～～～ん!!』

　幼稚園の子供達はルースの導きに従って、声を合わせてハルカゼマンを呼ぶ。

　ばんっ、ばばんっ

　その直後、舞台の両りよう袖そでで小さな爆ばく発はつが起こり、煙が立ち込めた。その煙が晴れた時、舞台の中央には三人の人間の姿があった。それは奇き妙みような衣装に身を包んだ孝太郎とティア、キリハの三人だった。

　孝太郎は真っ黒の刺とげ々とげしい鎧よろいとマントで身を包んでいる。ティアは黒いフォーマルドレスを着て背中にコウモリの翼つばさを生やしている。キリハの衣装はいつもの和服の衣装に近いものだが、黒い薔ば薇らをあしらった派手なものだ。髪かみ飾かざりも茨いばらを模した特別製だ。

　それらはどれも吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうコスプレ研究会が監かん修しゆうした舞台用のコスチュームで、見るからに悪役の毒々しいデザインだった。

　そしてティアが舞台の中央で両りよう腕うでを組み偉えらそうにふんぞり返り、孝太郎とキリハはその左右を固めていた。

　幼稚園の子供達はヒーローの登場を待まち侘わびていたのだが、出てきたのはそんな奇き怪かいな三人組だったので、誰もが目を丸くしてポカンと口を開けていた。

　ティアはそんな子供達を見回してニヤリと笑うと、手にしていた長い杖つえを振ふり回まわしながら大声で宣言した。

「残念だったなっ、子供達よっ！　お前達の大好きなハルカゼマンは来ないっ！　なぜなら我々、地底帝てい国こくがやっつけてしまったからだっ！」

『えぇぇぇぇぇ～～～～!?』

　ティアの張りのある声を聞いて、子供達の間に動どう揺ようが広がっていく。

　ヒーローが倒された。

　それは子供達にとって、あってはならない大事件だ。嘘うそだと思いたいが、現実にヒーローが居るべき場所には悪の三人組が立っている。おかげで子供達は大混乱。泣き出してしまう子供の姿も少なくなかった。

「うそだー！　そんなのうそだー！」

　しかし勇気ある少年が一人、その場に立ち上がった。そして目に涙なみだをいっぱい溜ためつつも、ティアを指さして言い放った。

「ぼくはおまえみたいにちっちゃいやつのウソにはだまされないぞぉっ！」

「何じゃとぉっ、キサマアァァァァァッ!!」

　ちっちゃいやつ。

　その一言でティアは一気に素に戻り、本気で怒おこり始めた。背の低さと色気のなさを自覚しているティアにとって、相手がたとえ幼稚園児であろうとも、その一言は耐たえ難がたい屈くつ辱じよくだった。

「わらわが誰なのか知っての言葉かっ!?」

　ティアは髪かみを振り乱みだし、攻こう撃げき的てきな目つきと怒りに満ちた言葉で少年を威い嚇かくする。少年はティアの剣けん幕まくに息を呑のみ、立たち竦すくむ。

『まずいよ孝太郎っ、あれ演技じゃないよ!?』

「………子供相手に、なにやってんだか………」

　全員分の台本を覚えている早さ苗なえの警告を受け、孝太郎はぼやきながらティアのドレスの裾すそを軽く引っ張った。

「………落ち着けよ、ティア」

「うるさいっ！」

　だが完全に頭に血が上ったティアは、孝太郎の囁ささやきを無視し、その手を払はらった。ティアの注意は今も少年に向いたままだった。

「あの無礼なこわっぱを、いますぐ―――」

「………帰ったら何時間でもゲームの相手をしてやるからっ」

　しかし幸いな事に、ティアは孝太郎の二度目の囁きに反応してピタッと動きを止めた。そしてティアはゆっくりと孝太郎の方を向く。

「………ほ、本当じゃろうな？」

「ああ」

　―――そんなに悔しかったのか、お前………。

　ティアの瞳には涙が溜まっていた。それを見た孝太郎は、不覚にもティアの思う通りにさせてやりたい気持ちになっていた。

「分かった。絶対じゃぞ」

　ティアはぐっと怒りを噛かみ殺ころし、顔を前に戻した。その気配を察したキリハがすかさずアドリブの台詞を挟はさんで舞ぶ台たいの流れを修正する。

「デビル姫、ここはこのブラックローズと悪魔男爵にお任せを。あの小こ僧ぞうにヒーローなど居ないのだと思い知らせてやります」

「うむ、任せる」

「ハッ。行けっ、悪魔男爵っ！　ハルカゼマンが負けたという事を、子供達に分からせてやるのだっ！」

「お任せ下さい、デビル姫、ブラックローズ様！」

　キリハの機転のおかげで、脱だつ線せんしかけていたショーは元の流れに戻った。孝太郎はホッと胸を撫で下ろすと、台本に従って舞台を飛び降り、すぐ傍にある保護者席に近付いていった。

「キサマッ、こっちへこいっ！」

　そしてそこに座っていた晴はる海みの腕を掴つかむと、保護者席から引ひき摺ずり出した。

「きゃああぁぁぁっ！」

　晴海は悲痛な悲鳴を上げたが、孝太郎を見上げる瞳ひとみはとても楽しそうだった。

「晴海ちゃんっ!?　お前っ、俺の彼女から手を放せぇっ!!」

　するとすかさず晴海の隣となりの席に座っていた賢けん治じが孝太郎に掴みかかってくる。それは何度も練習した通りのタイミングだった。

「ええいうるさいっ！」

　孝太郎は大きくマントを翻ひるがえす。すると賢治は跳はね飛とばされ、尻しり餅もちをついた。孝太郎と賢治の連携は完かん璧ぺきで、リハーサルとまるっきり同じ動きを繰り返していた。

「賢治君っ!?」

「フッハッハッハァッ、残念だったなぁ、若造っ！　この可愛い子は俺の嫁にする！」

　俺の嫁にする。

　それがショーの台詞なのは分かるのだが、晴海は顔が綻ほころぶのを止められない。照てれ臭くさくて、嬉しくて、胸が高鳴っていた。

「くそぉっ、この世に正義はないのかっ!?」

「残念だったなっ、正義は、ハルカゼマンは死んだのだっ!!　来いっ、漆黒王!!」

「ひひ～～ん!!」

　舞ぶ台たい袖そでから、ゆりかの扮ふんする黒い馬が豪ごう快かいにいななきながら走ってくる。この馬こそが悪魔男爵の愛馬、漆黒王だった。ゆりかの演技は完璧で、子供達の目には本物の馬のように映っていた。

「これからは悪の時代！　ハルカゼマンは過去の男なのだっ！」

「助けて～～、賢治くぅ～～～んっ!!」

「晴海ちゃ～～～んっ!!」

「漆黒王、結けつ婚こん式場へ直行だっ！」

「ひひ～～～んっ！」

『なんて酷ひどいっ！　悪逆非道！　こんな事が許されていいのでしょうかっ!?　正義はっ、ハルカゼマンは本当に死んでしまったのでしょうかっ!?』

　進行役のルースの声が響ひびき、幼よう稚ち園えんの子供達は手に汗あせを握にぎり、息を呑む。

　ここで死んだ筈はずのハルカゼマンが颯さつ爽そうと登場し、孝太郎達を倒す。それがこのショーの筋書きだった。

　だが現れたヒーローは、何故かハルカゼマンではなかった。










「その御ご婦ふ人じんから手を放せぇ！　地底人どもっ！」

　観客席の後ろ。一いつ般ぱん席せきの更さらに後ろから、その声は響いてきた。よく鍛えられた腹筋に支えられた太く力強い声は、多くの人間のざわめきを貫つらぬいて、舞台上の孝太郎達の所に届いていた。

　―――お、きたきた、ハルカゼマン。って、あれっ？

　予定とは違ちがう場所から聞こえてきたその声に、孝太郎は戸と惑まどっていた。

『孝太郎、なんか違うんじゃない、アレ』

「ああ………」

　本来の予定では、孝太郎演じる悪魔男爵が晴海を捕とらえる為に舞台を降りている間に、ハルカゼマンが花火と共に舞台中央に現れる手て筈はずになっていた。

「ハッ、流石さすがは地底人。奇き抜ばつなファッションしてやがる………」

「男前の幹部はいるのっ!?」

「若いのはいるみたいだよ、姉ちゃん」

「美う味まそうなものはあるかなぁ」

「それはその辺で配ってるお菓か子しを貰もらうといいんじゃない？」

　―――しかも何だ？　五人もいるようだが………。

　そして孝太郎を更に悩なやませたのが、姿を見せたヒーローらしき人々の人数だった。予定ではここで登場するのは二人。青年部の人が演じるハルカゼマンと、静しず香かの演じるキッショウレディの二人だ。倒たおされた筈のハルカゼマンは、キッショウレディの力を借りて復活した事になっているのだ。しかし姿を現したのは二人ではなく五人。加えて彼かれらが着ている衣装もヒーローのコスチュームではなく、どことなく警察官を思わせるような揃そろいの制服だった。

「………里さと見み君、あの人達誰だれだろう？」

　同じ疑問を感じていたのか、晴海は声を小さくして孝太郎に囁く。

「訊きいてみます」

　孝太郎は晴海に囁き返すと、声を張り上げた。

「何奴っ!?」

　この場面では、もともとそうやって正体を尋たずねる事になっていたのだ。

「幼稚園を襲おそうような悪党に名乗る名などないっ！　行くぞっ、みんなっ！」

『おーッ！』

　だが五人組は孝太郎の問いには答えず、一丸となって舞台の方へ突っ込んできた。

「初うい陣じんだからって恐おそれるなっ！　正義は我に有りっ！」

「先せん輩ぱい、何だか良く分かりませんが、一応ヒーローはヒーローのようですね」

　五人組の振ふる舞まいを見て、孝太郎は彼らはヒーローであると結論した。セリフも行動もヒーローのお約束を守っている。

「何かのサプライズでしょうかね？」

「それともトラブルでもあって、代役を呼んだのかな？」

　孝太郎と晴海は抱だき合あうような格好で顔を見合わせる。いつもなら赤面しそうな状態だが、状況が状況なので二人とも気にしていなかった。

『台本には無いよ、こんなの』

「ふむ………」

　孝太郎が舞台の方を見上げると、ティアもキリハも困惑したような表情を浮かべている。続いて進行役のルースなら話を聞いているかと思い彼女の方を見てみたが、彼女は孝太郎と目が合うなり肩かたを竦めた。

　―――ルースさんも知らないのか。ゆりか………が知ってる訳はないし………。うーん、キャストは足りてるんだし、取りあえず続けてみるか？

　最終的に孝太郎はこのまま続けるという判断を下した。

　このタイミングで現れたヒーローが無関係とは思えない。それに悪役がいてヒーローがいるなら、ショーを続けるに越こした事はないのだ。サプライズであれ、何かのトラブルで代役を立てたのであれ、下手に中断して子供達をがっかりさせたくはなかった。

「よし、続けますよ、桜さくら庭ば先輩」

「はいっ」

　孝太郎は晴海に囁くと、舞台上のティアとキリハに目配せする。すると孝太郎の意図を察し、二人は大きく頷うなずいた。

「マッケンジー」

「分かってる、任せろ」

　孝太郎は賢治とルースにも合図しようとしたが、その時にはもう二人は動き始めていた。

「正義はっ、正義は死んでいなかったっ！　見てくれみんなっ、やはり悪は栄えないんだっ！」

『ハルカゼマンが不在の間に現れた、謎なぞの五人組っ!!　彼らは正義の使者か!?　それともただのお調子者かっ!?　とりあえず、みんなで応おう援えんしようっ!!』

　賢治とルースが観客の子供達を煽あおる。すると子供達はハルカゼマンが倒されたというショックから抜ぬけ出して、口々に新たなヒーローへの歓かん声せいを上げ始めた。

「がんばれー、おにいちゃんたちー！」

「わるものなんてやっつけてー！」

「任せろっ、正義は必ず勝つっ！」

　五人組が走っているのは観客席の中央を抜ける道。それはさながら花道のようで、左右から五人に向かって歓声が飛んでいた。

　そして距離が詰つまったおかげで、五人の容姿がはっきりと分かるようになる。

「燃えてきたぁぁぁぁっ!!」

　先頭を走っているのは、髪を短く刈かり込んだ青年だった。印象としては孝太郎に近い、体育会系の雰ふん囲い気きを持った人物だった。

「ゲーム開始だぁぁっ!!」

　それに続くのは背の小さい少年。もしかしたら孝太郎達よりも年ねん齢れいは下かもしれない。丸みのある顔立ちと、その顔を飾かざる大きな眼鏡が、年下のイメージを強めていた。

「幹部はっ!?　美形の幹部はどこっ!?」

　三人目は紅一点。五人組の中では唯ゆい一いつの女性だった。彼女は長い黒くろ髪かみと太いまゆ毛が特とく徴ちようの、意思が強そうな雰囲気を持った人物だった。

「このお菓子、あんまり美お味いしくないなぁ」

　四人目は太った大男。彼はその外見に違わず、食欲旺おう盛せいな男だった。今も手にはお菓子の袋を握り締しめている。このイベントで園児達に配布したお菓子と同じものだった。

「これが戦いか、これがっ！」

　最後の一人は、ロングヘアーにサングラスをかけた男性だった。だが髪かみ型がたといいサングラスといい、今時のデザインとはかけ離はなれている。それは鬼おにコーチや熱血教官という、一昔前の少女漫まん画がに出てきそうなイメージだった。

「………みんなちょっと古めのキャラだけど、らしいっちゃらしいのかな」

「何か言いましたか、里見君？」

「いえ、先輩、俺おれ達たちも舞台に上がりましょう。ゆりかも良いな？」

「はいっ」

「ひひ～～ん」

　孝太郎達は大急ぎで舞台上へ戻もどっていく。五人組がやってくるまでに舞台の上に戻っていないと、その後のやり取りに支障を来きたすからだった。

「とぉ～～～うっ！」

　芝しば居いがかった調子で、五人組も舞台上へ上がってくる。孝太郎は人ひと質じちの晴海を盾たてにするようにしながら、五人組に向かって啖たん呵かを切った。

「フハハハハハッ、何人で来ようとも同じ事！　ハルカゼマンを倒した我らに、恐れるものなどありはしない！」

「いやあぁぁぁぁっ、助けてぇぇぇぇっ！」

　そして晴海が絶ぜつ妙みようなタイミングで悲鳴を上げる。晴海としては別に助けて欲ほしくもないのだが、自身の願望とショーの演技は別だった。晴海の悲痛な叫さけびは会場中に響き渡わたった。

「おのれっ、その御婦人を放せっ！」

「よかろう。俺おれも自分の嫁を盾にする趣しゆ味みはない」

　孝太郎は台本に従って晴海の足に鎖くさりを付け、手近な柱に縛しばり付つけた。すると晴海は何度か鎖を引っ張って、逃にげられない事をアピールする。

「ましてやこの俺には人質など必要ないっ！　実力でハルカゼマンを倒したのだからなっ！」

　自信過か剰じような敵が、人質を手放す失策をする。ヒーローの逆転に必要な要素は揃った。

　―――あとはたのみますよ、ヒーローのみなさん！

　花道は出来た。あとはヒーローの活かつ躍やくに期待する番だった。

「行けっ、悪あく魔ま男だん爵しやくっ！　小生意気な奴らを踏ふみ潰つぶすのじゃっ！」

「悪魔男爵っ、このブラックローズと共に、奴らの首をデビル姫に献けん上じようするのだっ！」

「ははぁっ！」

　ティアとキリハの台詞を合図に、孝太郎とキリハが前に出る。ティアはその後ろで余よ裕ゆうの笑えみを浮かべる。いよいよお待ちかねの決戦の時だった。

「よぉし、みんなっ、変身だぁっ！」

『おうっ！』

　五人組も段取りはちゃんと分かっているらしく、孝太郎達の演技を受けて、変身を始める様子だった。

『へぇ………ここから変身するんだ………』

　孝太郎の耳元で、早苗が感心したように呟つぶやく。

　テレビの特とく撮さつならともかく、舞台で行うヒーローショーでは変身はとても難しい。コスチュームを着き替がえる暇がないので、煙えん幕まくや舞台装置を上う手まく使って、俳優ごと入れ替える必要がある。それだけ人手も手間もかかる。実際、このハルカゼマンショーではそれだけの人や技術を集める事が出来ず、最初から変身後の姿で登場する予定になっていた。なのに彼らは変身する。早苗が感心していたのはそのせいなのだ。

「まさか、本物の役者さん達が手伝ってくれてるとか………」

「かもしれんな」

　孝太郎とキリハも感心しながら、空に右手を掲かかげた五人組を見つめていた。

『へんっ、しんっ！』

　彼らは空に掲げた右手を大きく振り回しながら、左手でベルトのスイッチを入れる。そして両手の動きはそのまま一つになって大きく弧こを描えがき、最後は右方向に伸のばされる。

「おおっ!?」

　それは孝太郎が思わず目を見張るほど、熟練した変身ポーズだった。変身ヒーローにはひとかたならぬ思い入れのある孝太郎だが、この見事な変身ポーズには文句のつけどころがなかった。

　ボンッ、ボボンッ

　五人の身体を白い煙けむりが包つつみ込む。その煙の中で、五人組ヒーロー独特のシルエットがうごめく。そして風が煙を吹ふき流した時、丸みを帯びたヘルメットを被かぶった、五人の戦士が出現した。彼らの衣装は先さき程ほどとはまるで違っている。小手先の変化ではなく、完全な衣装チェンジだ。それはヒーローショーとしては破格の出来の見事な変身ぶりだった。

　だが、そんな彼らにも一つだけ大きな問題があった。

「レッドシャイン！」

「レッドシャイン！」

「レッドシャイン！」

「レッドシャイン！」

「レッドシャイン！」

「五人揃って！」

　ぼぼんっ

『太陽部隊っ、サンレンジャー！』

　勇ゆう壮そうなＢＧＭや花火と共にポーズを決めた彼らは、何な故ぜか全員赤かった。










「愛ある所に正義あり!!　この世に―――」

「ふざけんなぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　そんな五人組の姿を見た瞬間、孝太郎は段取りを無視して疾しつ風ぷうのように動いた。顔全体を怒りに染めた孝太郎は、中央で堂々と胸を張っているレッドシャインの頭を無造作に殴なぐりつけた。

　ゴンッ

「なっ、何をするんですか、悪魔男爵さんっ!?」

「どうもこうもあるかぁぁぁぁぁぁっ！　ここまでちゃんとやっておいてっ、どうして最後の最後でつまずくんだっ！」

「ま、待って下さいっ、男だん爵しやくさんっ、一体何を怒っているんですかっ!?」

「待ても何もあるかぁぁっ!!　アレかっ!?　お前らもゆりかの同類かっ!?」

「私の同類ってどういう事ですかぁっ!?」

　孝太郎が怒っていたのは、もちろん五人組のコスチュームの事だった。子供向けのヒーローショーなので、子供達に分かりやすいようにコスチュームのデザインや色を分けるのは基本中の基本。だからそれを無視して全員赤で出てきた五人組に、孝太郎は激しい怒りを隠せなかった。そこまでの展開が見事だった為ために特にそうだった。

「どうしてそうやって俺達の苦労をぶち壊こわしにするんだっ!!　お前ら素人しろうとかっ!?」

「すっ、済みません男爵さんっ、お怒りの理由は良く分かりませんが、俺達、今日が初陣なんですっ!!」

「初陣だからで済むかー!!」

『おーっとこれはいけなーい！　サンレンジャーは全員赤のコスチュームで来てしまったぁっ！』

「そうよケンイチッ！　男爵さんはこのスーツに怒っているのよっ！」

「そうかっ!!」

　ルースのナレーションを聞いて、どことなく女性らしいシルエットのレッドシャインが、中央のレッドシャインに耳打ちする。ここでようやく彼らは孝太郎が怒っている原因を悟さとった。

　そして同じ事に気付いた子供達も、サンレンジャー達に向かって懐かい疑ぎ的てきな視線を向け始める。

「せんせー、あの三さん軒げん茶ぢや屋やって、なんであかばっかりなの？」

「あれって、だれがどれなのー？」

「ほんものはひとりで、のこりはにせものなんじゃない？」

「ほかのひととファッションがかぶるなんてさいてーよね」

　その声はどれも否定的なものばかりで、サンレンジャー達の旗色は悪かった。

『どうするの孝太郎、ショーが滅め茶ちや苦く茶ちやだよ？』

「俺が知るかっ、文句ならあの馬ば鹿かどもに言えっ！」

　未いまだ孝太郎の怒りは収まらない。孝太郎は幼い頃ころからヒーローもののテレビ番組を見て育ったので、サンレンジャーのこの手て抜ぬき（？）は許せなかった。舞台のショーにする上で、ある程度手抜きが必要なのは分かる。だが、ここは決して手を抜いてはいけない部分の筈。孝太郎にはどうしても全員赤のサンレンジャーを認める事は出来なかった。

「………なんだかんだで、里見さんもコスプレに厳しいじゃないですかぁ………」

　漆しつ黒こく王のハリボテの中で、ゆりかが孝太郎に冷ややかな視線を向けている。しかしそれも束つかの間まの事で、ゆりかはすぐににっこりと微笑ほほえんだ。

「でもでもぉ、里見さんもぉ、ヒーローものなら一いつ緒しよにコスプレしてくれそうですぅ。コス研のみんなにも教えておこうっと♪」

　この所、ゆりかとコス研の関係は改善していた。

　ちゃんと高校を卒業する為には魔ま法ほう少女の正体を隠す必要があったし、落ち着いて考えてみると別にコスプレは嫌きらいではなかった。そんな訳でゆりかはコスプレに前向きになっていたのだ。

「古めのヒーローで攻せめると良さそうですぅ♪」

　周囲が混乱する中、ゆりかは一人だけ楽しそうだった。

「帰れぇぇぇぇっ！　お前達のような出来そこないとは戦えんっ！」

「えええぇぇっ!?　たっ、戦ってもらえないんですかぁっ!?」

　孝太郎のきつい一言に、サンレンジャーの五人に動揺が走る。

「お前達とはもう話したくないっ！　帰りたまえっ！」

　怒りに打うち震ふるえる孝太郎は、そう言うと五人に背を向ける。すると中央のレッドシャインは土下座でもしそうな勢いで孝太郎を引き留めた。

「まっ、待って下さいっ、男爵さんっ！　俺達は配属されて一年で、初めての出しゆつ撃げきなんですっ！　悪い所があったら直しますからっ！」

「だったら帰ってスーツを新しくしろっ！　赤はリーダーの色だっ！　俺達にも悪役のプライドがある。お前達のような出来そこないの戦隊と戦えるものかっ！」

「そんなぁっ、スーツはすぐには無理ですぅっ！」

　舞台上のあまりの混乱ぶりに、観客席に小さな笑いが生まれる。そしてそれはさざ波のように広がって、観客席全体を埋うめ尽つくしていった。

『サンレンジャー、早く着替えてくるんだぁっ！　結婚式を控ひかえ、悪魔男爵はとても気が短いぞぉっ！』

　ルースは観客の反応を敏びん感かんに感じ取り、コメディである事にしてごり押おしする事に決めた。ルースは矢や継つぎ早ばやに言葉を連ね、客席を煽っていく。

『さぁ、みんなっ！　サンレンジャーを応援しようっ！　悪魔男爵の怒りが爆発するまで、時間が無いぞうっ！』

「がんばれー、サンレンジャー！」

「はやくきがえてくるんだぁっ！」

「どれがさんぐらすのおっちゃんかわからないけど、おっちゃんがんばれー！」

「だまれぇい、誰がおっちゃんだっ！　俺はまだ二十歳はたちだぁっ！」

　元は長ちよう髪はつでサングラスの男だったと思おぼしき長身のレッドシャインが子供を怒ど鳴なりつける。するとその子供は顔を歪ゆがめ、大声を上げて泣き始めた。

「ふえぇ～～～ん、サンレンジャーが、サンレンジャーがぁぁぁぁぁっ!!」

『これはいけないぞサンレンジャー、ヒーローが子供と口くち喧げん嘩かだぁっ！』

「バカヤロォォォォォッ!!」

　ゴンッ

　子供を泣かせてしまった長身のレッドシャインに、孝太郎の拳こぶしが炸さく裂れつする。

「お前達は何も分かっていなぁいっ！　ヒーローとしては三流以下のクズだっ！　何故子供を泣かす！　子供達の夢を壊すっ！　お前達にヒーローを名乗る資格はないっ！」

　孝太郎の怒りは頂点に達していた。ヒーローのお約束をことごとく破るサンレンジャー。昔、自分が子供だった頃のヒーローへ憧あこがれる気持ちを思い出すと、断じて許す事は出来なかった。

「男爵さんっ!!　待って下さいっ!!」

「んもー、おっちゃんのせいでまた怒られちゃったじゃない」

「コタロー、俺はおっちゃんじゃねえっ!!」

「………ステキステキッ、悪魔男爵様ぁっ、ステキィッ!!」

「みんな、またメグちゃんの病気が始まったみたいだよ」

　いろんな意味で追おい詰められた今のサンレンジャー達を見ていると、ゆりかは何故か親近感のようなものを感じずにはいられなかった。

　―――なんでしょうかねぇ、この感じぃ………。

　孝太郎に怒鳴られ、幼稚園児に泣かれ、完全に浮うき足あし立だったサンレンジャーにはもはやヒーローらしい威い厳げんは欠片かけらもなかった。そしてその背中に漂ただよう後ろ向きなオーラがゆりかの親近感を掻かき立てる。だがこのところ前向きになってきているゆりかには、それが負け犬根こん性じようだとは気付かなかった。

「観客の子供達よっ、答えてくれっ!!　お前達の求めているヒーローはこいつらかっ!?　それとも別の誰だれかかっ!?」

　孝太郎はマントを大きくはためかせ、会場にいる子供達に呼びかけた。

「正義とは所しよ詮せんこの程度なのか!?　教えてくれっ、子供達よっ!!　俺は誰と戦えばいいのだっ!?」

　すると小さな幼稚園児が一人、孝太郎の呼びかけに応こたえて立ち上がった。

「はるかぜま～～～～んっ!!　たすけて、はるかぜま～～～～んっ!!」

　その小さいが勇気の沢たく山さん詰つまった叫びが、他の幼よう稚ち園えん児じ達たちの勇気に火を付けた。

「ハルカゼマーン!!」

「早くあのお姉ちゃんを助けてあげてぇっ、ハルカゼマーンッ!!」

「サンレンジャーじゃだめだぁっ、はるかぜまーんっ!!」

　園児達の必死の叫びが重なり、大きなうねりとなって会場を埋め尽つくす。

　その瞬間だった。

　ぼんっ、ぼぼぼんっ

　舞台の中央で花火が炸裂した。そしてその白はく煙えんの中に二つの影かげが現れる。二つの影は煙の中でポーズを決め、高らかに名乗りをあげた。

「勇気！　それは人が持つ希望の力っ！」

「愛！　それは勇気を支える不ふ滅めつの心っ！」

「我らっ、勇気と愛の戦士っ！」

　そして一いち陣じんの風が、二人を覆おおう白煙を吹き払っていく。

「ハルカゼマンッ！」

「キッショウレディッ！」

『我らの前に、悪は栄えないっ!!』

　そこに現れたのは、手作り感丸出しのスーツを身に着けた男女二人組のヒーロー。彼らの着ているスーツは町内会の青年部の作ったものなので、サンレンジャーと比べると出来は悪かった。

『はるかぜまぁぁぁぁぁぁんっ!!　はるかぜまぁぁぁぁぁぁん!!』

　だが子供達は全力の歓かん呼この声で彼らを迎むかえた。その声の大きさはサンレンジャーが現れた時の数倍はあった。真のヒーローとは、見た目は問題ではないのだ。

「好き勝手にやってくれたようだなっ、悪魔男爵っ！」

「フッハッハッハッハァッ、またやられに来たかっ、ハルカゼマンッ！」

　そして真のヒーローがいれば悪も輝かがやく。孝太郎も息を吹き返し、新たなヒーローを迎え撃うった。

「お前を倒す為に、俺は地じ獄ごくの底から蘇よみがえ　った！　次はお前が地獄へ行く番だ！」

「フハハハッ、悪あく魔まに地獄へ行けとは面おも白しろいっ！　蘇って口だけは達者になったようだな、ハルカゼマンッ！」

　ハルカゼマンとキッショウレディの登場で、ショーは完全に元の調子を取り戻した。おかげでショーは大だい盛せい況きようのうちに幕を閉じたのだった。










「ありがとうっ、はるかぜまーん！　きっしょーれでぃー！」

　両親に連れられ、最後の幼よう稚ち園えん児じが激しく手を振りながらショーの会場を後にする。ハルカゼマン役の男性と、キッショウレディ役の静香は、特設ステージの上からその子に手を振りながら見送った。

「いやー、桐きり葉はさん、孝太郎君、君達のおかげでショーは大成功だったよ」

　子供達がいなくなったので、町内会のショーの担当者が孝太郎達に話しかけてきた。孝太郎達は衣装を脱ぬぎメイクを落としていたが、子供達の前では出来ない話題だった。

「ハルカゼマンが出られなくなった時はどうしようかと思ったが、うまく繋つないで貰えて本当に助かったよ」

「どうして出てくるのが遅おくれたんですか？」

「お恥はずかしい話だが、手製のスーツであるのが祟たたってね。いざ出しゆつ陣じんとなった時に、スーツが壊れている事に気付いてね」

　ハルカゼマン役の男性が肩を竦める。そして彼は身に着けているスーツの胸当てを外すと、裏側を孝太郎に見せた。そこには慌あわてて補修したような感じで粘ねん着ちやくテープが何枚も貼はり付けられていた。

　実は段取りに従ってハルカゼマンが舞台へ上がろうとした時、胸当てが割れている事に気が付いた。それを直していたから、ハルカゼマン達は舞台へ上がれなかったのだ。

「そうでしたか」

　孝太郎と一緒に胸当てを覗のぞき込んでいたキリハは、事情を聞くと笑え顔がおで頷いた。

「けれどあれは私達の実力というよりは、皆みなさんが代役を舞台へ上げてくれたおかげです」

「そうそう。あのサンレンジャーには助けられたよなぁ………」

　キリハの言葉に、孝太郎は何度も頷く。サンレンジャーがいたからこそ、ハルカゼマンが登場するまでの時間を稼かせぐ事が出来た。孝太郎達は結局素人なので、自分達だけであれだけの時間を稼ぐ自信は無かった。

「あれっ？」

　するとハルカゼマン役の男性が目を丸くした。

「あのサンレンジャー達は君達の友達じゃなかったのかい？」

「えっ？」

「僕ぼくらはてっきり、君達が友達を呼んだのだとばかり思っていたよ」

「町内会で用意して頂いたんじゃなかったんですか？」

　孝太郎達と町内会では、サンレンジャーについての認にん識しきにずれがあった。

　孝太郎達は町内会が不測の事態に備えてサンレンジャーを準備していたのだと思っていた。逆に町内会は孝太郎達の友達が手伝ってくれたのだと思っていた。

　それぞれが相手の準備したものだと思い込んでいたのだ。

「どういう事じゃろうのう？」

「殿でん下か、本人達に訊くのが一番ではありませんか？」

『それもそーだね』

　孝太郎達はサンレンジャーを捜して辺りを見回したが、問題の五人組の姿はもうどこにもなかった。

「マッケンジー、お前、あいつらがどこに行ったか知らないか？」

　賢治の役はハルカゼマンが登場した後は比ひ較かく的てき暇ひまになる。だから孝太郎は賢治がサンレンジャーの行き先を知っている事を期待していた。

「俺が連中を最後に見たのは、ハルカゼマンとキッショウレディの戦いの邪じや魔まにならないように、連中がコソコソ舞ぶ台たいを降りてく姿だ。その先の事は分からん」

　だが賢治は首を横に振った。自分の仕事が済んで暇になった賢治は、子供達と一緒にヒーローショーを見ていたのだ。

「桜庭先輩は？」

「私も分からないです。ごめんなさい」

　晴海は軽く頬ほおを染めながら首を横に振った。晴海はずっと戦う孝太郎を眺ながめていたので、他の事は分からなかった。

「あの人達は一体何者だったんでしょうね？」

　そんなキリハの一言に誰もが首を傾かしげる。それは今日のショーに関かかわった全員に共通する疑問だった。










　一方その頃、問題の太陽部隊サンレンジャーは反省会の真っ最中だった。彼らは今回の出撃についての問題点を洗い出していた。

「まず今回の出撃における最大の失敗は、やはり幼稚園児の通報を鵜う呑のみにしてしまった事じゃろうな」

　白いひげと白衣が特とく徴ちよう的てきな老人が、自分が喋しやべった内容をホワイトボードに書き込んでいく。ホワイトボードは狭せまい事務所に置かれており、そこには老人の他にも五人の男女の姿があった。それはもちろん太陽部隊サンレンジャーの五人組だ。彼らは自分達の事務机に姿勢良く座すわり、大おお真ま面じ目めな顔でホワイトボードと老人を見つめていた。

「その結果、我々は地底人とは何の関係もない、ヒーローショーに乱入してしまった訳じゃな」

　老人は『ヒーローショー』の部分に赤いペンで丸を付ける。

　そうなのだ。信じがたい事だが、この太陽部隊サンレンジャーという組織は、地底人と戦う本物のヒーローだったのだ。

　太陽部隊サンレンジャーは政府が未知なる外敵に備えて一応設立しておいた保険のような組織だったのだが、実際に地底人という脅きよう威いが現れたおかげで、左さ遷せん先という裏うら舞ぶ台たいから表おもて舞ぶ台たいに立つ事になった。

　ちなみにこの老人は六ろつ本ぽん木ぎという名前の博士だ。サンレンジャーは秘密の戦せん闘とう部隊とはいえ、文民統制の原則に従って彼が指揮官を務めていた。

「でも博士、探知機にはちゃんと地底人の反応があったよ？」

　五人の中で一番背の低い隊員が携けい帯たいゲーム機によく似た装置を老人に見せた。この隊員の名前はコタロー。最年少の隊員だった。

「それなんじゃがのう、この探知機は地底人ではなく、地底人の使う技術に反応するように作られておるんじゃ。じゃから、ごく稀まれに全く関係のない物を探知する可能性があってのう」

「という事は博士、俺達は幼稚園児の通報を鵜呑みにして出かけ、不幸にして探知機も誤探知した、という事でしょうか？」

　コタローに続いて、もう一人の隊員が話をまとめる。彼の名前はケンイチ。短く刈り込んだ髪かみとキリッとした瞳が、健康的な印象を与あたえる青年だった。ちなみに一番最初に孝太郎に殴られたレッドシャインは彼だった。

「そういう事じゃな。情報の正確さと探知機の精度には一考の余地があるようじゃ」

　六本木は探知機に触ふれながらケンイチに頷いた。

「しかし探知機については、その有用性は他の地区で証明されておる。誤探知の可能性はあろうが、使っていくべきじゃろうな」

　実は政府が未知の外敵に備えて設立した部隊はサンレンジャーだけではない。この地域の担当がサンレンジャーだったというだけで、全国に似たような部隊が数多く配置されていた。

　そして他の多くの地域ではこの探知機が実際に効果をあげ、地底人の攻こう撃げきを早いうちに鎮ちん圧あつする事に成功していた。彼らからは誤探知の報告例はなく、このトラブルは今のところサンレンジャーだけだった。

「博士、その問題はどっちも同じ解決法で良いのでは？」

「どういう意味かね、ハヤト君」

　六本木がハヤトと呼びかけたのは、長髪にサングラスをかけた長身の青年だった。薄うす暗ぐらい屋内なのにサングラスをかけている事から分かるように、彼は多少ナルシスト的な人物だった。

　ハヤトは口元に小さな笑いを浮うかべると大おお仰ぎように両りよう腕うでを広げ、六本木の質問に答えた。

「………子供の言葉だろうが、探知機の反応だろうが、鵜呑みにせずに別の方法で確かく認にんしろって事さ」

「なるほど、それはもっともな意見じゃな。よろしい。今後は二重三重のチェックを徹てつ底ていする事にしよう」

　六本木の言葉に五人は頷いた。それを見た六本木はホワイトボードに書かれた言葉を消していく。次の議題に移るつもりだった。

「さて、次の議題じゃが―――」

「悪魔男爵様っ!!　悪魔男爵様の事ですよねっ!?」

　六本木の言葉を遮さえぎったのは、この部屋にいる唯一の女性だった。名前はメグミ。歳としの頃は十代後半。長い黒髪と、意思の強そうな太いまゆ毛が目立つ少女だった。だが今の彼かの女じよには意思の強さは欠片も感じられない。彼女は指を絡からませて両手をしっかりと組み合わせ、瞳ひとみをキラキラと輝かせていた。

「そ、そうじゃが………」

「あぁん、もういちどあの方にお会いしたいっ！　あのお声で怒鳴られたぁいっ！」

「メ、メグミ君？」

　虚こ空くうを見つめて興奮するメグミに六本木が戸惑っていると、これまで黙だまったままだった最後の一人が口を開いた。

「博士、またメグちゃんの病気みたいだよ。例のショーの悪役が、どうも好みのタイプだったらしくて………」

　ぽりぽり

　説明を終えると、彼は口の中にカレー味のポテトチップを放ほうり込む。彼の名前はダイサク。その名前の示す通り、彼はサンレンジャーで一番の巨きよ漢かんだった。とはいえ常に何かを食べている彼は、身体が縦よりも横に向かって大きく成長していた。

「そんな事言ったってダイサクくぅん、男爵様はそのクールな外見に似合わずぅ、内には熱いものを秘ひめてらっしゃったしぃ、悪役なのに一本筋が通った清すが々すがしさがあったんだものぉっ！」

　虚空を見つめるメグミの瞳には、ついさっき見た悪魔男爵の姿が映っていた。

　男爵が激しい怒いかりと共にレッドシャインを殴りつける姿。そして子供を泣かせたレッドシャインを厳しく叱しつ責せきする姿。

　それらはメグミの中で過剰に美化され、もはや悪魔男爵とは似ても似つかないイメージへと変化して彼女の心に焼き付いていた。彼女の心の中では男爵の背後には沢たく山さんの薔ば薇らの花が咲さき乱みだれ、彼の歯がキラリと輝いていた。
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「………正直、メグミのこういう所にはついていけない」

「同感だ。だが幸いこの世界にいる女はこいつだけじゃない」

「そうだな。本当に良かった………」

　ケンイチとハヤトの意見が一いつ致ちする。二人は冷ややかな視線でメグミを眺めながら、しみじみと頷き合った。

「姉ねえちゃんの事は、ダイサク兄ちゃんに任せておけば良いんじゃない？」

　コタローがダイサクを指さす。彼はメグミにハンカチを差し出した所だった。

「あぁ～～～んっ、私がさらわれて無む理り矢や理り結けつ婚こんさせられたかったぁぁぁぁんっ!!」

「メグちゃん、鼻血、鼻血」

「ありがとうっ、ダイサク君」

　メグミはダイサクからハンカチを受け取ると鼻をかむ。興奮しすぎたメグミは僅わずかに鼻血が出ていたのだ。

「メグちゃんはそんなに男爵さんが好きなのかい？」

「当り前じゃないのっ！　あんなにイイ男はなかなか居ないわよぉっ!?」

　そしてメグミは鼻をかむのもそこそこに、ダイサクに悪魔男爵の良い所をああでもないこうでもないと説明し始める。ダイサクはそれを文句ひとつ言わず笑顔で聞き続けた。

「あれでダイサクは面めん倒どう見みが良いからなぁ………」

「人が良いと損をする典型的なタイプだよな」

　ケンイチとハヤトは可か哀わい想そうなものを見るような視線でダイサクを眺める。そのダイサクはメグミの言葉に真ま面じ目めに受け答えをしていた。それが嬉うれしいのか、メグミは表情を輝かせてしきりにダイサクに話し続ける。

「僕、意外とあの二人は上手くいく気がするけど」

「そうじゃろうかのう………？」

　コタローはメグミとダイサクをナイスコンビだと思っていたのだが、残念ながらそれに同意する者は誰も居なかった。










　六本木がホワイトボードに書いた次の議題は、悪魔男爵そのものの話ではなかった。サンレンジャーもあれがショーだという事は重々承知している。だから六本木は悪魔男爵そのものではなく、現場で彼が指し摘てきした事実の方を問題視していた。

「予算をケチったのと、地底人襲しゆう来らいに浮足立って完成を急いだのが失敗だったようじゃのう」

　きゅきゅきゅっ

『スーツのカラーリング問題』

　六本木が新たにホワイトボードに書いたのは、悪魔男爵を怒らせた五人の戦闘用スーツの色の話だった。

　太陽部隊サンレンジャーの戦闘用スーツは、技術の粋すいを集めて作られている。身に着けるだけで通常の五倍の腕わん力りよくを発揮する事ができ、走る速さは獣けもの並みに、耐たい久きゆう力りよくは鋼に匹ひつ敵てきするという優すぐれ物ものだ。あらゆる面で旧来の防ぼう弾だんスーツを上回る、新時代の個人用装備だった。

　だが性能で優れている半面、製造にはコストと時間がかかる。だからスーツがサンレンジャーに届いたのは初出撃の直前の事だった。おかげでスーツの専用塗と料りようを複数用意している余裕がなく、やむなく赤単色での彩さい色しきとなった。

　彼らが五人のレッドシャインだったのは、そういった事情からだった。そしてそれを現場で悪魔男爵に指摘された事で、問題が表面化したのだ。

「考えてみれば、全員が同じコスチュームだと味方同士の識別もしにくいんだよな」

　博士が一度ペンを置いたのを見て、真面目に考え込んでいたケンイチが意見を述べる。するとハヤトがサングラスの下で瞳を閉じ、大きく頷いた。彼もケンイチと同じ意見だった。

「確かに、みんな同じに見えるからな。仮に誰かがピンチになって助けを求めても、パッと見では誰がピンチか分からんぞ」

　官給品である為、スーツのデザインは五着とも同じだ。そしてスーツの機能の関係で、フルフェイスのヘルメットの装着が必ひつ須すとなる。このため五人がスーツを着ると、見た目からは区別がつかなくなってしまう。

　その状態で区別がつくのは体格が段だん違ちがいのダイサクぐらいだ。ケンイチとハヤトは体格が似ているので区別がつかないし、最年少のコタローと女性のメグミは背せ丈たけが同じくらいなので区別しにくい。

　連れん携けいが重要な戦闘では、確かにこの視し認にん性せいの悪さは問題であるように思われた。

「最初に気付きなさいよっ、そんなことっ！」

　ひとしきり騒さわいで満足したのか、メグミは普ふ段だんの調子を取り戻していた。彼女はその太いまゆ毛をキリリと吊つり上あげて声を荒あらげる。

「姉ちゃんだって気付かなかったじゃない」

「メグちゃん、赤ばっかりだったから、男爵さんが怒ってる所を見れたんじゃない？」

「そっかぁっ、それもそうだよねぇっ♪」

　しかしダイサクの的確なフォローがメグミの表情をコロッと変化させる。

「はぁあ～～、男爵様ぁぁぁん………」

　彼女の怒りはどこかへ消え去り、彼女自身も夢む幻げんの世界へと旅立っていった。

「………まぁ、メグミ君は放っておくとしてじゃな。スーツの色は塗ぬり分わける方向で問題はないじゃろうか？」

「良いんじゃないでしょうか。男爵さんも子供に分かり易やすい方が良いって言ってましたし」

「そうじゃのう。今後の事を考えると、子供に応おう援えんして貰もらえる方がやり易かろう」

　警察力の強い国は、どこも積極的に警察のイメージアップを行っている。子供達のなりたい職業のトップ付近に常に警官が食い込んでいれば、活動への理解が得られ易い。それは治安を守るという行こう為いが、尊敬されるという意味だからだ。だから警察ではないが、サンレンジャーについても同じ事が言える筈はずだった。

「でも博士、僕らに見分けがつかないって事は、敵の地底人達にも見分けがつかないって事でしょ？　色を変えちゃって危険はないのかな？」

「そうか、そういう心配もあるよな。お前かしこいなー、コタロー」

「フフン」

　ケンイチはコタローの言葉に感心する。するとコタローは得意げに笑う。

　色で個人が特定されてしまえば、それに合わせた対策をされる場合も出てくるかもしれない。色をバラバラにして視認性を上げる事は、敵にとっても有利に働くのだ。

「こうすればどうだ？　色は時々変へん更こうする。そうすれば向こうがいくら作戦を立てようが関係なくなるって寸法だ」

　しかしこの問題はあっさりとハヤトが解決した。必要に応じて色を変更すれば、敵にデータを取られる心配はしなくて済む。シンプルだが有効な作戦だった。

「ふむ、ハヤト君、それでいこう。我々だけが有利になる上う手まいやり方じゃ」

　こうしてサンレンジャーはスーツの色を一人一人別の色に塗り分ける事に決まった。

「さて、あとは誰がどの色か、という話になるな」

　残る問題はカラーリングそのもの。個人識別用の色をどのように割り当てるかという問題だった。

「確か赤はリーダーの色って言ってたよな、男爵さん」

「という事は、赤は俺だな」

「待てよハヤト、赤は俺だろう？」

　すると早さつ速そくケンイチとハヤトの間で意見がぶつかり始める。熱血漢でリーダー気質かたぎのケンイチと、カッコ良いからリーダーになりたいハヤト。二人ともリーダーに対して強い執しゆう着ちやくを持っていた。

「何を馬鹿な。戦いには冷静な判断が必要になる。ケンイチ、お前みたいな熱血馬鹿に任せておけるかっ！」

「ハヤトが冷静だって!?　それこそ何を言ってるんだ!!　お前っ、ショーを見てる子供を泣かせて男爵さんを怒らせたのを忘れたのか!?」

　とはいえ二人とも明確なリーダーの資質を持っているという訳でもなく、話は噛かみ合わないまま平行線を辿たどった。

「忘れてはいない！　だからこそ、二度と同じ間ま違ちがいはせん！　男爵さんに認めてもらえるような、立派なリーダーになってみせる！」

「俺なら一度もそんな間違いはしないっ！　ナルシストなんだよお前はっ！　結局は自分の為ばっかりだ！」

「あーあ………」

　言い合いを続けるケンイチとハヤトに、コタローが小さく溜ため息いきをついた。普段は仲の良いケンイチとハヤトだが、一度噛み合わなくなると徹底してすれ違ちがう。今回は特にリーダーという譲ゆずれない部分なので、二人がなかなか引き下がらないであろう事はコタローにも想像できた。そこでコタローはチーム一番の良識派のメグミに助けを求めた。

「メグミ姉ちゃん、ケンイチ兄ちゃん達になんとか言ってやってよ」

「正義のヒロインとぉっ、悪の幹部の報むくわれない愛っ！　いいっ、とてもいいっ！　最終的に愛に目覚めた男だん爵しやく様が、正義の味方になったりとかぁっ！」

「メグちゃん、よだれ、よだれ」

「それでそれでぇっ、男爵様がぁ、『メグミ、可愛かわいいよ』って。きゃあぁぁぁぁぁぁっ、いやぁぁぁぁぁんっ！」

　だがコタローの思おも惑わくに反し、メグミの助けは得られそうもなかった。

「メグちゃん、いくらなんでも女の子なんだから、少しは見た目に気を使わないと駄だ目めだよ」

「………駄目だこりゃ」

「どうしたもんかのう………」

　もはやリーダーはダイサクで良いんじゃないかと思い始める、コタローと六本木だった。










　撤てつ収しゆう作業が済むと、早苗とゆりかは真っ先に幼よう稚ち園えんを飛び出した。

『ほらゆりかっ、急いで急いで！　急がないと魔法少女ラブラブハートが始まっちゃうでしょ！』

「急いでっていわれても、私はそんなに走るのが得意じゃないんですよぅ」

　今から大急ぎで帰れば、夕方六時からのテレビアニメを見る事が出来る。だがゆりかの足が遅おそい為に、二人がオープニングの歌を聞けるかどうかは微び妙みような所だった。

『なんだったらあたしが取り憑ついて、無む理り矢や理り速く走ってあげようか？』

「いっ、嫌いやですぅぅぅぅっ！　それだけは勘かん弁べんして下さいぃぃぃぃぃぃっ！」

『………やる気になれば速く走れるじゃない』

　しかし何故か途と中ちゆうからゆりかの走る速度がグンと上がり、二人はあっという間に見送る孝太郎の視界から姿を消した。

「ゆりかの奴やつ、車に轢ひかれなきゃ良いけどな………」

　角を曲がる時にちらっと見えたゆりかの必死過ぎる横顔に軽く不安を感じる孝太郎だった。

「コータロー」

「サトミ様、お疲つかれ様さまです」

「よう、お疲れ」

　そこへティアとルースがやってくる。二人は早苗とゆりかの姿が見えない事に気付き、きょろきょろと辺りを見回した。

「サトミ様、サナエ様とゆりか様の姿が見えないようですが」

「あの二人なら先に帰りましたよ。何でも見たいアニメがあるとか」

「………そうか、二人はおらぬのか」

　するとティアはころな荘そうのある方をチラッと見てから、孝太郎の方を向いた。

　―――コータローが一人………。

　この所、孝太郎の傍そばには常に早苗かゆりかの姿があった。早苗は以前からだったが、ゆりかは最近急激に孝太郎との距きよ離りを縮めていた。どうやらゆりかの側で心情の変化があったようなのだが、ティアはその原因が何なのかがずっと気になっていた。

　そんな訳で、孝太郎が一人きりになるのは珍めずらしい事だった。

『………帰ったら何時間でもゲームの相手をしてやるからっ』

　ティアの脳のう裏りをショーの最中に囁ささやかれた孝太郎の言葉が過よぎる。すると途と端たんにティアは落ち着かなくなった。

　―――う、上手く言えば、コータローはその、わらわと二人だけで、ゲ、ゲームをしてくれるかも………。

　この所ずっとティアは自分よりも孝太郎との距離が近い早苗とゆりかを羨うらやましく思っていたので、この機会を逃のがしたくはなかった。早苗もゆりかも居ない状じよう況きようで、孝太郎と二人きり。想像するだけで心が躍おどった。

　―――じゃが、こういう時は、な、何と言えば良いのじゃっ!?　どう言えば誤解なくわらわの気持ちが伝わるのじゃ!?

　しかしティアは明確に孝太郎への恋れん愛あい感情を自覚している訳でもないので、何をどうしたら良いのかが分からない。ティアはまだ、漠ばく然ぜんと孝太郎と仲良くなりたいと考えている状態だった。試練の為に、という意識がティアの素す直なおな感情の発はつ露ろの妨さまたげとなっていたのだ。その分だけ目的が曖あい昧まいで、それだけにそこへ辿り着つく方法も曖昧になってしまうのだった。

　―――殿下………。

　ティアが無言のままくるくる表情を変えている事に気付いたルースは、小さく微笑むと助け船を出す事にした。

「それでは殿下、ゲームは『青騎き士し』の方でする事にしましょう」

「えっ？」

　考え込んでいたティアは目を丸くする。突とつ然ぜんの言葉に驚おどろいていたし、ルースが何を言ったのかも完全に聞きき漏もらしていた。そんなティアの様子に、ルースは一回り笑顔を大きくした。

「サナエ様とゆりか様がテレビを見ているのではゲームは出来ませんから、『青騎士』のお部屋の方でゲームをなさって下さい」

　一〇六号室のテレビは早苗とゆりかが占せん領りようしている。ゲームをするなら『青騎士』にあるティアの部屋でやるしかない。それはティアにも分かる。だがどうしてルースがそんな話をするのかはティアには分からなかった。

「う、うむ………」

　疑問を感じながらも、ルースの笑顔に押されてティアは頷うなずいてしまう。

　―――ルース？

　そんなティアの視線を受けたルースは小さく頷き返し、ほんの一いつ瞬しゆんだけ孝太郎の方を見た。つられてティアも孝太郎を見る。

「よし。んじゃ俺おれも食い物の買い出しが済んだらそっちに行くぞ」

　するとティアとルースの話を聞いていた孝太郎は少し考えてからそう言った。ティアのゲームに付き合うと言った手前、ティアが『青騎士』で遊んでいるならそっちへ行くしかない。それに今日まで演劇やショーの特訓の為に『青騎士』には何度も出かけているので、孝太郎にとって取り立てて抵てい抗こう感のある場所ではなかった。

「あ………」

　するとそこでようやくティアがルースの言葉の意図に気付く。慌ててルースの顔を見ると、彼女はとても優やさしく微笑んでいた。

　―――流石さすがはサトミ様。約束だけは必ずお守りなさいますね………。

　ルースは心の中で孝太郎に何度も感謝していた。ああいう風に言えば義理堅い孝太郎なら『青騎士』に来てくれる。ルースはそう信じていた訳なのだが、実際にその期待に応えて貰えた喜びは大きかった。ルースも騎士の名家パルドムシーハの出身。約束と誓ちかいを何よりも貴ぶ。そして彼女が愛してやまない皇女殿下のはち切れそうな笑顔。それらが彼女にこう感じさせていた。

　―――この方が一緒にいてくだされば、きっと殿下を守り通せる………。

　騎士として見れば、孝太郎はまだまだ未熟。礼れい儀ぎも技も身に付いていない。しかしその約束と誓いに限っては、ルースはこれまで見てきたどの騎士よりも孝太郎を高く評価していた。

　たとえ騎士の剣けんが折れようとも、そこに込められた誓いが折れなければ構わない。フォルトーゼにはそういう格言がある。そしてそれは剣だけでなく、人にも当てはまるとルースは考える。たとえ騎士らしくなくとも、誓いや約束が本物であれば構わない。騎士らしさは後からいくらでも鍛きたえられる。だが誓いと約束は、鍛えられるものではないのだ。

　―――サトミ様、どうか殿下を受け入れてさしあげて下さい………。

　このルースの願望はティアの為だけという訳ではなく、彼女自身の為でもあった。

「という訳じゃから、わらわは先に帰る」

「ティア、お前本当にゲームが好きだなぁ」

「お前ではない！　ティアミリス皇女殿下じゃっ！」

「はいはい、親愛なるティアミリス皇女殿下」

　ルースの胸の中に、肩かたを並べてゲームをするティアと孝太郎の姿が思い浮かぶ。悪態をつきながら、あるいは時折相手のコントローラーを突つついて邪魔しながら、ゲームをする二人。出来ればその隣となりに自分の居場所がありますように。今のルースにとって、ティアと孝太郎はそういう価値を持った人間なのだった。










　キリハと晴海が孝太郎のところへやってきたのは、ティアとルースが『青騎士』へ帰った数分後の事だった。

「あれ？　大家さんは？」

　孝太郎はキリハや静香と一緒に帰るつもりだったので、静香の姿を捜して辺りを見回した。そんな孝太郎に晴海が事情を説明する。

「里見君、笠かさ置ぎさんは新しいアルバイトを持ちかけられていたみたいですよ」

「アルバイト？」

　その時孝太郎は幼稚園の事務室に静香の姿を見付けた。彼女は青年会の人と一緒に、誰か見知らぬ男性と話をしていた。その男性こそが静香に新しいアルバイトを持ちかけた人物だった。

「それがどうやら今日のショーをプロの方が見ていたようなんです」

　詳くわしい事情は晴海に代わってキリハが説明した。

　今日のショーはプロが見ても十分に楽しめるものだった。中でもプロが特に注目したのは、キッショウレディ役の静香の動きの良さだった。格かく闘とう技ぎの心得のある静香は、その少女らしい見た目に反して激しいアクションをこなしていた。そこまで動ける女性は珍しいため、プロが興味を持った。そしてオーディション的な意味も込めて、新しいアルバイトをしてみないか、という話になっていたのだ。

「へぇ、凄すごいんだなぁ、大家さん………」

「うまくいったらアクションスターですよね」

　話を聞き終えた孝太郎は感心しきりだった。晴海は軽く二度ほどパンチの真ま似ね事ごとをしてから孝太郎に笑いかけた。

「先せん輩ぱいにアクションは無理そうですね」

「私は騎士様に守って頂くので、戦いは致いたしません」

「お任せを、アライア殿下」

「ふふふふ」

「そういう訳なので、笠置さんは先に帰っていてくれと言っていました」

「そっか。そいつは仕方ないな」

　晴海と笑い合っていた孝太郎は、キリハの言葉に再び事務室を見た。

　アルバイトの話となると長引くのは想像に難かたくない。とはいえ商店街のスーパーに寄って帰らないといけないので、この場所でずっと待っている訳にもいかなかった。

「よし。先輩、キリハさん、帰りましょうか」

「はい」

「ええ」

　こうして孝太郎達は幼稚園を離はなれ帰路へついた。










「それじゃ里見君、倉くら野のさん、私はここで失礼しますね」

　もう少しで商店街という所で、晴海は孝太郎達と別れた。晴海の家は孝太郎とは別方向なので、一緒なのはここまでだった。

「はい。また明日、学校で」

「さようなら、桜庭先輩」

「さようなら、二人とも」

　晴海は孝太郎とキリハの言葉に笑顔を見せ、隣の道へ折れていった。孝太郎とキリハはその場に立ち止まって離れていく晴海を見送っていたが、彼女が手を振ふりながらもう一つの角を折れた所で、二人はまた歩き始めた。

「キリハさん、何を買って帰ればいいんだっけ？」

「卵と特売の納なつ豆とう、透とう明めいなゴミ袋ぶくろ。それと野菜類だな」

　二人きりになった事で、キリハの喋り方は普段のものへと戻もどっていた。孝太郎は彼女の喋り方が元に戻って少し安あん堵どしていた。彼女が猫ねこかぶりで優等生を演じていると、孝太郎にはいまひとつしっくりこないのだ。

　キリハの口調は普段の方が堅かた苦くるしい。優等生を演じている時の方が親しみやすい喋り方をしている。だが孝太郎は普段のキリハの方が好きだった。どうしてかそちらの方があたたかみを感じるのだ。その差の分だけ、孝太郎は無意識に普段のキリハの方に多く話しかける傾けい向こうにあった。この時もそうで、二人きりになった時から孝太郎は少し饒じよう舌ぜつになっていた。

「そうそう、野菜だ。ゆりかの奴、最近肌はだ荒あれ気味らしいから、野菜を沢山食わそう」

「即そく席せきめんが多いからな、ゆりかは」

「そうなんだよな。しかも肉があったら肉しか喰くわないし」

「ふふふ、ではゆりかが野菜を食べるように、何か工く夫ふうしてみるとしよう」

　だがそれはキリハも変わらない。彼女も晴海が去ってからの方が表情が豊富だった。彼女が地上にいる間は本音を喋れる相手は非常に限られている。六畳間の人間のみといって差さし支つかえないだろう。部下の者達には弱みは見せられないし、地上の人々に本音を言う訳にもいかない。不思議な事だが、ライバルだからこそ、孝太郎達には本音を明かす事も出来ているのだった。

「おねーちゃーんっ！」

　そしてもうひとつだけ、キリハが本音を明かす事が出来る相手がいた。それは子供達。その純じゆん粋すいさや幼さゆえに、キリハが素す顔がおを晒さらす事が出来る数少ない相手だった。

「きょうのはるかぜまん、すごかったよっ!!」

「ありがとう。喜んで貰えて良かった」

「うんっ！」

　キリハはその場にしゃがむと、駆かけ寄よってきた少女の頭を撫なでる。この少女は商店街にある八百屋の一人ひとり娘むすめだった。父親が町内会の青年部に属ぞくしており、ボランティア活動などを通じてキリハとは面識があった。そして今日のハルカゼマンショーも、彼女は園児の一人として見ていた。

「あのね、あたしねっ、ちゃんとみんなにはヒミツにしたんだっ！　キリハおねーちゃんがあくのひみつけっしゃだって！」

「ふっふっふ、秘密を喋ったら食べてしまうぞ」

「あははっ、うそばっかりっ！」

　少女とキリハは楽しそうに喋り続けている。そんな二人を見ながら、孝太郎は以前から感じていた疑問を深めていた。

　―――この人は、本当に地上を侵しん略りやくする気があるのか？

　だがその次の瞬しゆん間かん、少女の目が孝太郎の方を向いた。

「ねーねー、おねーちゃん、このおにーちゃんはだれ？」

　おかげで孝太郎の考え事はそこで一度打ち切られた。孝太郎はキリハの隣にしゃがむと、少女に笑いかける。

「さぁ、誰だれでしょう」

「おねーちゃんのカレシ？」

「そう見えるかい？」

「みえないっ!!」

　少女は笑顔でそう断じると、きゃっきゃと声をあげて笑い始めた。そんな少女の様子に、キリハは孝太郎をチラッと見てから悪いた戯ずらっぽい笑顔を作った。

「ところが本当に彼かれ氏しなのだ」

　そしてキリハは孝太郎の腕うでを取ると、その肩に頬を寄せた。すると爽さわやかな花の香かおりが孝太郎の鼻をくすぐる。キリハの髪の手入れに使われている香こう油ゆの香りだった。

「ほんとに!?」

　すると幼くてもやはり女の子。彼氏という言葉を聞いて、少女は目を輝かせた。そして当の孝太郎は直前のキリハの笑顔を見ていたので、慌てずに話を合わせて少女に頷いてやった。

「ほんとほんと。凄いだろう？」

「うんっ！　おねーちゃんのだきょうがすごい！」

「妥だ協きようだぁ!?」

　孝太郎が目を丸くすると、少女は大きく頷いた。

「おねーちゃんはこんなにきれーなのに、なんでこんなもっさいおにーちゃんでだきょーしたの!?　これもボランティア!?」

「しっかりしてるなぁ、君は………」

　少女の厳しい評価に、孝太郎は苦く笑しようしながら少女の頭を撫でた。するとキリハはさも楽しげに喉のどの奥おくを鳴らす。

「ふふっ、それが妥協でもボランティアでもないのだ。汝なんじも―――いや、君も大人になったらきっと分かる」

「おとなだねっ、おねーちゃんっ！」

「君よりは幾いくらか、ね」

　キリハは笑顔で少女を撫でると立ち上がった。孝太郎はキリハに腕を掴つかまれていたので、自然と一いつ緒しよに立ち上がっていた。

「さて、と」
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「おねーちゃん、おかいもの？」

　少女は軽く首を傾げる。キリハは彼女に頷くと、空いている方の手で商店街を指し示した。

「うむ。商店街でご飯の材料を買わなくてはいけないのだ」

「ふぅん。だったらうちでもなにかかってってよ！　やすくするからっ！」

「そのつもりだ」

「やった！　それじゃあ、ふたりともはやくぅっ！　もーすぐうちのタイムセールだよっ！」

「ほんっとに君はしっかりしてるなぁ………」

　そうして孝太郎とキリハは少女に手を引かれ、商店街へと入っていった。










　このところ買い物はキリハとルースの役目だったので、孝太郎がキリハと一緒に商店街へやってきたのは久しぶりの事だった。

「おっ、キリハちゃんっ、今日は彼氏と一緒かいっ!?」

「キリハさん、良いお茶が入ったんだ。試供品で良かったら幾つか持っておゆきよ」

「今日のヒーローショー、決まってたぜ！」

「あなたっ、あんな若い子に鼻の下伸のばしてっ！　ごめんなさいね、キリハさん」

「そうだ、ボランティアに来てた若いのに、またよろしくと伝えておいてくれっ！」

　キリハと一緒に商店街を歩いていくと、方々から次々と声がかかる。以前、彼女と一緒に来た時には無かった光景だった。

「ありがとうございます」

　そしてキリハはその一つ一つに丁てい寧ねいに頭を下げていく。孝太郎にはキリハもこの変化を歓かん迎げいしているように見えた。

　―――へぇ………。

　孝太郎はそれを不思議な気持ちで見守っていた。

　キリハに声がかかるのは、彼女が地上に馴な染じみ始めている証しよう拠こ。地域の活動への参加を通して、キリハの存在が必要とされ始めているのだ。このまま交流が進めば、キリハは少女だけでなく、いずれ彼かれらにも本音を明かす日がやってくるかもしれない。

　キリハはそれを侵略作戦の一つだと言っていた。だが今の孝太郎にはこの侵略を防ぐ手立てはない。いや、それ以前に侵略かどうかも怪あやしいと考え始めていた。

　―――この人は本当に地上を侵略するつもりがあるのか？

　再び疑問が頭をもたげ始める。

　キリハがやっている事は、平和裏に地上へ移住しようとしているようにしか見えない。彼女はその為ための足場となる住居を合法的に確保し、地域住民との融ゆう和わを進め、調和と誠意をもって行動している。

　だが彼女は最初そう言わず、武力による侵略をほのめかせた。祭さい壇だんを確保し、埴はに輪わのような兵器を量産するのだと。だから孝太郎は反発した。もし最初からこうするつもりなのだと聞かされていれば、孝太郎はその協力をしていたかもしれないというのに。

　―――それにその祭壇自体も、本当に欲ほしがっているのかどうか………。

　孝太郎にとって最大の疑問は、未いまだにキリハが一〇六号室を完全に掌しよう握あくしていないという事実だった。

　キリハは孝太郎では相手にならないほど頭が良い。恐おそらく近きん隣りんを探しても彼女ほど賢かしこい少女はいないだろう。そんな彼女が本気を出せば、一〇六号室を巡めぐる争いなどあっという間に決着をつけられる筈だった。孝太郎や早苗、ゆりかを丸めこむ事など簡単だろうし、ティアも単純な所があるから付け入る隙すきは多い。正せい攻こう法ほうであれ、陰いん謀ぼうであれ、ここまで彼女が勝利していない事が孝太郎には不思議でならなかった。

　何な故ぜかキリハは本気を出さない。そのうえ孝太郎達を助ける事すらある。早苗がハンターに捕つかまった時もそう。ティアがクランに襲おそわれた時もそう。キリハは奪うばわれる痛みは知っていると言っていたが、敵に加担するのはともかく、積極的に助ける道理はない。孝太郎には彼女にその計算が出来ないとは到とう底てい思えなかった。

「売れ残りでそろそろ捨てる時間なんだ。持ってっちまっていいぞ」

「ありがとうございます」

「捨てるよりあんたみたいな美人に喰われた方がいいって！　またな、お嬢じようさん！」

「孝太郎、たこ焼きを貰ってしまった。だが食事前だし、半分食べてくれないか」

「ああ。ありがとうキリハさん」

　キリハは笑顔で貰ったばかりのたこ焼きの入ったスチロール製の皿を差し出す。孝太郎はそれを受け取りながら改めて思った。

　―――やっぱりこの人は、地上を侵略するつもりなんて………。

　そして何より孝太郎の心を揺ゆさぶるのは、彼女のこの笑顔だ。こうして子供達や商店街の人々に向けている彼女の笑顔が偽にせ物ものだとは思えない。だから孝太郎にはキリハが兵器で彼らを蹂じゆう躙りん出来るとは思えなかった。

「………なぁ、キリハさん」

「何だ、孝太郎」

　だから孝太郎は訊きいてみる事にした。本気で尋たずねれば、きっと答えてくれる。孝太郎はこの八ヶか月げつの間に、そう思えるくらいに彼女を信じるようになっていた。

「ずっと気になっていた事があるんだが、訊いても良いか？」

　孝太郎の隣を歩きながら、上じよう機き嫌げんでたこ焼きを頬ほお張ばっていたキリハ。孝太郎の声に目を上げると、スッとその笑顔を消した。

「………内容次し第だいだが、可能な限り答えよう」

　他人の心の機き微びに通じる彼女だから、孝太郎が大切な事を言おうとしている事に気付いたのだ。

「そうか。だったら訊くけれど………」

　そして孝太郎は大おお真ま面じ目めに切り出した。

「あんた………本当は最初っから、地上を侵略するつもりなんて無かったんだろう？」

「孝―――」

　驚いたキリハは孝太郎の名前を最後まで言う事が出来なかった。キリハはそのまましばらく目を丸くしていた後、ゆっくりと表情を緩ゆるめて微笑ほほえんだ。

「………唐とう突とつに随ずい分ぶんな事を言うのだな、孝太郎。我われが地上の侵略を望んでいない、だなどと」

　キリハはそう言いながらその白くしなやかな手を懐ふところに入れた。

「実際、望んでいないんだろう？」

「どうしてそう思う？」

　キリハが懐から手を出すと、その手には小さなカードが握にぎられていた。それは古ぼけて幾らか色のくすんだ、お菓か子しのオマケに付いてくるようなメタリックなカードだった。

　―――あれは確か、海でも見ていた………。

　孝太郎はキリハの取り出したカードを見ながら、彼女の質問に答えた。

「あんたは侵略をやるには優しすぎる」

　キリハは優しい。誰にでも優しい。口では色々な事を言って惑まどわせるが、結局彼女は他人を傷付けない。

　結局は、そういう事なのだ。

「………っ!?」

　キリハは一度答えに詰つまった。そして彼女は一度手元のカードに目をやってから、孝太郎を見た。

「………汝の信用を得る為に、そう思わせているだけかもしれないだろう？」

　そうしてキリハは笑う。だがその瞳の奥で、これまで孝太郎が見た事もない種類の感情が揺らめいていた。孝太郎にはそれがどんな感情なのかは想像できなかったが、迷う事なく彼女の質問に答えた。

「ずっとそういう言葉に騙だまされてきた気がする。あんたは時々そうやって俺の危機感を煽あおる。俺は馬ば鹿かだから、ずっとそれに引っかかってた」

　孝太郎は苦笑した。

「………もしかしたらあんたは、俺に信用されたらまずかったんじゃないのか？」

　それは根こん拠きよがあっての言葉ではない。それほど孝太郎は賢くない。ただの勘かんでしかなかった。だがこの八ヶ月間、キリハを眺めてきた上での勘だ。孝太郎は自分の勘を信じていた。

「………」

　キリハは表情を消し、孝太郎の言葉には答えなかった。そして無言のまま、しばらくの間カードを見つめ続ける。孝太郎も無理に訊き出そうとはしない。二人はそのまま無言で歩き続けた。

「孝太郎」

　そして二人が商店街のアーケードを抜ぬけ出し、頭上で星が輝き始めた頃ころ。彼女はようやく口を開いた。

「なんだ？」

「次の休みに時間を貰えないだろうか？」

　冬の高い空に、多くの星が輝いている。空気が澄すんだこの季節だから、まるで星が降りそうなくらいに夜空は美しかった。

「………一緒に、行って欲しい場所があるのだ」

　そしてそんな星の明かりに照らされて、キリハの笑顔は輝いていた。
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　そして土曜日。

　この日は朝から晴天に恵めぐまれ、また風もなかった。おかげで冬だというのに少し暖かい。小こ春はる日和びよりという風ふ情ぜいだった。

「孝こう太た郎ろう、コートは？」

「いらない。動き辛づらいし、今日はあったかいから平気だろ」

　だから孝太郎は、ハンガーのコートに手をかけていたキリハに首を横に振った。そして孝太郎は近くに脱ぬぎ捨すててあったジャケットを手に取る。今日は暖かいので、孝太郎は動き易い格好で出かけるつもりだった。

「そうか。では我もそうするとしよう」

　キリハはジャケットに袖そでを通す孝太郎を手伝いながら、穏おだやかに微笑んだ。

　今日は土曜日で高校は休みだった。かねてからの約束の通り、この日は孝太郎とキリハが一緒に出かける事になっていた。

　そんな孝太郎とキリハの様子を、十個の目が追いかけていた。早さ苗なえ、ゆりか、ティア、ルース、そして遊びに来ていた静しず香か。それは彼かの女じよ達たち五人の疑ぎ惑わくの目だった。

　早苗とゆりか、ティアの三人はテレビの前に陣じん取どってゲームをしている。だがその気持ちはゲームの画面ではなく、孝太郎とキリハに向けられていた。三人とも時折チラチラと孝太郎達に視線を送っていた。

　ルースと静香はちゃぶ台で向かい合い、お茶を飲んでいた。だがルースはどことなく不ふ機き嫌げんそうで、僅かに眉まゆが寄り、頬ほおが若じやつ干かん膨ふくらんでいた。そんなルースとは反対に、静香は上機嫌だった。静香はきらきらと目を輝かせ、お茶を飲む振りをしながらしきりに孝太郎達を盗ぬすみ見ていた。

「よし。それじゃ行こうか、キリハさん」

「ああ。では皆みな、我らは出かけてくる」

　そんな奇き妙みような空気の中、出かける準備を済ませた孝太郎とキリハが玄げん関かんの方へ移動していく。だが残りの五人は誰も動かない。いつもなら孝太郎にくっついていくと騒ぐ早苗でさえ、テレビの前から動かなかった。

「キリハさん、靴くつベラ使うか？」

「ありがとう。ふふふ、孝太郎、靴のかかとが潰つぶれてしまっているではないか」

「だから俺は靴ベラいらないんだ」

　しかし孝太郎達が玄関へ辿り着いたのを確かく認にんすると、五人は一いつ斉せいに動き出した。五人は和室の出口のところに集まり、陰からそっと玄関の二人を盗み見る。すると廊ろう下かの角に少女達の顔が縦に並んだ。上から早苗、静香、ゆりか、ルース、ティア。その様子はまるでトーテムポールのようだった。

「孝太郎、忘れ物はないか？」

「携けい帯たいとハンカチと財さい布ふはさっきキリハさんが渡わたしてくれたろ」

「そうだったな。済まない、玄関に来るといつもの癖くせでな」

「遠回しに、普段は頼たよりないって言われてる気がするぞ」

　五つの視線の先には、仲良く出かけようとしている孝太郎達の姿があった。それを見た途端、五つのうち四つの視線が刺とげ々とげしさを増した。

　だが次の瞬間、五人は慌あわてて顔を引っ込めた。孝太郎が玄関のドアに手をかけたからだった。

「んじゃ、行ってきまーす」

「行ってきます」

　孝太郎とキリハは和室の方を振り返り、五人に呼びかける。もし五人が事前に顔を引っ込めていなければ、そこで二人に気付かれていただろう。

『いってらっしゃーい』

　五人の声が重なる。冷静に聞けばどことなく演技じみた、わざとらしい印象があるのだが、孝太郎とキリハは特に気にすることなく和室に背を向けた。

『………』

　すると再びトーテムポールが順番に顔を出す。五人の視線はドアを抜けていく孝太郎とキリハの背中に鋭するどく突き刺ささった。

　キィィ、パタン

　築二十五年のドアは僅かに軋きしみながら閉じた。視線は遮さえぎられ、五人からは孝太郎達の姿は見えなくなった。だが、五人はしばらくそのまま動かなかった。

「………あれはデートねっ、間違いなくっ！」

　最初に口を開いたのは、五人の中では唯ゆい一いつ笑え顔がおを浮うかべている静香だった。彼女はこの年とし頃ごろの少女にありがちな野や次じ馬うま的な興味を遺い憾かんなく発揮し、興奮気味にその大きな瞳ひとみを輝かせていた。

「いつの間にあんな関係になったのかしらっ!?　うわぁぁっ、気になるぅぅっ!!」

　そして彼女はそのままああでもないこうでもないと孝太郎達の関係を邪じや推すいしながら、ぶつぶつと呟つぶやき続けた。

「ゆっ、ゆるせませぇんっ！　桜さくら庭ば先輩という相手がありながらぁっ！　こっ、これは裏切りですぅっ！　桜庭先輩と私に対するっ、重大な裏切り行こう為いですぅっ！」

　楽しそうな静香のすぐ下で、ゆりかは怒いかりに震ふるえていた。温おん厚こうな彼女にしては珍しく額に青筋を浮かべ、両の拳こぶしを堅かたく握りしめていた。

「デートする相手が違いますぅっ！　里さと見みさんは桜庭先輩と私を連れて遊びに行かなくちゃ駄目なんですぅっ！」

　ゆりかは孝太郎のデートする相手は晴はる海みでなければならないと考えている。だがゆりかがイメージする孝太郎と晴海のデートには、何故か全すべての状況において傍にゆりかの姿があった。しかしゆりかにはその自覚はなく、自分が怒っている理由の半分は理解しないままだった。

『孝太郎の馬鹿ぁっ、あんぽんたんっ!!　どうしてそれがあの女の罠わなだって気付かないのよぉっ!!』

　早苗もキリハと出かけてしまった孝太郎に怒っていたが、ゆりかとは違って単純に孝太郎の身を案じての事だった。孝太郎がキリハの誘ゆう惑わくに引っかかってしまったのではないかと心配していたのだ。

『こうなったらあたしがあの女の尻尾しつぽを掴んで、孝太郎を守るんだからっ!!』

　早苗が孝太郎についていかなかったのは、早苗が一緒ではキリハが尻尾を出さないと思っての事だ。早苗はその場しのぎではなく、この種類の問題の完全な決着を望んでいたのだった。

「ルース、二人を追つい跡せきできるか？」

「既すでに追跡中です。『青騎士』の火器管制システムで追つい尾びしています」

　一番下にいるティアとルースは、既に行動を開始していた。二人は『青騎士』の監かん視し機器を使って、移動する孝太郎とキリハを追いかけていた。

「二人の現在位置は？」

「ころな荘を出て東へ。駅へ向かっているものと思われます」

　いつも無む茶ちやをするティアはともかく、今回はルースも乗り気だった。普段のルースならプライバシーの侵しん害がいになるのでこういう事はさせないのだが、今回は特別だった。

「殿でん下かの騎士が、女性と密会しているだなどと………。こんな不ふ祥しよう事じ、許される訳がありませんっ！」

　ルースは血走った目で腕うで輪わを使って次々と『青騎士』に命令を与あたえていく。

　孝太郎はティアの騎士でなければならない。気高く、強く、清せい廉れんな、真の勇者でなければならない。当然、女性問題はその妨げになる。今のルースにとって、孝太郎を正しい道に引き戻す事こそが重要だった。その為になら、プライバシーなど大した問題ではなかった。

「コータローめっ、敵との内通は重罪じゃぞっ!?　分かっておるのかっ!?」

　ティアは口では内通を心配していたが、その実孝太郎が内通しているだなどとは欠片かけらも考えていなかった。そういう男ではない事は、ティアが一番良く知っていた。

　―――そなたは騎士らし過ぎるのじゃっ！　少しは他人の不幸に目を瞑つぶれ！

　それはティアの直感だった。しばらく前からのキリハの様子から、ティアはキリハに問題が生じている事をおぼろげながらに感じ取っていた。そして同時に、孝太郎がそこに首を突っ込みつつある事も。

　キリハに問題があるなら、孝太郎が黙だまって見ている筈はない。それは皇女としての直感であると同時に、少女としての願望でもあった。

「馬ば鹿か者ものがっ！　ほんとうにっ、馬鹿なのじゃからっ！」

　大きな心配と一ひと握にぎりの嫉しつ妬とがティアの胸を占しめている。しかしその反面、それらを上回るくらい、ティアは喜んでいるのだった。

『孝太郎達は駅へ向かってるんだよね？　きっと電車に乗ってどこかへ行くつもりなんだよ！』

「電車に乗っていくならぁ、都会の方に出るかぁ、海の方へ行くかぁ、どっちかですよねぇ？」

　買い物をしたり、ボウリングなどの都市型の遊ゆう戯ぎ施し設せつで遊んだりするなら県の中央へ出るのが手っ取り早い。

　だが反対に海へ向かえば海水浴場や大型のレジャー施設がある。今は冬なので孝太郎達が海水浴場に行く事はないだろうが、水族館や遊園地へ向かう事は十分に考えられる。

　だからどちらの電車に乗るかで孝太郎達の目的地も絞しぼり込める筈だった。

「ここでどうこう言っていても始まらぬ！　わらわ達も駅へ向かうぞっ！」

『ほいきたっ！』

「まっ、待って下さいぃぃぃっ！」

　ティアは真っ先に部屋を飛び出していく。早苗は素す早ばやくそれに続き、ゆりかは大おお慌あわてで後を追った。

「それではわたくしも」

　ルースも急いで立ち上がると、和室の出口へ向かう。ルースはティアのバックアップをしなければならなかった。

「………いってらっしゃい」

　静香はそんなルースの背中に向かって別れの言葉を口にする。その声は溜め息交じりで、とても残念そうだった。それを聞いたルースは、和室の入り口の枠わくに手をかけた所で足を止めた。

「シズカ様は行かれないのですか？」

「私はホラ、例のアルバイトがあるのよ」

「ああ、確かまたショーのお手伝いって仰おつしや　ってましたね」

　静香も孝太郎とキリハの事が気になるので、是ぜ非ひ追つい跡せきに加わりたかった。だが先週紹しよう介かいされた臨時のアルバイトがあるので、そうする訳にはいかなかった。静香のアルバイトは今日と明日、この土日に行われる。だからもう少ししたら彼女はアルバイトに出かけなければならなかった。

「あぁんっ、こうなるって分かってたら、アルバイトなんて引き受けるんじゃなかったぁっ！」

　静香が悔くやしそうに歯は噛がみする。するとルースは眉を寄せて小さく苦笑した。

「後で何があったのか御ご報ほう告こく致いたします」

「絶対よ？」

「はい、お任せ下さい」

　溜め息をつく静香に、ルースは笑顔で請うけ負おった。

「ルース、何をやっておる！」

「はい、ただいま！　………それではシズカ様、行ってまいります」

「はぁ………。いってらっしゃい」

　こうしてティア達は憂ゆう鬱うつそうな静香を後に残し、孝太郎達を追って一〇六号室を飛び出していった。










　孝太郎達が乗ったのは、海の方へ向かう快速の列車だった。それを見届けたティア達は直後にやってきた特急に乗って孝太郎達を追った。おかげで孝太郎達の目的地と思われる駅にはティア達の方が先に到とう着ちやくしていた。

「殿下、サトミ様とキリハ様はやはりこの駅で降りました」

「やはりか………」

　ルースの報告を受け、ティアはあごに手を当てたまま頷く。

「これはデートですねぇ、間ま違ちがいなくぅ」

『むぅぅぅぅっ、早くなんとかしないとっ、孝太郎がキリハの毒どく牙がにかかっちゃう！』

　ティアとルース、ゆりかと早苗の四人は、駅を出た先にある小さな路地に隠かくれ、駅の入り口の様子を窺うかがっていた。

「ですがお二人は屋根のある場所に入ってしまいましたので、これ以上は無人機での追跡が出来ません」

　四人が特急で移動している間、『青騎士』から呼び寄せた小型無人戦せん闘とう機きを使って上空から孝太郎達を追跡していた。しかし孝太郎達が電車を降りて屋内にある改札へ向かった為、上空からの追跡は不可能になった。

「問題ない。どのみち改札から出てこよう」

「でもでもぉ、あれだけ人が沢たく山さんいるとどれが里見さんだか分からないですぅ」

　ゆりかの指さす先には、数え切れないほど多くの人間の姿があった。今日は土日という事もあって、遊びにやってきた親子連れで駅はごったがえしていた。これでは孝太郎達が出てきても、見落としてしまいそうだった。

『ふっふっふ、ここは早苗ちゃんにまっかせなさぁいっ！』

　だがここで早苗が自信満々に歩み出た。早苗は一同の先頭に立つと、まるで近眼の人間が遠くを見ようと苦労しているかのように、眉み間けんにしわを寄せて目を凝こらした。

『このあたしっ、早苗ちゃんと孝太郎には特別な絆きずながあるのですっ！』

　この時、早苗が捜していたのは孝太郎の出している霊れい波はだった。普ふ段だんから孝太郎にくっついている彼女は、彼の出している霊波には特に敏びん感かんだった。おかげで早苗は程ほどなく孝太郎達の姿を見付けだす事が出来た。

『見付けたっ、あそこだよっ！　今コンビニの前！』

「ルース！」

「再捕ほ捉そくしました！　無人機での追跡を再開します！」

　早苗の活かつ躍やくにより、無人機が再び上空から孝太郎達を追い始める。これでもうティア達が孝太郎達を見失っても大だい丈じよう夫ぶだった。

「早苗ちゃん、凄いですぅ」

『もっと褒ほめやがれコノヤロー♪』

　ゆりかに褒められ、早苗は上機嫌で胸を張る。しかし孝太郎が頭を撫でてくれない分だけ、早苗は少々達成感が足りなかった。

「サトミ様達が移動を開始します」

「どこへ向かっている？」

「この方向ですから………ええと、地図では動物園となっていますね」

　孝太郎とキリハは駅を出ると、そのまま真っすぐ歩いていく。その先にあるのは春はる風かぜ動物園。県内最大を誇ほこる動物園だった。

　ちなみに駅を出て右の道を行けば遊園地が、左の道を行けば水族館がある。それらが一ヶか所しよにまとまっているから、この場所はこんなに混雑しているのだった。

「よし、距離を保って後を追うぞ」

「もっと近くに行かなくて大丈夫ですかねぇ？」

『動物園なら屋根のあるとこは少ないし、大丈夫なんじゃない？』

「ああぁっ!?　なっ、なんてことをっ!?」

　ティア達が孝太郎とキリハを追って移動しようとした時、ルースが悲鳴じみた声を上げた。

「どうした!?」

「お二人が手を繋つなぎましたっ!!」

　ルースの腕輪が空中に表示していた無人機のカメラからの映像。その真ん中には、手を繋いで歩く孝太郎とキリハの姿が映っていた。

「なっ、なんじゃとぉぉぉぉぉぉっ!?」

「里見さぁぁんっ!?　本気ですかぁぁっ!?」

『騙されてるっ、騙されてるよ孝太郎ぉっ!!』

　実のところ、孝太郎とキリハはごった返す人の波ではぐれてしまわないように手を繋いだだけなのだが、二人だけしか見ていないティア達はそういう風には捉とらえなかった。

「距離を詰めるぞっ！　何を話しているのか気になる！」

『らじゃー！』

「追ってきて良かったですぅ………まさかこんな事になっているだなんて………」

「帰ったら、お仕置きです。騎士にあるまじき破は廉れん恥ちな所業です」

　孝太郎とキリハの関係を見事に誤解した四人は、大慌てで二人を追っていった。










　外は大混雑だったものの、動物園の中に入ってしまうと人の流れは分散し、お互たがいを見失う心配はなくなった。だから孝太郎とキリハはもう手を放していた。

「孝太郎、あそこにキリンがいる」

「あ、おいっ」

　そしてそれ以上にキリハは自分の興味がある場所へ勝手に行ってしまう為、手を繋いでいる余よ裕ゆうなど最初からありはしなかった。

「………なんだってんだ、今日に限って………」

　孝太郎はキリハの後を追いながら、しきりに首を捻ひねっていた。

　普段のキリハは常に余裕の感じられる大人びた少女だった。一〇六号室に関係する人間の中で彼女は飛とび抜けて精神年ねん齢れいが高いのだ。

「孝太郎、キリンは立ったまま寝ねるとは本当なのかっ？」

「そうらしいぞ。立ったままちょっと寝れば平気って話だ」

「ほう、本当だったか」

　だが今、こうして動物を見ているキリハにはそういう大人の余裕は感じられない。むしろその逆に、子供のように無む邪じや気きで天てん真しん爛らん漫まんだった。

　―――もしかしたら、この辺に例の質問への答えがあるのかもしれないな………。

　孝太郎がキリハに地上侵略についての真意を尋ねた時、彼女は何故か一緒に行きたい場所があると言い、孝太郎をここへ連れてきた。そして彼女はこの場所で普段見せない姿を見せている。それらが無関係であると考えるほど、孝太郎も単純ではなかった。
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「孝太郎、ペンギンは？」

「ペンギンは水族館だぞ」

　裏表のない笑え顔がお。珍めずらしいものを見て大きくなったり小さくなったりするその瞳。いつもより早口で喋しやべる口。子供のようにぎゅっと握り締しめたその拳。

　―――しばらく付き合ってみるか………。

　今のキリハを見ていると、孝太郎は不思議と優しい気持ちにさせられた。そのまま気が済むようにさせてやりたいとも思う。

「フラミンゴはここにいるのに？」

「それでも水族館だ。シロクマも水族館にいる筈はずだぞ」

「そうなのか………分類は意外と微び妙みようなのだな………」

「後で水族館にも行ってみるか？」

「頼たのむ！　是ぜ非ひ、行ってみたい！」

　そして孝太郎がキリハを同じ世代の少女だと感じたのは、この日が初めてだった。










「なるほど、これはこういう食べ物だったのか」

　キリハは満足そうに目を細めながら、買ったばかりの真っ赤なりんご飴あめをかじっていた。その隣には孝太郎の姿がある。二人はベンチに並んで腰こしかけ、昼食の最中だった。

「初めてなのか？」

　孝太郎は焼きそばを食べる手を止め、キリハの手元を覗のぞき込んだ。するとキリハはもぐもぐと口を動かしながら頷いた。

「ああ、食べるのは初めてだ。昔、ここで見かけた事があって、それ以降ずっと気になっていたのだ」

　孝太郎とキリハがいるのは、動物園の一画にある休きゆう憩けい用のスペースだった。そこには軽食店や屋台、駄だ菓が子し屋やなどが軒のきを連ね、祭りの夜店的な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。キリハが食べているりんご飴は、ここで買ったものだった。

「ふぅん。それでどうだ？　思っていたより美う味まかったか？　不ま味ずかったか？」

「一個なら、美お味いしいだろう」

「はははっ、屋台や祭りに絡からんだ食い物は、大体そんなもんだ」

「その焼きそばもか？」

　キリハは笑っている孝太郎の手元を覗き込む。

「おう。食ってみるか？」

「うむ、興味がある」

　キリハは興きよう味み津しん津しんといった様子で孝太郎から箸はしを受け取り、焼きそばを口に運ぶ。そしてしばらくもぐもぐと口を動かしてから孝太郎を見た。

「………脂あぶらっこくてしつこい。不ま味ずくはないのだが」

「そうなんだよ。こいつも結局、一回だけ美味いもんなんだ」

「ふふふ、良く分かった」

　屋台や夜店の焼きそばは、冷めにくいように、冷めても味が変わらないように工く夫ふうされている。脂を多くして温度の低下と乾かん燥そうを防ぎ、増えた脂のせいで薄うす味あじに感じないように味を濃こくする。一番美味しい時に食べる事ができる家庭や専門店の焼きそばとは根本的に考え方が異なっているのだ。

　おかげでそう多くは食べられないのがこの手の食べ物の宿命だった。

「特別な時ならでは、という事だな」

　シャリッ

　キリハは軽く目を細めると、再び自分のりんご飴をかじり始める。孝太郎も焼きそばを口に運びながら頷く。

「ほゆことほゆこと」

「お行ぎよう儀ぎが悪いな、孝太郎」

「ほーゆーときはいいんらよ」

　シャリッ

「ふふふ、そうらな」

　そうして孝太郎とキリハが笑いあった時の事だった。

「見付けたぞっ、地底人っ！」

　どことなく聞き覚えのある男の声が、周囲に響ひびき渡った。










「なんだ？」

「孝太郎、あそこだ」

　焼きそばを食べていた孝太郎が顔を上げると、真正面に光こう沢たくのある真っ赤な衣装に身を包つつんだ一人の男の姿があった。

「ここであったが百年目！　今度こそ―――」

　真っ赤な男は孝太郎達に向かって男らしく啖たん呵かを切ろうとしたが、その言葉が途と中ちゆうで途と切れた。

「ちょっと待った、あの人達は確か………」

「おやっ？　あれはこの間の………」

　男のヘルメットのシェード越ごしに、孝太郎と男の目が合う。そして二人は同時に言った。

「悪あく魔ま男だん爵しやくさんと、ブラックローズさん？」

「あんた、サンレンジャーだよな？」

　それは一週間ぶりの再会だった。太陽部隊サンレンジャー。先週の幼よう稚ち園えんでのハルカゼマンショーで出会った、五人組のヒーローだった。

「先日はそちらのヒーローショーをお邪じや魔ましてしまったようで、大変申し訳ありませんでした！」

　孝太郎の姿を確認するなり、レッドシャインは深々と頭を下げた。レッドシャインは舞ぶ台たい上で孝太郎に怒られたのを覚えていたので、この機会に正式に謝罪した。

「いやいや、邪魔だなんてとんでもない」

　その真しん摯しで礼れい儀ぎ正しい姿に、孝太郎はキリハに焼きそばを預けると慌てて立ち上がり、頭を下げた。

「あの時は主役のハルカゼマンにトラブルがあったんで、みなさんが来て下さって時間つなぎになったんです。ありがとうございました」

「そう言って頂けると助かります。あの時は何のお詫わびもせずに立ち去ってしまい、大変申し訳なく思っていました」

　お互いに体育会系の縦社会で育ってきた孝太郎とレッドシャイン。気持ちが通じ合った二人は、お互いに相手へ好意的な笑顔を向けた。

「ところで男だん爵しやくさん、ブラックローズさん、そのお姿からすると、今日はプライベートですか？」

「ええ。少し二人で話す事がありまして」

　孝太郎とキリハは私服でここにいる。レッドシャインはその姿を見て、イベント会社の人間が、休日に動物園へ遊びに来ていると考えていた。

「そちらはお仕事中ですよね？」

「ははは、恥はずかしながら」

　レッドシャインは例の真っ赤なスーツを身に着けている。それを見た孝太郎は、動物園でヒーローショーが行われているのだろうと考えていた。

「でもどうやらこの出動は空から振ぶりだったようです」

　レッドシャインは携帯ゲーム機のような小さな機械を振ったり叩たたいたりしながら、残念そうに苦笑した。

「そうでしたか」

　―――そうか、ショーは不評だったのか………。

　孝太郎はレッドシャインの話をそう解かい釈しやくした。動物園でショーをやっているのだが、お客さんの反応がいまひとつだった、と。

「まぁ、本当に地底人が襲しゆう来らいしても困るんですがね！　あははははっ！」

「ヒーローっていうのはそういうもんですよ」

　レッドシャインと孝太郎は笑い合う。微妙に話は噛かみ合あっていないのだが、二人はその事に気付いた様子はなかった。

　―――本当に地底人が襲来だと？　それにあの機械………先週もあの男達は地底人がどうのこうのと言っていたが、まさか………。

　ただ一人、キリハだけがレッドシャインの言葉に表情を硬かたくしていた。

「ケンイチー！」

「ケンイチく～ん！」

　そんな時、近くの動物の檻おりの陰かげから、新たに二人のサンレンジャーが姿を現した。女性と太った大男。孝太郎にも見覚えがある二人だった。

「おおっ!?　あいつらっ!!」

　その姿を見て、孝太郎は目を輝かがやかせる。

「おい、レッドシャイン！」

「そうなんですよっ、男爵さんっ！」

　興奮する孝太郎に、レッドシャインが自じ慢まんげに胸を張った。

「ピンクとイエロー！　ちゃんと色いろ違ちがいになってるじゃないかっ！」

　走ってくる二人のサンレンジャーは、以前とは違ちがってレッドシャインではなかった。二人の着ているスーツの色はそれぞれピンクと黄色。ピンクシャインとイエローシャインだった。

「やぁればできるじゃないかぁっ、サンレンジャーッ！」

　バンバン

　興奮した孝太郎はすっかり敬語を忘れ、悪魔男爵のキャラクターになりきってレッドシャインの肩かたをバシバシと叩いた。

「はいっ！　男爵さんのお言葉を参考にして、カラーリングは子供達が分かりやすいように選びました！」

　女の子だからピンク。カレー大好きだから黄色。キャラクターと色を一いつ致ちさせた、見事なカラーリングだった。

「そうそう、その考え方だ！　いやー、悪かったなサンレンジャー、先週は厳しい事を言ってしまって！」

「いえっ、男爵さんの御ご指し導どうがあればこそですっ！」

「くそー、俺おれも衣装持ってくればよかったぁっ！」

　―――これだよこれ！　ヒーローはこうでないとっ！

　先週と比べるとグッとヒーローらしさを増したサンレンジャーに、孝太郎の興奮は更さらに高まっていた。

「ちょっとウソ、やだぁっ!?　ダイサク君っ、あれって男爵様じゃないのっ!?」

「そうみたいだねぇ………あれ？　隣となりの子が持ってるのは焼きそばかな？　僕ぼくも食べたいなぁ………」

　そんな時、ピンクとイエローが孝太郎とキリハに気付きスピードを上げた。

「男爵様ぁっ！　お久しぶりでぇすっ！」

「ケンイチ！　ケンイチッ！」

　ピンクはまっしぐらに孝太郎へ、イエローはレッドに駆け寄った。そして二人は息を荒あらげたまま話し始めた。

「見て下さい男爵様ぁっ!!　可愛かわいくなったでしょうっ!?」

「グワッハッハッハッハ、ヒーローらしくなったではないかピンクシャイン。だが変わったのは所しよ詮せん見た目のみ。中身が伴ともなわねば我が力の餌え食じきよ」

　孝太郎の前でくるりと回転し、スーツの出で来き栄ばえを見せるピンクシャイン。孝太郎は彼かの女じよに付き合って悪役風のセリフで褒めた。

「素す敵てき素す敵てきぃっ！　今すぐ蹂躙される準備はオッケーですぅっ！」

　するとピンクは目をハートマークの形に輝かせ、くねくねとその場で身体をくねらせ始める。普段ならイエローが彼女をはしたないと止めるのだが、今の彼の目にはピンクの姿は映っていなかった。

「ケンイチッ！　僕も焼きそばが食べたいっ！」

「焼きそば？」

「うんっ！　あの子が持ってるだろ!?　きっとこの辺で売ってるんだよ！」

　イエローはキリハの持っている孝太郎の焼きそばを指さしながら、レッドシャインに詰め寄った。レッドはそんなイエローの巨きよ体たいを押おし返しながら答えた。

「お、落ち着けってダイサク！　敵は居ないみたいだから、買ってきて良いから！」

「本当かい!?」

　レッドの言葉に、イエローは彼から離はなれてそわそわと辺りを見回し始める。焼きそばを扱あつかっている店を探しての事だった。

「はー、やれやれ……」

　イエローが離れた事で、レッドは安あん堵どして肩を落とす。そのイエローは辺りを見回しながら、手だけをレッドの方に差し出した。

「お財布、お財布！」

「ホレ」

「行ってきまーす！」

「領収書貰もらってくるのわすれんなよー！」

　そしてレッドがポケットから取り出した財布をイエローの手に乗せてやると、彼はあっという間に近くの軽食店に向かって走っていった。

「ったく、しょうがない連中だなぁ………」

　相変わらず孝太郎の前で身体をくねらせているピンク。軽食店に消えたイエロー。そんな二人の姿に不安を隠せないレッドだった。

「まぁいいか、敵は居ないんだし………」

「兄ちゃん、敵が居なかったって本当？」

「コタローか」

　レッドがやれやれとばかりに首筋を叩いていると、そこへ四人目のサンレンジャーがやってきた。彼のスーツの色はグリーン。背が低いうえに緑色なのでとても地味で目立たないが、目立たない方が安全で良いと本人が希望して決まった色だった。

「それで敵が居ないって話だけど」

「そうなんだよ。探知機の反応を追って来たんだが、地底人なんてどこにもいないし、見ての通り平和そのものだ」

「本当だ。反応はこの辺にあるのに、動物園のお客さんぐらいしかいないね」

　グリーンシャインも携帯ゲーム機のような電子機器を取り出して画面を覗き込み、首を傾かしげる。画面には確かに地底人の使うマシーン特有の反応が表示されていたのだが、そこに彼らの求める敵は存在していなかった。

「居たのはビックリ、悪魔男爵さんとブラックローズさんだ。仕事休みで遊びに来てたそうだ」

「ヒーローショーの地底人を見付けてどうするのさ」

　探知機の反応の場所にいたのは動物園に遊びに来ている家族連れ。それと先日ヒーローショーで出会った孝太郎とキリハだった。

　―――やはりそういう事か………。

　レッドとグリーンの様子を窺っていたキリハは、そこで事情を理解した。

　この太陽部隊サンレンジャーという連中は子供向けのヒーローなどではなく、本物の戦せん闘とう部隊。しかも地底人の地上侵略を阻そ止しするために活動している。そしてどうやら地底人の使う機械を感知する道具を持っているらしい。

　―――ここは今のうちに試ためしておくべきか………。

　キリハは大地の民たみの指導者としての顔を取とり戻もどし、素早く決断した。そして軽く顔を伏ふせてサンレンジャー達の視線を避さけると、小声で囁ささやいた。

「カラマ、コラマ、クラスⅡ遮しや蔽へいモード」

『ホー、分かったホー』

『らじゃー！』

　すると姿を消して傍そばに控ひかえていたカラマとコラマから、すぐに返事があった。彼らの声も周囲に気付かれないように、キリハにだけ聞こえるくらいの囁き声だった。

　普段カラマとコラマが姿を隠すのに使っているのは、正確にはクラスⅠ遮蔽モードという機能だ。これは電磁波や可視光を遮しや断だんして、レーダーや人間の目に映らないようにするものだ。

　これに対して今キリハが命じたクラスⅡ遮蔽モードというのは、電磁波と可視光にプラスして霊波も遮断する。こうする事で埴はに輪わ達たちの動力である霊子力ジェネレーターが発する霊波を遮断し、霊子力センサーにかからなくなる。これは基本的に大地の民同士が戦う場合に必要になる機能なので、これまでは使う機会がなかった。それにこの状態ではカラマとコラマの性能が大きく制限されてしまうので、普段はクラスⅠで十分なのだった。

「あ、消えたよ、兄ちゃん」

「こっちもだ」

　カラマとコラマが遮蔽モードを変へん更こうするのと同時に、レッドとグリーンが見ている画面から反応が消失する。

「こりゃあいよいよこの探知機の設計ミスを疑う時かもなぁ」

「元々眉まゆ唾つばモノでしょ、こんなの」

　―――やはり霊子力を探知しているようだな。何らかの理由でこちらの技術が流出しているのか？　いや、それにしては探知精度が悪過ぎる。独自に霊子力技術を開発したか、あるいはこちらの霊子力技術を解かい析せきして再現したか、どちらかだな………。

　キリハはレッドとグリーンの反応から、サンレンジャーの手の内を読み取った。彼らの使う技術は未いまだキリハ達の技術には及およばない。クラスⅡの遮蔽状態とはいえ、この至近距離でカラマとコラマを探知できていない事から、それは明らかだった。独自開発にしろ、解析にしろ、まだまだ初歩の段階にあるのだ。

　だが安心はできない。これが独自開発であるならともかく、解析による再現であったなら、状じよう況きようは少し厄やつ介かいだ。地底勢力がサンレンジャー、あるいはその上部組織と敵対的に接せつ触しよくした事があるという事だからだ。

　―――急進派が事を急いでいるのでなければ良いんだが………。

　キリハが一番心配しているのは、地上の武力侵しん略りやくを唱える大地の民の一派の事だった。彼らなら地上で暴れていてもおかしくはない。そしてその過程で地底の技術が地上側に漏もれたのだとすると一番厄介だ。地上からは敵と目され、技術も漏れ始めている。もしそうだとしたら、キリハの侵略計画を根底から崩くずしかねない危険な状況だった。

「そういやハヤトは？」

「まだ来てない？　探知機の反応を見て、僕より先にこっちへ向かった筈だけど」

　―――いや、考え過ぎか………。最近疑い深くていけない。

　しかし最終的にキリハは自分の心配し過ぎだと判断した。呑のん気きな雰囲気のサンレンジャーを見ていると、とてもではないが危険を認にん識しきしているとは思えなかった。

「待たせたなぁっ！　ケンイチィィィッ！」

　そんな時、孝太郎達の頭上から男の声が響いてきた。低音に伸びのある渋しぶい声で、近くにある動物の檻の上から聞こえてきていた。

「ハヤト兄ちゃん、あんなところに登ってる」

「あの馬ば鹿か、あんな所で何やってんだ………」

　その檻の天辺てつぺんには一人の人間の姿があった。

「あれはお前達の仲間か？」

「そうですぅっ、男爵様ぁん♪　ハヤトは目立ちたがり屋さんだからぁん♪」

　孝太郎の位置からだと太陽を背にしているため逆光になっていて色は良く分からないのだが、その独特のシルエットからするとサンレンジャーの一人である事は間違いないようだった。

「とぉうっ！」

　その人物は勢い良くジャンプし、孝太郎達の方へ飛んで来た。スーツの与える脚きやく力りよくは素す晴ばらしく、彼は十メートル近い距きよ離りを一気に飛び越えて孝太郎達の前に降り立った。しかも着地で姿勢を崩す事もなかった。

「天が呼ぶ！　地が呼ぶ！　人が呼ぶ！　地球を守れと俺を呼ぶ！」

　そして彼は大きく腕うでを振ふってポーズを決めた。

「俺は太陽の子！　燃える炎ほのおの化身っ！」

　手を頭上に突つき上あげ、太陽を掴つかむかのように握り締める。何度も練習したのだろう。その姿は雄お々おしく、力強かった。

「レェェェェッドッ、シャイィィィィィィィンッ!!」

　彼が叫さけぶのと同時に、その真っ赤なスーツが太陽の光を浴びてきらりときらめいた。

「ふざけるなぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　しかしそんな彼に振るわれた孝太郎のかかと落としは、彼の決めポーズを遥はるかに上回る力強さだった。










　ドコォォォン

「ぐっ、ぐほっ」

　孝太郎の繰くり出した強きよう烈れつな一いち撃げきを受け、二人目のレッドシャインは動物園のコンクリート製の地面に叩き付けられた。そのあまりの威い力りよくに、二人目のレッドシャインはバウンドして仰あお向むけにひっくり返った。

「い、いったい、なにがどうして………」

「どうしたもこうしたもあるかぁぁぁっ！　くっそぉっ、八割方うまくいってたっていうのにっ、どうして最後の最後でぶち壊こわしにするんだぁっ！」

「あれっ!?　男爵さんっ!?」

「『あれっ!?　男爵さん!?』じゃなーいっ！　状況が分かっているのかぁっ、キサマァァァッ！」

　孝太郎に怒ど鳴なりつけられ、ようやくレッドシャイン二号は孝太郎の存在に気付いた。そしてレッドシャイン二号は孝太郎の剣けん幕まくに怯ひるみつつも身体を起こし、必死に反論を試みた。

「ちょっと待って下さいっ!!　何な故ぜ怒おこっているんですか男爵さんっ!?　俺おれ達たち、きちんと役割に合わせて色を分けて来たじゃありませんかっ!?」

「だったら何で赤が二人もいるんだー!!」

「どうか落ち着いて下さいっ、男爵さんっ!!」

　興奮した孝太郎は今にもレッドシャイン二号を蹴けり倒たおしそうな勢いだったので、レッドシャイン一号は慌てて孝太郎を羽は交がい締じめにしてその動きを止めた。

　実はこの時、孝太郎達の背後で別の騒そう動どうが持ち上がっていた。

「あの肉にく食しよく獣じゆうのような猛たけ々だけしいお声っ!!　スーツを着ていなくては止められない激しい力っ!!　炎のように燃え滾たぎる、凶きよう悪あくな憎ぞう悪おの籠こもった瞳っ!!　きゃあぁぁぁぁんっ、あの眼光で焼き尽つくされたぁぁいっ!!」

「落ち着いてよっ、メグミ姉ちゃんっ！」

　怒りに燃える孝太郎の姿を見たピンクシャインの興奮が限界を突とつ破ぱ。フラフラと孝太郎に近付いていこうとするのをグリーンシャインが必死に止めていた。ピンクシャインが話に首を突っ込めば、孝太郎の怒りに油を注ぐであろう事はグリーンにも良く分かっていた。

「ちょっとダイサク兄ちゃんっ、姉ちゃんを止めてっ!!」

　そこでグリーンは最後の切り札、イエローに援えん軍ぐんを求めた。

「ん？　もう少しで焼きそば食べ終わるから待って、コタロー君」

「男爵様ぁっ、あなたのピンクはここでぇすぅっ！」

「どっ、どうするんだこれぇぇぇっ!!」

　しかし現実は残ざん酷こくだ。一人奮ふん闘とうするグリーンに援軍は来なかった。そのままピンクはグリーンを引きずったまま、じりじりと孝太郎に近付いていった。

　―――まずい、これはまずいよ！　僕らはきっと男爵さんに殺されるっ！

　そうやって焦あせるグリーンの視線の先では、孝太郎は相変わらず猛たけり狂くるっていた。

「わざとやってるのかお前らっ!?　俺を怒らせてそんなに面おも白しろいのかぁっ!?」

「違いますぅっ！　そんなつもりはないんですっ！　落ち着いて下さいっ！」

「これが落ち着けるかぁ！」

「だって俺達、まだ明確に誰だれがリーダーか決まってなくて!!　だからとりあえずリーダーに立候補した二人が赤いのを着ようって!!」

「ふっざけるなぁぁぁっ!!　リーダーは一人だぁぁぁっ!!　二人で良いのはなぁっ、劇場版かっ、二十六話あたりでリーダー交代が起こる場合だけだぁぁぁぁぁっ!!」

「や、やっぱりそうでしたか………」

「今やっぱりって言っただろう!?　お前らぁっ、分かっててやってやがったなぁぁぁぁっ!?」

「しまったぁっ!?」

「馬ば鹿か野や郎ろうっ、ハヤトォォッ!!　余計な事言いやがってぇっ!!」

「だ～～んしゃくさまぁぁぁぁ♡　そのちからづよいこぶしでわたしをボコボコにしてぇぇ～～～♡」

「うわあぁぁっ、もう駄だ目めだああぁぁぁぁぁぁっ!!」

「………美味しいなぁ、この焼きそば。帰りにもう一個買っていこう」

　政府が作った秘密の戦闘部隊であるだけあって、太陽部隊サンレンジャーは強い。ちゃんと訓練しているし、スーツは頑がん丈じようで力もあった。

「死ねぇぇぇぇっ!!　死んで詫びろぉぉぉぉぉぉっ!!」

　しかし怒いかりに燃える孝太郎は、そんな彼かれら五人を合わせたよりも更に強かった。







追憶（二）　十二月二十日（日）







　あくる日の日曜日。孝こう太た郎ろうとキリハは昨日と同じ快速の電車に揺られていた。二人の目的地は遊園地。孝太郎は今日も、キリハの行きたい場所に付き合う事になっていた。

「まったくサンレンジャーめ………昨日は散々だった………」

　電車の窓の向こう側に動物園が見えてくると、孝太郎の表情が苦々しく歪ゆがむ。動物園はまだ遠かったが、近付くにつれて昨日のサンレンジャーとのやり取りが思いだされ、孝太郎は次し第だいに不機嫌になっていった。

「済まない、孝太郎」

　そんな孝太郎にキリハが詫びる。キリハはその美しい眉まゆを軽く寄せ、申し訳なさそうに苦く笑しようしていた。

　本当なら遊園地も昨日のうちに回る筈だった。しかしサンレンジャーとのトラブルのせいで、その時間がなくなってしまった。キリハが詫びていたのはそのせいだった。

「キリハさん、あんたが詫びる事はないさ。あいつらが悪いんだから」

「かもしれないな。だが………済まない、孝太郎」

　キリハは軽く首を傾げて髪かみを揺らすと、笑顔の種類を変える。それは詫びているというよりも、嬉うれしそうな笑顔だった。

「………大した女だな、あんたは………」

　笑顔を変え、軽く首を動かしただけ。言っている言葉は直前のものとまるっきり同じ。だというのに、孝太郎の胸の中からは負の感情が綺き麗れいに洗い流され、晴れやかな気分が戻って来ていた。

「褒め言こと葉ばとして受け取っておこう」

「そうしてくれ」

　今度は孝太郎が苦笑する番だった。

　以前から時折こういう事があった。キリハが稀まれに見せる清すが々すがしい表情。これまで孝太郎はずっと騙だまされまいと思ってそれらを無視しようとしてきた。だが今は彼女が騙そうとしているとは考えていない。だからその笑顔があっさりと胸の奥おくに飛び込んできた。人の心の奥に届く、良い笑顔だった。

　―――本当に大した奴やつだ………。

　そしてだからこそ孝太郎は疑問に思う。キリハは何な故ぜ、わざと孝太郎に疑われるような言動を続けてきたのか。本音を明かさずにきたのか。本音を明かして、こうして孝太郎に笑いかければ、孝太郎はあっさりと彼女に従った筈だというのに。

「汝なんじも大した男だ」

「そいつは褒め言葉か？」

　孝太郎は苦笑の種類を変える。それはキリハの言葉にいたくユーモアを刺し激げきされての事だった。

「ふふふっ、どう思う？」

「本当に大した女だよ、あんたは………」

　そうして孝太郎とキリハは電車に揺られながら、楽しそうに笑い合った。










『みつけた！　今入り口を抜ぬけたとこ！』

「良くやったサナエ。ルース、引き続き無人機で追つい尾びしろ」

「了りよう解かいです、殿下」

「私も見付けましたぁ！」

　今日も孝太郎達を追つい跡せきしているティア達四人組。彼かの女じよ達は昨日と同じ路地から、孝太郎とキリハが電車を降りてくるのを待ち構えていた。

「十時十分、遊園地へ向かって移動を開始」

　ルースは小型無人戦闘機への命令を済ませると、腕うで輪わの録音機能を使って孝太郎達の行動を記録する。これは今日も朝早くからアルバイトに出で掛かけた静しず香かの為ためだった。静香は孝太郎とキリハの事を知りたがっていた。しかし静香の場合、ティア達四人とは違って、年頃の少女らしい野や次じ馬うま的な興味をそそられての事だった。

「それにしてもあやしいですぅ。昨日といい今日といい、里さと見みさんとキリハさん、普段とは全然雰囲気が違いますぅ」

『絶対キリハの色気に騙されてるのよ、孝太郎の奴ぅ』

「コータローは馬鹿なのじゃっ、馬ば鹿か正しよう直じき過ぎるっ！」

「女性問題で足をすくわれた騎き士しは数知れず。サトミ様は自覚が足りないのです！」

　孝太郎とキリハは楽しげな様子で遊園地に向かって歩いていく。だがその姿を見守る四人は、内心穏おだやかではなかった。

　昨日もそうだったのだが、今の孝太郎達の様子は、これまでにない親密さを感じさせる。ティア達四人はそれぞれに孝太郎の女性関係には思う所があるので、落ち着いて見てはいられなかった。

「殿下、参りましょう」

「うむ、見失っては厄介じゃ。すぐに追うぞ」

『らじゃー！』

「はいですぅ」

　だから四人は昨日と同じように、孝太郎とキリハの後を追っていった。










　遊園地に入ってすぐキリハが孝太郎を連れていったのは、園内にある小さな映画館だった。そこは園内のイベントに合わせて様々な作品が流される映画館で、今はテレビ放送が始まったばかりのアニメのキャンペーンに利用されていた。

「こんなのでいいのか？」

「ああ。これがいいんだ」

　孝太郎がチケットやパンフレットを買って戻ると、キリハは嬉しそうに頷うなずいた。彼女は孝太郎からパンフレットを受け取ると、軽く目を細めて表紙を撫なでる。子供の頭を撫でているかのようなその仕草は、孝太郎には何かを懐なつかしんでいるかのように見えた。

　―――実際、懐かしんでるのかもな………。

　孝太郎は自分のパンフレットに目を落とす。そこには大きく『劇場版甲こう虫ちゆう王者カブトンガー』と書かれていた。

　この映画は十年前に放送されていたテレビアニメの劇場版で、最近放送が開始された後こう継けい作品の『甲虫王者カブトンガー・セカンドインパクト』に合わせ、この遊園地で再上映されていた。そしてこれに並行して園内のイベントスペースでは、セカンドインパクトのイベントが行われている。

　昨日と今日、二日に亘わたってキリハに付き合ってきた孝太郎。キリハは多くは語らなかったが、時折彼女の話の中に『以前』や『十年前』というような過去を示す言葉が登場している事に気付いていた。その事から孝太郎はこの二日間で巡めぐった場所は、どれも彼女の過去に関係している場所なのだろうと考え始めていた。

　もし孝太郎の考えている通りなら、この映画もそうかもしれない。孝太郎がキリハが懐かしんでいると思うのは、そういう理由からだった。

「孝太郎、ホラ」

　その時、孝太郎の目の前にメタリックに輝く真新しいカードが差し出される。

　カブトンガー一号・ヤマトカブトムシ。

　そう書かれた文字の下で、カブトムシを模したデザインの人型のヒーローがポーズを決めていた。このカードは十年前にお菓か子しのオマケに付いていたトレーディングカードで、当時の子供達に大人気の品だった。それを映画の再上映に合わせ、パンフレットの付録として復刻したものだった。

　―――これは確か、キリハさんの………。

　孝太郎にはそのカードに見覚えがあった。以前孝太郎が見たものは、こんなに真新しくはなかった。もっと古ぼけていて、くすんで光沢が薄うすれていた。そしてその上にミミズが這はったような悪いた戯ずら書きがあった。

「キリハさん、これって………」

「ふふふ」

　キリハは目を細める。明るく無邪気で、それでいて懐かしそうで。それは今日孝太郎が見た中では一番の笑顔だった。そんな彼女を見て孝太郎は確信する。

　―――やっぱり、そうなのか。という事は………。

　孝太郎の頭の中で、これまでの八ヶか月げつ間の彼女の行動と、この二日間の出来事がある規則に則のつとって整列していく。そしてそれはさながらジグソーパズルのように、一つの答えを導き出した。だが、それではまだ孝太郎の疑問は解けない。孝太郎の疑問を全て解決するには、答えはもう一つ必要だった。

「あんた、意外と乙おと女めなんだな」

　今の孝太郎に分かるのは、それだけだった。

「心外だ。これでもずっと女らしく振ふる舞まってきたつもりだが」

「分かっててやってるだろ、あんた」

　コツン

　孝太郎の拳こぶしが軽くキリハの額を打つ。

「痛いな、孝太郎。女の顔に傷が付いたらどうしてくれる」

　すると彼女は芝しば居いがかった仕草で額を押さえ、恨うらみがましい視線を孝太郎に向けた。それを見た孝太郎は、小さく溜ため息いきをつく。

「馬鹿やってないで行くぞ。映画が始まっちまう」

「それは困る」

　だがそれもほんの一いつ瞬しゆんの事。

　二人はすぐに笑顔に戻ると、子供達でいっぱいの映画館へ入っていった。










「映画館ですかぁ………」

『まずいわね』

「うむ、とてもまずい。まずすぎる」

　映画館に向かう孝太郎とキリハを見送った早さ苗なえとティアは、顔を見合わせて厳しい表情で頷き合った。二人はある危険に気付いていた。

「何でですかぁ～？　まっ、まさか暗がりに乗じて、里見さんがキリハさんにっ!?」

　ゆりかはまだその危険に気付いておらず、見けん当とう違ちがいの心配をしていた。

『そんな訳ないでしょっ！　周り中、子供だらけなのにっ！』

「問題はあの二人ではない」

「じゃあ、何なんですかぁ？」

　ゆりかは不思議そうに早苗とティアを見る。すると二人は同時に後ろを振り返った。

「サトミ様とキリハ様が映画館の内部へ侵しん入にゆう。無人機は上空で待機させます」

　二人の視線の先には、腕輪を使って無人の偵てい察さつ機きを操あやつるルースの姿があった。ゆりかは二人の視線を追い、二人がルースの事を言っているのだと悟さとった。

「………ルースさんですかぁ？」

　しかしゆりかは腑ふに落ちない。孝太郎とキリハが映画館へ入った事とルースに何か繋がりがあるようには思えなかった。そこでルースに聞こえないように声をひそめ、ティアと早苗に訊きき返していた。

「………そうじゃ。むしろ連れてきた事を後こう悔かいしておる」

『………ゆりか、映画館の看板をよく見て。ただし、何が書いてあっても絶対に声を上げるんじゃないわよ』

　ティアと早苗も囁き返す。二人はルースがいつその看板に気付くかと思うと落ち着かず、さりげなくルースの視線を遮さえぎるような立ち位置へと移動していった。

「かんばん？」

　ゆりかは二、三度瞬まばたきを繰り返してから、訳も分からず首を巡らせて映画館の方を見た。そして言われた通り看板に注目する。

「ひっ!?」

　上げそうになった悲鳴は自分の手で塞ふさいだ。だが必要なかったかもしれない。ゆりかの喉のどは驚おどろきで引きつり、悲鳴はそれ以上出なかった。

〝ＴＶアニメ「甲虫王者カブトンガー・セカンドインパクト」放送開始記念特別企き画かく、劇場版「甲虫王者カブトンガー」リバイバル上映！　あの名作をスクリーンで再び！　親子揃そろってお楽しみください！〟

「たっ、楽しめるもんですかぁぁぁっ、そんなものぉぉぉぉぉぉっ!!」

　最近はＣＧ制作が多いアニメ現場だが、この映画は十年前の作品なので、まだ手て描がきのセルで制作されていた。その温かみのある手描きのセルで表現された、主人公の青年のにこやかな笑顔が今のゆりかには憎にくらしくて仕方がない。そして彼の手に握にぎられた変身用の金属製のカブトムシの背はい甲こうの輝きは、まるで地じ獄ごくの底から這い上がってきた悪あく魔まの瞳ひとみの輝きに見えた。

「あっ、馬鹿っ、声が大きいっ！」

『しーしーしー！』

「もがっ、もがもがっ、もががぁぁぁっ!!」

　騒さわぎ始めたゆりかに、ティアと早苗が飛び付いて口を塞ぐ。ルースがずっと操っている無人機は上空から見下ろす視点なので、彼女は看板の内容を知らずにいる。だが騒ぎ続ければいずれ気付かれる。ティアと早苗は必死だった。

『………ふざけるんじゃないわよっ!!　あんた状況が分かってるの!?』

「………んーんーんー」

「………次に騒いだらどうなるか分かっておるじゃろうな？」

「………んー！　んー！　んー！」

　早苗とティアの静かな恫どう喝かつに、ゆりかは慌あわてて首を縦に振る。

　早苗とティアは本気だ。立場が逆ならゆりかも本気だったと思うから、ゆりかも理解が早かった。

「どうかなさいましたか？」

　そのルースが三人の騒ぎに気付いて振り返る。事情が分からないルースは、不思議そうに三人を眺ながめる。すると三人は素す早ばやく離れ、慌てた口調で誤ご魔ま化かし始めた。

「なっ、なんでもないぞルース！　ゆりかの靴くつの裏に小さな石がはまったらしくてな！　とってやろうかなって！」

『そうそう！　そうだよねっ、ゆりかっ！』

　ティアはゆりかに些さ細さいなトラブルがあった事にして乗り切るつもりだった。早苗はすぐにそれを悟りフォローに入った。

「ええっ、そうだったんですかぁ？」

　だがゆりかはティアの意図など分からず、自分の靴の裏を見た。するとそこには当然小石などはまっていなかった。

「石なんてどこにも―――」

『………黙だまれっ！』

　ゴンッ

「………ありました。確かにかかとの裏のギザギザに石がはまってましゅぅぅぅぅ」

「そ、そうなのですか？」

　何故か泣き始めたゆりかにルースは怪け訝げんそうな視線を向ける。だがルースがそれ以上の言葉を言う前に、進み出たティアがルースの手を取って映画館とは反対方向へ向かって歩き始めた。

「行くぞ、ルース」

「殿下？　あの、サトミ様達はよろしいのですか？」

　ティアは映画館からルースを引ひき剥はがすべく、どんどん歩いていく。ついでにゆりかとも一時的に距離を開けたかった。

「構わぬ。コータローが出てくるまで無人機は上空で待機させておけ。映画が終わるまで一時間以上はかかろう。それまで馬鹿正直にここで待っている事はない」

「中で何か良からぬ事が―――」

「そのような事はありえぬ。周りが子供だらけなのを忘れたか」

「そういえば………」

「コータローは頼たよりなく見えようが、子供の夢に水を差すような無ぶ粋すいな男ではない」

「なるほど、もっともなお話でございます」

　ルースはしばらく後ろを気にしていたのだが、ティアと話すうちに納なつ得とくし、ティアのすぐ横に並んで歩きだした。

『………いい加減にしなさいよね、あんた』

「すみませぇん、悪気はないんですぅぅぅっ」

『次に何かやらかしそうになったら、取り憑ついて強ごう引いんに口を閉じさせるからね』

「それだけは勘かん弁べんしてほしいですぅぅぅぅっ！」

　早苗とゆりかもその後を追う。ティアの咄とつ嗟さの言い訳ではあるのだが、確かにこの場所で一時間以上待つ意味はなかった。

『ねっ、ねっ、みんな、せっかくだからおばけ屋や敷しき見に行こうよ。怖こわいって評判らしいんだ』

「わらわは構わぬが」

「楽しそうでございますね」

「私は絶対いやですぅっ！　いつも幽ゆう霊れいと一いつ緒しよなのにぃ、何が悲しくておばけ屋敷なんて見なくちゃならないんですかぁっ！」

　孝太郎達から離れたおかげで、四人ともすっかり遊園地を楽しむ気分になっていた。これから映画が終わるまでの二時間近く、たっぷり遊園地を満まん喫きつする時間があった。

　だが四人は知らない。

　彼女達の目指すおばけ屋敷の手前にあるイベントスペースで、一体どんなイベントが行われているのか、ということを。

　それはもう少し注意深く映画館の看板を見ていれば避けられた悲劇だったのだが、素早く映画館を離れた彼女達にはそこまでする余よ裕ゆうはなかった。










　一方その頃ころ、一人アルバイトに出かけた静香が何をしているのかというと、彼女はコスチュームというよりは着ぐるみに近いものを身に着け、舞台上にいた。

　先日の地元青年会による手作りヒーローショーにおいて、ハルカゼマンの相棒である女性ヒーロー・キッショウレディを演じた静香。格かく闘とう技ぎの経験による動きの良さがショーを見に来ていたプロの目に止まり、オーディションの意味を含ふくむ新しいアルバイトを紹しよう介かいされた。内容はもちろんヒーローショーへの出演だった。

『毒どく燐りん粉ぷんなど、この俺には効かんっ！　俺の身体が機械の身体なのを忘れたかっ！　蝶ちよう々ちよう夫人の能力を吸い取ったのが裏目に出たなっ、スカラベキングッ！』

　静香は会場のスピーカーから流れ出るヒーローの声に合わせて身体を動かす。

　―――演技はオーバー気味に、オーバー気味に………。

　十一月の青騎士の演劇でも演技は大きくやるように指導を受けたが、ヒーローショーではそれ以上にオーバーな演技を求められた。ヘルメットを被かぶって顔が見えない分、より大きな演技で分かり易やすくしなければならないのだ。

　静香はまるで空手の演武をやっているかのように力強く、正面にいる大きな甲虫の着ぐるみを指さした。するとそれを待っていたかのように、スピーカーから野太い男の声が流れ始める。

『それはどうかなカブトンガー一号っ!!　貴様に効かずとも、周りにいる人間達はどうだっ!?』

　声が続く間、甲虫―――スカラベキングは手足を動かし続ける。手作りショーとは違い、台詞せりふは全すべてスピーカーから流れてくる。身体を動かして誰が喋っているのかをアピールするのも、ヒーローと悪役の大きな仕事だった。

『しまったっ、それが狙ねらいだったのかっ!?』

　大きく驚く演技をする静香を、エキストラの女性達が取り囲む。彼女達はスカラベキングの放った毒燐粉で操られた一いつ般ぱん女性という役所だった。

『くそうっ、卑ひ怯きようなっ！　正々堂々と勝負しろっ！』

『断る!!　正々堂々などという言葉は、強者が自分に有利な戦いをする為の方便にすぎん!!　それこそ卑怯だぞ、カブトンガー一号ッ!!』

『おのれぇっ、スカラベキングッ！　策略と口だけは達者な奴めっ！』

　エキストラの女性達は包囲を狭せばめ、静香演じるカブトンガー一号を追おい詰つめていく。カブトンガー一号は正義のヒーロー。操られている女性達に手を出しあぐねていた。

『心配するな、一号！』

『彼女達の事は俺達に任せろっ！』

　だがそこで舞台上に新たなカブトンガーが姿を見せる。大きな角と、一号を大きく上回る巨体。彼らはカブトンガー一号の仲間、カブトンガーヘラクレスとカブトンガーアトラスだった。

『来てくれたのかっ、ヘラクレス！　アトラス！』

　静香の演じるカブトンガー一号は、日本産のヤマトカブトムシをモチーフにデザインされている。だからヘラクレスやアトラスに比べると、若じやつ干かん身体が小さいという設定になっていた。そしてその分だけ小こ柄がらな役者が必要になる。一号役で静香に白羽の矢が立ったのは、アクションをこなせる体格の小さい人間だったからなのだ。

『クワガーマンが毒燐粉の解げ毒どく剤ざいを作ってくれた。こっちは任せろ！』

『一号っ、お前はスカラベキングを！』

『済まないっ、頼たのむっ！　とぉぉぉうっ！』

　静香は台本の通り、女性達の間をすり抜けてスカラベキングに迫せまる。女性の役者を使うと、これまでこういうシーンにキレのある動きが出来なかった。その意味では静香は見事に舞ぶ台たい監かん督とくの期待に応こたえていた。

『くそうっ、クワガーマン！　またしてもあの裏切り者の仕し業わざかっ！』

『スカラベキング、貴様の野望もここまでだ！』

　静香は走った勢いそのままにジャンプする。実はその足元には舞台の下からは見えないようにトランポリンが仕込まれている。静香はその反動をうまく使って大きくジャンプすると、足の先をスカラベキングに向けて突っ込んでいく。

『カブトンガァァァァァァァァッ、キィィィィィィィックゥゥゥゥゥッ!!』

　ドカァァァァァン

　キックが本当に命中する直前、舞台装置が花火と煙えん幕まくを焚たく。その光と煙けむりに紛まぎれてスカラベキングは身を伏せ、静香はその先にあるクッションに着地する。本当に蹴ってしまっては、静香にもスカラベキングの役者にも危険なのだ。

　わああぁぁぁぁぁ

　子供達の歓かん声せいが上がる。舞台の下にいる子供達にはスカラベキングにカブトンガーキックが炸さく裂れつして爆ばく発はつが起きたように見えたのだ。

「やるねぇ、静香ちゃん」

「あはは、ありがとうございますっ！」

　スカラベキングは静香に声をかけながら素早く立ち上がり、所定の位置で胸を押さえてしゃがむ。静香はそれに向かい合うようにして立った。その数秒後に、煙が消えて二人の姿が再び見えるようになる。

『く、くそぅっ、見事だカブトンガー一号っ………だがな、キサマの力で勝ったのではないぞ！　私はクワガーマンに、いや、我ら自身の科学に敗れたのだっ！』

『それは違うぞっ、スカラベキング！』

　静香は大きく右手を振り回すと、胸に手を当てた。

『お前はただ、クワガーマンの胸に芽生えた正義の心に敗れたのだっ！』

『正義の心だなどと………認めぬ、認めぬぞ………そのような事は、決して………』

　スカラベキングはゆっくりと倒れていく。

『我らは滅ほろびぬ………』

　カブトンガー一号に向かって伸のばされた手は、彼に届く前に落ちる。巨きよ大だいな悪の最期。何十年と悪役をやってきた俳優の、迫はく真しんの演技だった。

『何度でも………蘇よみがえる………。カブトンガー、お前は………無む駄だな事をしたのだ………。フッハッハッハッハッハ…ハハ……ハ………』

　笑い声は段々弱まり、消え、スカラベキングは死ぬ。女性達は解毒剤で救われ、物語はハッピーエンドになる予定だった。

　だが、そこで思いがけない事が起こった。

「うわああぁぁぁっ!!」

「なっ、なんだこの子はぁぁっ!?」

　突とつ然ぜん、カブトンガーアトラスとヘラクレスの役者が悲鳴を上げる。セリフは声優が担当しているので、役者が声を上げるのは御ご法はつ度と。驚いた静香が思わず背後を振り返った時、その目に飛び込んできたのは吹ふき飛とばされて宙を舞まうカブトンガーアトラスだった。

　ダンッ、ダダァンッ

　アトラス役の役者は身体が大きく、また身に着けたスーツも大型で重い。舞ぶ台たいの床ゆかに叩きつけられる音は思ったよりも遠くまで響ひびいた。それは子供達が心配になるくらい鈍にぶく重い音で、アトラスはそのままピクリとも動かなくなった。

「そこにいたんですねぇ………ヘラクレスちゃぁん………」

　アトラスを吹き飛ばしたのは、大きなハエ叩きを両手で構えた一人の少女だった。

「あれはまさか!?」

「しばらく姿が見えなかったので、わたくしずっと心配しておりました………」

「ル、ルースさんっ!!」

　その少女の名前はルースカニア・ナイ・パルドムシーハ。静香とも大の仲良しの少女だった。

「………どこぞで繁はん殖しよくしてやしないかとぉぉぉぉっ!!」

　ルースの瞳がギラリと光る。その瞳に宿るのは、肉食獣さながらの剣けん呑のんな光。そして彼女はその瞳で獲え物ものを捉とらえると、両手で構えたハエ叩きを大上段に振り被った。彼女の次の獲物はカブトンガーヘラクレス。ルースはこの世から邪じや悪あくな（？）カブトムシを根絶するべく、舞台の上へやってきたのだった。

「案の定、増えていましたねっ、ヘラクレスちゃんっ!!　しかもそんなに大きく育ってっ!!」

「な、なんなんだ!?」

　状況が理解できないカブトンガーヘラクレスはその場で立たち竦すくむ。彼はルースの事をエキストラの一人だと思っていたので、自分が台本を間ま違ちがえたのではないかと思った。だから彼は救いを求めるようにして、舞ぶ台たい袖そでの舞台監督に目を向けた。

「チャンス！」

　その隙すきを見み逃のがさず、ルースが前進する。

「愚おろかですねっ！　自分から隙を見せるだなどとっ！」

「まずいっ！」

　静香は慌てて前に出る。ルースを止めるつもりだった。

　―――こうなるのが分かってたからバイト先の詳くわしい話をしなかったのに、どうしてルースさんがここにいるのよぉっ!?

　日ひ頃ごろは平和主義で温おん厚こうなルース。しかしカブトムシを前にした時だけ、彼女は極きわめて暴力的な性格に変へん貌ぼうする。ルースにはカブトムシに絡からんだ不幸な想おもい出でがある。それが彼女の心の傷となり、カブトムシを前にすると正気を失わせるのだ。

　それが分かっているので、静香は孝太郎達にアルバイトの内容を詳しく話さなかった。遊園地でカブトンガーのショーを手伝うだなんて話せば、ルースがどうなるかは言うまでもない。知らせないのが一番安全だった。

　それなのにルースはここにいて、ヘラクレスを狙っている。事情はともかく、なんとかしないとヘラクレスの命が危なかった。

「どいてっ！」

「わあっ!?」

　静香はヘラクレスを押し退のけてルースの前に立った。ヘラクレスの役者は、この状態のルースの危険性を知らない。このままでは彼は理解する前にやられてしまう。だから静香が直接ルースの相手をする以外、彼を守る方法はなかった。

「ふ、ふふ、また出てきたんですねぇ、新しいカブトムシ………ふふふっ、わざわざ出てきてくれるなんて………」

「ルースさんっ、正気に返って！　私よっ、静香よっ！」

「わたくしは正気です。パルドムシーハの誇ほこりと伝統の命じるままに」

　ブンッ

　ルースはハエ叩たたきを振り下ろした。

「あなた達カブトムシを滅ぼそうというのですッ！」

「速いっ!?」

　ガッ

　静香は左ひだり腕うででルースのグリップを受け止める。ハエ叩きの先せん端たん部分ではないし、衝しよう撃げきは厚めのスーツが散らしてくれる。それなのにルースの一撃は静香の左腕に大きな衝撃を与あたえた。

『まずいぞ一号！　その子には解毒剤が効いていないようだっ！　何とか傷付けずに倒すんだ！』

　スピーカーからヘラクレス役の声優の声が飛び出してくる。

　ルースには解毒剤が効いておらず、スカラベキングの命じるままにカブトンガー達を襲おそっている。

　舞台監督はそういう事にしてこのトラブルを乗り切る腹だった。そして静香にそうやって勝てと要求しているのだ。

「簡単に言ってくれるわねぇ、もおっ！」

　静香は次々と繰り出されるルースの攻こう撃げきを防ぎながら嘆なげく。

　ハエ叩き、肘ひじ、蹴り、回転して裏うら拳けん。切れ目なく襲いかかってくるルースの攻撃は、普ふ段だんの彼女からは想像もつかないほど鋭い。その暴走した精神が肉体を完全に支配し、運動音おん痴ちの彼女を戦せん闘とうマシーンに変貌させていたのだ。
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　静香はルースの攻撃を防ぐのでやっとだった。ルースの攻撃はどれも本能的なもので秩ちつ序じよだっておらず、それでいて圧あつ倒とう的てきに速い。おかげでただでさえ防ぐのが難しいというのに、静香は動きにくいカブトンガーのスーツを身に着けている。この状態でルースを傷付けずに勝つのは至難の技だった。

「動かないでください、すぐに楽にしてさし上げますからっ！」

「きゃああぁぁっ!?」

　ルースのハエ叩きが静香の鼻先をかすめていく。この一撃は本当にギリギリで、静香の背中に冷たいものが走った。

「これじゃ手加減なんて無理よっ！　本気で行くからねっ、ルースさんっ！　恨まないでよっ!?」

「うらみぃっ!?　ありますともっ!!　新しく恨むまでもなく、この胸を焦こがすほどありますともぉっ!!」

　ルースはいきり立って攻撃を続ける。静香はそれを掻かい潜くぐりながら構えを変える。それはカブトンガーではなく、静香自身の構えだった。

「えぇいっ、ちょこまかとぉっ!!」

「里見君っ、あとで何か奢おごりなさいよねぇっ!!」

　ヒュッ

　静香は鋭するどく息を吐はくと、一気にルースとの距離を詰める。

「そんなにわたくしのサトミ様をっ、誘ゆう惑わくしたいのですかぁぁぁぁっ!?」

　里見君っ、あとで何か奢りなさいよね。

　その言葉が聞こえた瞬しゆん間かん、ルースの胸の中に苦い記き憶おくが蘇る。

　孝太郎がルースを抱だき締しめた時の高こう揚ようした気持ち。しかし孝太郎はカブトムシの名前を囁く。その後の絶望にも似た、深い落らく胆たん。

　―――サトミ様がっ、またわたくしでなくカブトムシを選ぶっ!?　許しませんっ！　そのような事は絶対にゆるしませぇんっ！

　カブトンガー一号が孝太郎の名前を口にした不自然さなど、今のルースには分かっていなかった。ただ大切なものを奪うばわれまいとする一心だった。

「嫌いやぁあぁぁぁぁぁっ!!」

　ルースは必殺の気合を込め、ハエ叩きを振り下ろす。ハエ叩きは風を切って唸うなりを上げる。その一撃は今日一番の威力を備えていた。

「これはっ!?　しかしぃぃっ!!」

　だが静香はそれをぎりぎりの所で左に受け流すと、その時の動きをそのまま利用して右みぎ肩かたからルースにぶつかっていった。

　ドスッ

「ぐはっ」

　その一撃はルースのみぞおちに突き刺ささった。ルースは肺の中の空気を無理やり押し出され、身体を硬こう直ちよくさせる。

「よしっ！」

　手て応ごたえはあった。そこで静香は勝利を確信して動きを止める。するとルースの身体がだらりとのしかかってきた。

「お、おにょれ、カ、カブト………」

　程ほどなくルースは気を失った。だがその最後の瞬間まで、彼女のカブトムシへの怨おん念ねんは絶える事がなかった。静香はルースの意識がない事を確かく認にんすると、ようやく身体の緊きん張ちようを解いた。

「やれやれ………。里見君にケーキを一つや二つ奢って貰ったぐらいじゃ、割に合わないわよ………」

　そして静香は気絶したルースを抱き抱かかえ、ヘルメットの奥で苦笑するのだった。










　映画を観み終わった孝太郎とキリハは、昼食を食べた後、園内のアトラクションを次々と回っていった。メリーゴーラウンドにコーヒーカップ。おばけ屋敷にミラーハウス。キリハが孝太郎を引っ張っていったのは、どちらかと言えば子供向けのアトラクションが多かった。しかしキリハの思おも惑わくが薄うす々うす分かって来ていた孝太郎は、文句一つ言わずにそれに付き合っていた。

　―――きっと同い年の女の子じゃなくて、むしろ子供を相手にしているぐらいのつもりでいた方が良いんだろうな………。

　孝太郎は今日のキリハの様子をそんな風に感じていた。この孝太郎の感じ方は間違いではなく、キリハは多くのアトラクションで子供のような笑顔を振り撒まいていた。昨日はそれに戸と惑まどった孝太郎だが、今日は彼女と一緒になって大きな笑い声をあげていた。キリハの笑顔の向こう側にあるものが、彼女にとって大切なものであると分かっていたから。

「孝太郎っ、次はあれに乗ろう！」

「観覧車か。よし、行こう」

「うむっ！」

　キリハが観覧車を指さすと、孝太郎はその時点で走り出していた。今日の孝太郎も、キリハに負けないくらい子供のようだった。キリハもすぐにその後を追う。そして二人が先を争あらそうようにして観覧車の乗り場までやってくると、上う手まい具合に順番待ちの列が無くなった所だった。

「孝太郎」

「おう」

　二人は笑顔で頷き合い、入り口のゲートをくぐって観覧車に近付いていく。

　この遊園地の観覧車は大きい。建設された十年前の時点では、県内最大を誇る大観覧車だった。だから二人がゴンドラの目の前まで来ると、上を見上げると首が痛くなりそうな大きさだった。

「我は大分大きくなったのだな………」

　キリハは観覧車を見上げながら懐かしそうに目を細める。彼女の記憶では、以前この場所に立った時には角度が悪くて頂上は見えなかった。しかし時が流れた分だけキリハの身長が伸び、彼女の目にも観覧車の頂上付近が見えるようになっていた。

「キリハさん」

　孝太郎の声。キリハが視線を落とすと、孝太郎はゆっくりと動き続けるゴンドラの前から彼女を呼んでいた。その背後では係員がゴンドラのドアを開けて待っていた。

「ああ、済まない」

　キリハは軽く詫わびると孝太郎と係員のもとへ走った。

　―――そういえば、あの時もこうだったな………。

　キリハの胸の中に、かつての自分の姿が思い出される。小さなキリハが目を輝かせて観覧車を見上げていると、連れの少年が彼女を呼んだ。

『キィちゃん』

『ごめん、いまいく！』

　それは今のキリハと同い年ぐらいの少年だった。幼い頃の事だから、今はもう彼の顔は思い出せない。けれど大好きだったのは今もはっきりと覚えていた。

『えいっ』

　キリハはその少年に駆かけ寄よると、彼の手を引っ張るようにしてゴンドラに乗り込んだ。そのことを思い出したキリハは、孝太郎を見ながら悪いた戯ずらっ子のように微笑ほほえんだ。

「えいっ」

「あ、おいっ」

　そしてキリハは想い出をそのままなぞるかのように孝太郎の手を取り、ゴンドラへ飛び込んでいった。

「危ないだろ」

『危ないだろ』

　その瞬間、目の前にいる孝太郎の声と、想い出の中の少年の声が重なる。孝太郎と同じように、あの日の少年もそうやってキリハをたしなめたのだ。

　―――おにいちゃん………。

　するとキリハの胸の内に降り積もった、十年分の想いが涙なみだとなって溢あふれ出した。

「ふ、ふふ、ふ………。済まない………」

　ガタン

　外にいる係員が入り口のドアが閉じて鍵かぎをかける。よく整備されたゴンドラは音もなく上じよう昇しようしていく。だがこの時の孝太郎は、キリハに気を取られていてそれらの事が目に入っていなかった。

「キリハさん………？」

　キリハの頬ほおを涙が伝う。それはゴンドラの窓まど越ごしに降り注ぐ優やさしい太陽の光を浴びてきらきらと輝いていた。孝太郎はその涙の美しさに心奪われた。

「孝太郎………」

　キリハは両手で服の胸むな元もとを握り締める。涙だけでなく、胸の奥から次々と想いが溢れ出してくる。

　―――我はやはり、まだあの人の事を………。

　昨日と今日、想い出の地を巡ったキリハは、ようやく結論に達していた。そしてその結論を、孝太郎に話さなくてはならないと考えていた。

「孝太郎、聞いて欲ほしい事がある」

　キリハは左手で服の胸元を握り締めたまま、右手で頬を拭ぬぐう。しかしそれでも涙は溢れてくる。キリハは涙を拭うのを諦あきらめ、そのまま孝太郎に笑いかけた。

「いいって、別に話さなくても」

　キリハは孝太郎がこの一週間ずっと気になっていた事を話そうとしている。しかし昨日今日とキリハに付き合って、孝太郎はもう彼女の話を聞く必要はないと感じていた。この二日間で、孝太郎はキリハが決して酷ひどい事はしないと確信する事ができたからだ。

「なんだかもう、どうでもよくなってきた」

　孝太郎は笑う。孝太郎にはもう十分分かっている。キリハは地上を侵略するのかもしれないが、決して非道なやり方はしない、と。

　キリハがそうする理由は、彼女の過去に原因があるようだった。それも恐おそらく、昨日と今日巡った場所に関かかわるものだ。しかしそれは彼女にとって特別に大切な想い出のようなので、孝太郎はあえて聞き出したいとは思わなかった。

「いや、聞いてくれ。汝にはその権利がある」

　だがキリハは首を横に振り、真正面から孝太郎を見た。

「そしてそれ以上に、我は汝に聞いて欲しいと思っている。この地上にいるたった一人の友人に、我の望みを知っていて欲しいのだ」

　キリハの言葉には力があった。その瞳の奥に宿る光が、そうさせるのかもしれない。彼女が初めて見せる、信しん頼らいと友情の籠こもった眼まな差ざし。それは孝太郎の気持ちを大きく揺ゆさぶって、孝太郎の心の中にキリハの為の場所を作り出した。

「友人と言われちゃ、聞くしかないよなぁ」

「………ありがとう、孝太郎………」

　孝太郎とキリハが出会ってから八ヶ月。

　これだけの時間を費やして、ようやく二人は友人同士になったのだった。










「何から話したものか………」

　キリハはそう言いながら、もう一度涙を拭う。この頃ころにはもう彼女の涙は止まっていたので、涙の筋は綺麗にその頬から拭われた。

「何だって良いんじゃないか。別に急ぐ話でもないんだろ？」

「それもそうだな。では最初から話すとしよう」

　キリハは正面から孝太郎の目を見ながら、ゆっくりと話し始めた。孝太郎も姿勢を正し、キリハと向かい合う。

　ゴンドラはゆっくりと上昇して、ちょうど半分ほどの高さまで登ってきていた。この高さだと建物を越こえて遠くの風景が見えるようになる。日が傾かたむき始めた事もあって、それはとても印象的な風景だった。

「十年前、我は父様と喧けん嘩かして地上へ飛び出した」

「喧嘩？　今のあんたからは想像もつかないが」

　父親と喧嘩したと聞かされても、孝太郎にはキリハが誰かと感情的に争っている姿は想像できなかった。この八ヶ月間、そういう状況は見た事がなかったのだ。

「十年前は我も子供だった。心が今のままで、身体だけが子供であった訳ではない」

「言われてみりゃ、確かにそうだな」

　今はどれだけ落ち着いていようが、キリハにも子供だった時代はある。当り前の事だが、孝太郎にはそれがおかしく思えた。孝太郎が笑いだすと、キリハも口元に笑えみを浮うかべる。そのせいか、二人の間に漂ただよう空気は少しだけ柔やわらかくなっていた。

「特に十年前は母様が亡なくなって、不安定な時期だった。些細な事で父様と喧嘩して、家を飛び出したのだ」

「気持ちは分かるよ」

「そういえば、汝も母上を亡くしていたのだったな」

　孝太郎もキリハも、共に母親を亡くしていた。だからお互たがいにその気持ちは分かる。相手を友達だと思うようになっていたから、今は特にそうだった。

「………ともかく家出をした我は、行く事を禁じられていた地上へ飛び出したのだ」

　キリハは孝太郎を見つめながらも、どこか遠くを見るような目をしていた。彼女の目に映っているのは十年前の日々。父親と喧嘩して地底から飛び出した時の事だった。

「そしてそこで、我はあの人に出会った」

「あの人？」

「ちょうど今の我らと同じくらいの年ねん齢れいの少年だった。名前は覚えていない。聞いた筈はずだが、おにいちゃんと呼んでいた事しか思い出せない」

　とりわけキリハにとって重要だったのは、地上で出会った一人の少年の事だった。

「はははっ、あんたにも可愛かわいらしい時期があったんだな」

　孝太郎の頭の中で、今のキリハと『おにいちゃん』という単語が上手く繋つながらない。それがおかしくて、孝太郎はしばらく笑い続けた。

「まるで今は可愛くないとでも言いたげだな？」

「ああ。一昨日まではそう思ってたよ」

「今日は？」

「意外と可愛い所がある」

「意外とは余計だ」

　キリハは少し不満そうに頬を膨ふくらませる。それが意外に可愛らしくて、孝太郎は更さらに笑ってしまっていた。

「まあいい」

　キリハは小さく息を吐き、気を取り直した。

「あの人は少しとぼけた子供のような人で、優しくてユーモアがあって、それでいて子供の我の言う事もきちんと聞いてくれる人だった」

「へぇ………」

　キリハは懐かしげに、嬉しそうに話し続ける。その様子からは本当にその少年の事が好きなのだという気持ちが伝わってくる。こういうキリハにずっと想われているその少年が、孝太郎には少しだけ羨うらやましくも思えた。

「孝太郎、ちょうど汝のような人だった」

「随ずい分ぶん持ち上げてくれるんだな？」

「そうでなければ、話す気にはならなかった」

「真顔で言うなよ、そんな事………」

　キリハの言い様に、孝太郎は照てれ臭くさくなって軽く頬を赤らめた。女性相手に真顔で褒ほめられると、なんだか落ち着かなかった。

「真顔で言わねば、汝は困らないだろう？」

「そっちが本音か」

「ふふ」

　悪戯っ子の顔を覗のぞかせたキリハに、孝太郎は破顔する。孝太郎はいつものようにキリハにからかわれたのだが、今日は何故か悪い気がしなかった。

「………それから数日、我はあの人と一緒に過ごした。子供の我はわがままだったから、あの人を困らせてばかりだった」

「わがままは今と変わらないだろ」

「孝太郎っ」

「俺おれはそいつに同情を禁じ得ない」

　これまでしばしばキリハにからかわれてきた孝太郎だから、子供の頃はわがままだったという彼女がおかしかった。今の彼女がわがままでないなら、子供の頃の彼女は一体どのくらいわがままだったのだろう？

「調子が狂くるうな………今日に限ってどうしたのか………」

　キリハは苦笑する。いつもは孝太郎をきりきり舞いさせているキリハだが、今は立場が変わっていた。キリハが孝太郎を困らせるのはいつものままなのだが、孝太郎もキリハを困らせていた。

　―――だが気にする事はないか。それが不快であるという訳でなし………。

　この変化はキリハと孝太郎がお互いを心の中の一歩深いところまで招き入れたからこそなのだが、まだキリハにはその自覚はない。ないのだが、不快ではないので気にしない事にした。むしろ彼女は楽しいと感じていたのだ。

「あの人と一緒に色々な場所へ出で掛かけた。町で買い物をしたり、公園で遊んだり。動物園や遊園地に連れていって貰もらったりもした」

　キリハは窓の外に見える遊園地や動物園の風景を眺める。すると昨日と今日、そこを駆け回った記憶が脳のう裏りを過よぎる。そしてそこへ十年前の記憶が重なるようにして蘇る。この二日間で取り戻もどした、想いと一緒に。

「動物園や遊園地って、それじゃあやっぱり………」

「そうだ孝太郎。汝に付き合って貰ったのは、全てあの人と一緒に回った想い出の場所なのだ」

　キリハは孝太郎に頷くと、胸のポケットの中から一枚のカードを取り出した。油性のインクで悪戯書きのされている、古ぼけたトレーディングカード。それを見た孝太郎は映画のパンフレットを開き、そこに挟はさまれていたカードを引っ張り出した。それはキリハのものと全く同じカード。だがそれは彼女のものとは違ちがって、真新しく光り輝いていた。

「このカードはあの人から貰ったものだ。我はこれを貰って大喜びをして………それにあの人は映画にも連れて行ってくれてな………」

　キリハはカードを見る。その優しくもあたたかい眼差しは、カードの向こう側にいる誰かを見つめていた。

　このカードは元々お菓子の付録で、十年前の映画に合わせて売られていたものだった。彼女のカードが古ぼけているのは、十年間ずっと大切に持っていたから。十年間、その向こう側にいる誰かを、見つめてきたからだった。

「………好きだったんだろう？」

　孝太郎は海へ行った時に、旅館でキリハがそう言っていたのを覚えていた。ずっと昔に、大好きだった人から貰ったものなのだ、と。

「ああ。あれが我の初はつ恋こいだった」

　キリハは指先でカードの表面をゆっくりとなぞる。

　―――そりゃあ大事な訳だ。初恋の相手がくれたものなんだからさ………。

　その優しい手つきを見ながら、孝太郎はこれまでしばしばキリハが見せていた優しい表情の意味を理解していた。

　海で聞いた時には、孝太郎は彼女の言う『好き』の意味が良く分からなかった。しかし今ならはっきりと分かる。それは多くの恋れん愛あい感情を含んだ『好き』だったのだ。

「だが、楽しい日々はそう長く続かなかった」

　そこでキリハは笑顔を消し、寂さびしそうに肩かたを落とした。それまでは笑顔だっただけに、そこにはまるで明かりが消えたかのような寂しさがあった。

「何があったんだ？」

「迎むかえが来た。我は家出をしていたからな」

「そういえば、あんたは地底の名家の娘むすめだったんだよな」

　キリハは族長の娘。それが家出をしてしまえば、一族総出で捜し回る事になる。その結果、キリハは地底に連つれ戻される事になった。大好きな少年と引き離はなされて。

「それがあの人との別れだった。それ以来、地上に出る事は許されず、あの人と会う事もなかった」

「会いたかったんだろう？」

「無論だ。幼かったとはいえ、我は本気であの人と添そい遂とげるつもりでいたのだから」

　キリハは寂しそうにしたまま、薄っすらと笑う。

　家出の最中に起こったキリハの初恋。それは彼女の迎えが現れたのと同時に、唐とう突とつに終わりを告げた。それはほんの短い期間の恋こいだったが、その後十年、キリハは一度としてそれを忘れた日はなかった。手にしたカードの中に、その想いを積み重ねてきたのだ。

「だから地上侵しん略りやくが決まった時、我は居ても立ってもいられず、指揮官に志願した」

「なんだって!?」

　続いたキリハの言葉に孝太郎は目を剥むいた。ここまで聞けば孝太郎にも分かる。キリハが地上へやってきた、その真意が。それは孝太郎を驚きよう愕がくさせずにはおかなかった。

「じゃああんたは、初恋の人と会う為に、地上を侵略しに来たっていうのかっ!?」

「そうだ」

　キリハは頷く。孝太郎の想像は正しかった。

「その為にはどうしても平和裏に侵略する必要があった。あの人と過ごしたこの町を、戦火で焼くなど有り得ない事だから」

　キリハは初恋の人を捜す為に地上を侵略しに来た。侵略という目的がなければ、地上へ出る事は許されないからだ。そしてもちろん地上の人間とのトラブルが起きてしまえば、初恋の男性に再会しても悲しい結末にしかならない。彼女はどうしても平和裏に侵略を進める必要があった。

「ちょっと待ってくれ、あんた一番最初に会った時に、武器を大量生産する為に一〇六号室を寄よ越こせって言ってなかったか？」

　孝太郎がキリハと出会った時、彼女はカラマとコラマのような霊れい子し力りよく兵器を大量生産する為に祭さい壇だんを作りたいと言った。それはたった今聞いた彼女の話とは明らかに矛む盾じゆんする内容だった。

「実のところ、あれはある種の賭かけだった」

「賭け？」

「ああいう風に言えば、汝が抵てい抗こうしてくれるかもしれないと期待していたのだ」

「そうかっ、そういう事だったのかっ！」

　孝太郎が常々感じていた疑問。キリハが本気で一〇六号室を奪おうとしていないのではないか、という事。それは孝太郎の思い違いではなく真実だったのだ。

「汝には抵抗して貰わねばならなかった。早期に祭壇が完成してしまえば、武力侵しん攻こうをしたい急進派の連中が勢い付いてしまう。地上との戦いくさはどうしても避さけなければならない。あの時点で一〇六号室を手に入れてはまずかったのだ」

　キリハの進める融ゆう和わ型侵略の最大の障害となるのは、武力侵略を主張する急進派の存在だった。もし早期に一〇六号室が手に入れば、彼らが暴発する危険が高まる。それを防ぐ為に、キリハは一〇六号室がなかなか手に入らない状じよう況きようを作り出す必要があった。

「だからあんたは俺の不安を煽あおり続け、それでいて実際には何の手も講じなかった」

「済まなかった孝太郎。一〇六号室に関する争いは、勝っても負けても駄目なのだ。勝てば急進派は兵器を量産して進軍しようとする。負ければ武力で強引に一〇六号室を奪だつ取しゆしようという動きが出る。それではどうしても地上との戦争になってしまう」

「そして戦争になってしまえば、あんたの望みは叶かなわない、か………」

　キリハは元々平和主義者で、武力侵略など望んでいない。その上、初恋の男性との再会を望んでいる。

　その双そう方ほうを理想的な状態で満足させるには、平和裏に侵略しつつ、一〇六号室は膠こう着ちやく状態に持ち込む必要があった。

　孝太郎が感じていた疑問は、そのせいで生じていたものだったのだ。

「ったくぅ、言ってくれりゃあ、最初から協力したっての………」

　孝太郎はガリガリと頭を掻きながら苦く笑しようする。キリハの目的は至ってまともだ。戦争を起こしたくない。初恋の人に会いたい。むしろ孝太郎の方から協力してやりたいと思う程だった。

「孝太郎、汝の言う通りだ。今にして思えば、最初から汝に協力を仰あおぐべきだった。だがあの時は後がなかったし、汝が本当の意味で信頼できるかどうかも分からなかった」

「仕方ないか。あんときは初対面だもんなぁ………」

　出会った時はお互いが信頼できるかどうかが分からなかった。だが八ヶか月げつ経たった今、二人はお互いを信頼に足る人物だと確信していた。だからこそキリハは孝太郎に全てを話した。そして孝太郎もキリハの言葉を信じた。今、この時だからこそなのだ。

「本当に済まなかった、孝太郎」

「えっ？」

「これまでずっと汝を惑まどわせて来た。その事を詫びたい」

　単純な嘘うそや誘ゆう導どう、他にも色いろ仕じ掛かけや挑ちよう発はつ。孝太郎を信用させたり、逆に警けい戒かいさせたり。これまでキリハは様々な手段で孝太郎の信頼を掻き乱みだしてきた。どうしても必要だったとはいえ、彼女はそれを申し訳ないと思っていた。

「いいさ、別に。しかし………そいつはちょっと残念だな、年とし頃ごろの若者としては」

　キリハの謝罪を受け、孝太郎は苦笑して肩を竦める。その表情は言葉通り残念そうだった。

　孝太郎はこれまでキリハがしてきた事を怒おこっていなかった。より大きなトラブルを防ぐ為なら、許せる事だった。それに助けて貰った事も一度や二度ではない。しかしその半面、残念な事もあった。

「残念？」

「あんたの誘惑が本当だった方が、男としては得だったかなって思ってさ」

　孝太郎は健康的な男子なのだ。

「孝太郎………」

　キリハはそんな孝太郎の言葉に目を丸くする。だがその直後、キリハは声を上げて笑い始めた。それはまるで弾はじけるような元気な笑い声だった。

「ふふふふふっ、あはははははっ！」

　そんな彼女の横顔を、傾き始めた太陽が明るく照らす。その光に負けないほど、彼女の笑え顔がおは輝いていた。それは恐らく、孝太郎が初めて見た、キリハの心の底からの笑顔だった。

「そんなに笑う事はないだろ？　若いんだから当然じゃないか」

　あからさまに笑われて、孝太郎は少しむっとした様子で腕うで組ぐみをした。だがキリハが笑っていたのは、孝太郎の考えている意味とは正反対だった。

「ふふふふっ、孝太郎、汝のその言葉が本当であった方が、女としては誇らしかったかもしれない」

　何故ならキリハは信じているのだ。

　里見孝太郎という男は、そんな安っぽい誘惑で篭ろう絡らくできるほど簡単な人間ではない、と。










　観覧車から降りた孝太郎とキリハは、そのまま別のアトラクションへ向かった。キリハには最後にもう一つだけ行っておきたい場所があったのだ。

「ところでキリハさん、その初恋の人ってのは見付かりそうなのか？」

「いや、それがなかなかな。何せ十年前だ。手て掛がかりも極きよく端たんに少ない」

　孝太郎の隣となりで、キリハは苦笑しながら首を横に振ふった。そんな彼女の顔を赤くなり始めた太陽が照らす。時刻は夕方に差さし掛かかり、日差しは傾いて並んで歩く二人の影が長く延びていた。

「確かに手掛かりがカード一枚じゃ、辛つらいわな」

「手掛かりはもう一つあるのだが、それをあの人が今も持っていてくれるかどうかは分からないのだ」

　孝太郎がキリハから初恋の少年の話を初めて聞いたのは、夏に出掛けた温泉旅館での事だ。それから既すでに数すうヶか月げつ。キリハはその頃から手を尽つくして捜していたが、初恋の少年の行方ゆくえは知れなかった。

「痕こん跡せきが余りにも少なすぎる。誰だれも覚えていない。我自身ですら、顔が思い出せない。これでは見付かるかどうかすら、分かったものではない」

「実質、この町に住んでる三十前くらいの男を総当たりしなきゃいけない訳か」

　キリハが少年に出会ったのは十年前。その頃に少年は高校生くらいだった訳だから、今は三十近い年齢の筈。だがその条件だけでは該がい当とうする人間の数が多過ぎた。

「もうこの町に居ないのかもしれない。居たとしても、我との出会いを覚えていてくれるかどうか………」

「それでも捜さずにはいられない、か」

「………ああ………」

　キリハは頷くと頭上を見上げる。青い空、白い雲。冬の高い空は、どこまでも澄すみ渡わたっている。

「そんなに好きなのか？」

「ああ。この二日間、汝なんじと共に想い出を辿たどってみて、改めて良く分かった。我は今もあの人を愛しているのだ」

　キリハの気持ちも空と同じく澄み渡っている。何としても捜し出す。その決意と十年分の想いは揺るがなかった。

「だから会いたい。会ったとしても、この想いを受け入れて貰えるとは限らない事は十分に分かっている。だが会わねば、我は一歩も先へ進めない」

　たった数日、しかも幼い頃の初恋だった。それでもキリハは今もその少年の事を想っている。

　少年は大人になり、キリハの事を忘れているかもしれない。あるいはもう結けつ婚こんして家庭を持っているかもしれない。もしそうだったとしても、キリハは会いたかった。とはいえそれで少年の今の生活を壊こわしたい訳ではない。ただ会って、自分の気持ちを伝えたかった。十年間、ずっと想っていたのだと。その気持ちを受け入れて貰えなくても構わない。そうしなくては、気持ちを切きり替かえて他の人を愛する事はできないだろう。これはキリハが悔くいなく生きる上で、どうしても必要な事なのだった。

「会って、気持ちを伝えて、区切りを付けたい。もちろん受け入れて貰えるなら、これほど嬉しい事はないのだが」

　そこでキリハは微笑む。清すが々すがしい真まっ直すぐな笑顔。これまでキリハはこの事を誰にも話した事はない。だからこの時の笑顔は、孝太郎を本当の友達だと思えばこその、信頼の証あかしでもあった。

「中ちゆう途と半はん端ぱなままでは、生きられないか。へへっ、気に入った」

　話を聞いた孝太郎は嬉しそうにニヤリと笑う。

　キリハの話は実に孝太郎の好みだった。結果がどうあれ、区切りを付けなければ先へ進めない。その不器用な生き方は、孝太郎自身にも通じる所があった。だから孝太郎はキリハの気持ちが良く分かる。そしてこれまでよりずっと親近感を持った。

「孝太郎？」

「キリハさん、俺も手伝うから、絶対そいつを見付けよう」

　だから孝太郎はキリハの手伝いがしたくなった。この時の孝太郎は、自分の初恋の人を捜すかのような気分だった。それだけキリハに親近感を持っていたのだ。

「えっ？」

　孝太郎の思わぬ申し出に、キリハは驚いて目を丸くする。孝太郎が手伝ってくれるとは思っていなかったのだ。

「あんたほどの女に、そこまで想われてるヤツの顔が見たくなった」

「孝太郎………」

　キリハは思わず服の胸元をぎゅっと握り締めると、その瞳を僅わずかに潤うるませる。

　―――そうか………そういう男だったな………。

　そこでキリハは自分が孝太郎を信じるようになった経けい緯いを思い出した。孝太郎は不器用だが真っ直ぐで、心優しい少年だ。だからこそ全てを打ち明けたのだ。それを再確認したキリハは、孝太郎の気持ちが嬉しかった。

「それにここまで首を突っ込んだら、先が気になって仕方がない」

「………ありがとう、孝太郎………」

　キリハは嬉しそうに目を細めると、胸に手を当てたまま深々と頭を下げる。それはキリハにとって最上級の感謝だった。

「よせよせ。気にすんなよ、このぐらい。友達なんだろう？」

　孝太郎は頭を掻きながらぶっきらぼうにそう言った。やはり他人に心から感謝されるのは照れ臭かった。

「………そうだったな」

　孝太郎の言葉を聞き、キリハはゆっくりと顔を上げた。その時にはもう、キリハは笑顔に戻っていた。悲しい事があった訳ではないから。

「とはいえ、他人の恋こい路じを横目で見守るのは、妬ねたましいものがあるのは確かだ」

「確かにな。気持ちは良く分かる」

　キリハは何度か瞬まばたきを繰くり返してから、楽しそうに笑い始める。それは孝太郎への友情を多く含んだ、特別な笑顔だった。

「だからあんたの件が片付いたらさ、地底の可愛い子紹しよう介かいしてくれ」

「分かった、善処しよう」

「よしっ、取引成立だ！」

　孝太郎は大おお仰ぎように頷くと、キリハと一緒になって笑い始めた。

　それは孝太郎が賢けん治じに向けるのと同じ種類の笑顔。孝太郎もキリハの事を大切な友人だと考えるようになっていた。

「そんな訳だから、さっさと見付けようぜ。俺の未来の為にも」

「そうだな。早さつ急きゆうにどこぞの名家の娘を汝に押おし付つけて、地上侵略の足あし掛がかりにしなければならないからな」

「こらこら」

「ふふふっ♪」

　キリハはからかうような笑顔を作ると、孝太郎に背を向けて走り始める。その背中で長い髪かみが翻ひるがえり、太陽の光を浴びてつややかに輝かがやいていた。

　―――意外と子供みたいな奴やつだったんだな。しかしそうか。地底人のリーダーじゃ、そういう部分は誰にも見せられなかったんだろうなぁ………。

　孝太郎はそんな事を思いながらキリハの後を追う。

「おい、待てって！」

「待てない！」

　キリハは孝太郎の制止を無視して、弾はずむような足取りで走っていく。その後ろ姿からは、普段の彼女の落ち着いた凛り々りしい雰ふん囲い気きは感じられない。その姿は確かに子供のようだった。孝太郎はそんな彼女を追って、しばらく走り続けた。

「よっと」

　すたんっ

　キリハは最後の一歩を両足で着地する。するとその髪の毛がふわりと宙に舞う。それが宙に舞っている間に、キリハはくるりと回転して後ろを振り返った。するとちょうどそこへ孝太郎が駆け込んでくる。

「もう追いかけっこはおしまいか？」

「ああ。ここが目的地なのでな」

　キリハは頷くと、片手で背後にあるものを示した。孝太郎はそれを見上げ、両手を腰こしに当ててしみじみと呟つぶやいた。

「また、あんたらしくないものが出てきたな」

「そうか？」

　キリハは上じよう機き嫌げんで目を細める。

　キリハが孝太郎を連れてきたのは、ジェットコースターの前だった。このジェットコースターも大観覧車と同じで、作られた当時は県内最大を誇るものだった。今でこそトップの座は他に譲ゆずったが、その大きさは圧巻だ。高さ七十メートル、落差六十五メートルを誇るそのレールは、絡み合った糸くずのように孝太郎達の頭上に広がっていた。

「………いや、実にあんたらしいのかもな」

　この二日間で、孝太郎にはキリハという少女が本当はどんな人間なのかが分かってきていた。普段は落ち着いて見えるが、その内側には子供っぽさや情熱が隠かくれている。そちらに注目すれば、実にキリハらしいセレクトだった。

「お転てん婆ば娘むすめと言われているようで、大変不本意だ」

「そうそう、そういう意味だ」

「酷いな、孝太郎」

　キリハはクスリと笑うと、先に立ってジェットコースターの乗り場の入り口へ近付いていく。

「そういや、このジェットコースターにも想い出があるのか？」

　孝太郎もすぐにその後を追う。すると彼かの女じよは入り口にある看板の所で足を止めた。

「ああ。実は十年前、我はこの乗り物に乗れなかったんだ」

　振り向いたキリハはそう言いながら苦笑した。

「乗れなかった？　混こんでて乗れなかったのか？」

　入り口の向こう側には、順番待ちの行列が出来ていた。孝太郎はそれを見て、十年前は行列で乗れなかったのではないかと考えた。実際、当時は県内最大のコースターと評判だったので、順番待ちの列は蛇へびのように長く伸びていた。

「いや、そうではない。ここを見てくれ、孝太郎」

　キリハは楽しげに喉のどを鳴らすと、目の前の看板を指さした。

「なになに『身長百四十センチメートル以下の方は、搭とう乗じようできません』………？」

　そこには身長を計る子供のイラストと、百四十という数字が書き込まれていた。

　このコースターには安全面から制限があり、身長が百四十センチに満たない人間は乗る事が出来なかった。

「十年前のお転婆娘は、背が低くてな。どうしてもこれには乗れなかった」

「なるほど、こいつがもう一つの心残りって訳か」

　孝太郎は頭の中で当時の事を想像する。

　するとすぐに背の小さなキリハが乗りたいとわがままを言い、それを少年と係員が一緒になってなだめている様子が浮かんだ。

「クククッ、そいつは災難だったなぁ………」

　自分の想像がおかしくて、孝太郎は笑い始める。

「何か言葉に刺とげを感じるが、その通りだ。だからどうしても乗りたくてな」

「意外と執しゆう念ねん深いんだな？」

「当たり前だ。我は十年も会っていない男の事を、未だに想っている女なのだぞ？」

「そりゃそうだ」

　そこで孝太郎とキリハは笑い合った。そして二人は順番待ちの列に向かって歩き出す。列はそれほど長くはなく、十分も待てば乗れそうな雰囲気だった。

「ジェットコースター………」

　列の最さい後こう尾びについた時、キリハがポツリとそう漏もらした。声に誘さそわれて孝太郎がキリハの方を見ると、彼女は感かん慨がい深げにあたりを見回していた。孝太郎はキリハはかつての事を懐なつかしんでいるのだろうと思った。

　―――しかし、なんだろうな………。

　だが孝太郎はキリハの浮かべている表情がどことなく寂しげである事が気になっていた。どうも心残りを果たそうとしている人間の顔には見えなかった。

　―――もしかして―――

　キリハの横顔を見つめていた孝太郎が、何かの結論に達しようとした、まさにその時だった。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴッ

　突然、地面が大きく揺れ始めた。
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　孝こう太た郎ろうは最初、自分が感じている揺れをジェットコースターが出している振しん動どうだと思った。だがそれにしては揺れは大きく、いつまでも収まる気配がない。それに揺れは下から突つき上あげるかのように感じられる。すぐそこにあるコースターが出している振動としては不自然だった。

「なんだ、これ………」

　孝太郎が戸惑っている間にも、揺れはどんどん強くなっていく。初めは細かい揺れだったそれは、今では小さな衝撃の集まりとなって孝太郎の足の裏を叩いていた。

　戸惑っているのは孝太郎だけでなく、周囲の客達もだった。唐突に始まった地じ震しんに表情を曇くもらせていた。ジェットコースターに乗ろうという時なので、尚なお更さらだった。

「これはまさか!?」

　しかしそれ以上に表情を曇らせていたのはキリハだった。揺れを感じた直後から、キリハの表情は鋭さを取り戻していた。彼女にはその振動に思い当たる事があったのだ。

「カラマッ、コラマッ！」

　キリハはすぐに二体の埴はに輪わを呼んだ。すると彼女のすぐ傍そばに二体の埴輪が出現した。埴輪達はキリハの命令を待たず、既に行動を開始していた。

『はいだホー、姐あねさん！　こちらでも感知しているホー！』

『振動パターン照合中、霊子力ジェネレーター反応有り。照合完かん了りよう、九十七パーセントの確率で地中潜せん航こう艇ていだホー！』

　急いでいるのか、彼かれらは挨あい拶さつもそこそこに多くの情報を報告していく。それを聞いたキリハは、表情を更に厳しくした。

「やはりかっ!!　状況は!?」

『深度二十メートル付近を上昇中！』

『地上へ出るつもりだホ！　出現予測地点は南南西五十メートル！』

「馬ば鹿かなっ、こんな場所にっ！」

　キリハは乗り場の柵さくを飛とび越えて外に出ると、埴輪の情報に沿って走り始めた。

　埴輪の情報が確かなら、この揺れは大地の民たみが使っている地底を移動する為ための乗り物、地中潜航艇が引き起こしている。そしてそれは大地を突き破やぶって、地上へ出てこようとしている。この休日で賑にぎわう遊園地のど真ん中に。

「キリハさんっ!?　どうしたってんだっ!!」

　孝太郎は慌あわててキリハの後を追う。そうしながら孝太郎は何度もキリハを呼んだ。

「まずい………ただの偵てい察さつで、こんな人間の密集した場所へ出てくる筈はない！」

　焦あせるキリハの耳には孝太郎の声は届いていなかった。キリハを焦あせらせていたのは、今この場所に地底の潜航艇が現れようとしている事が示す、ある結論のせいだった。

　キリハの直属の部下達が地中潜航艇を使う事はない。地上への融和を目指すキリハ達なので、そもそも使う必要がないのだ。それに下手に潜航艇を使って目立ちたくはない。こんな場所へ出てくる事はありえなかった。

　考えられるのは緊きん急きゆう事態が起きた場合だが、その場合は潜航艇を使う前に連れん絡らくが来る筈だ。そうなると、残された可能性は幾いくつもない。

「早まった真ま似ねをっ！」

　ギリッ

　キリハは奥おく歯ばを噛かみ締める。

　地中潜航艇が現れた理由は一つ。急進派が、あるいはその一部が、暴走して地上への武力行使を決断した。力を誇こ示じするためなのだから、目立って構わない。むしろ人の多い場所を選ぶ。潜航艇は、この場所にいる人間を攻撃する為に地上を目指していたのだ。

「どうしたんだ、キリハさんは!?」

『ホー！　攻撃があるんだホー！』

　孝太郎の疑問には、二体の埴輪が答えた。埴輪は孝太郎の隣にふわりと浮かびあがると、一緒にキリハの後を追う。

「攻撃!?　どういう事だ!?」

『姐さんのやり方に納得できない連中が、地上の人達を攻撃するつもりなんだホ！』

「そうかっ、キリハさんが言っていた急進派って奴らかっ！」

　地上への武力侵略を求める連中がいるから、それを抑おさえる為にも、一〇六号室は奪取する訳にはいかない。奪取に失敗する訳にもいかない。

　カラマの言葉を聞いて、孝太郎はキリハがさっきそう言っていた事を思い出した。

『そうだホ！　だから姐さんはそれを止めるつもりなんだホー！』

「そういう事かっ！」

　事情を理解した孝太郎は、キリハの背中を見ながら後を追う。

　戦いを好まず、初恋の少年との再会を望むキリハだから、急進派の暴挙を黙だまって見過ごす訳にはいかない。キリハは急進派に攻撃を思い留とどまらせようとして、彼らが現れると思われる場所へ急いでいたのだ。

『でも危ないホー！　このままでは姐さんがやられてしまうホー！』

『急進派の連中は、姐さんが邪じや魔まなんだホー！』

「だったら急いで味方に連絡しろっ！　この状態を何とかさせろっ！」

『分かったホー！』

　急進派は武力行使を嫌きらうキリハの存在を煙けむたがっている。キリハの制止を聞き入れる可能性は低いし、この状況なら事故を装よそおってキリハを倒たおそうとするかもしれない。

「許さないっ！　地上を攻撃する事だけは許さないっ！」

　それが分かっていてもキリハは行くしかなかった。そうしなければ、彼女の大切なものを守る事が出来ないから。

　ドンッ、ガガガガガッ

　その時、キリハの目の前のアスファルトを突き破って巨きよ大だいな何かが姿を現した。それは数メートルの長さの金属で作られた黒い円えん筒とう形けいの構造物で、地面のコンクリートやアスファルトを突き破って垂直にそそり立つその姿は、まるで煙えん突とつか何かのようだった。










　気絶したルースを運んでいたのは静しず香かとゆりかだった。二人はルースに肩を貸すようにして、彼女を運んでいた。目的地は遊園地の医務室。ルースが目覚めるまで寝ねかせてあげるつもりだった。

「虹にじ野のさん、しっかり」

「でもでもぉっ、重いんですぅぅぅっ！」

　しかし腕わん力りよくに乏とぼしいゆりかなので、目に見えて歩く速度が落ちていた。それにルースの体重に負けて前ぜん傾けい姿勢気味だった。

「ほんに情けないのう………」

『ゆりか根こん性じようっ！　コスプレ魂だましいを見せるのよっ！』

「そんな事言ったってぇぇっ！」

　実の所、腕力ならゆりかよりティアの方があるのだが、ティアの場合は背が低過ぎて静香の相棒は務まらなかった。ティアの側が下に下がり過ぎてしまうのだ。

『なんだったらあたしが手伝ってあげようか？』

「それだけは断固お断りしますぅぅぅぅぅっ！」

　そして早さ苗なえが助力を申し出ても、幽霊が怖こわいゆりかは断固それを拒きよ否ひした。いくら腕力が増そうとも、取り憑かれるのは嫌だったのだ。そうなると早苗にはポルターガイストでの些さ細さいなお手伝いしかできない。しかしポルターガイストは長時間向きの能力ではないので、あまり足しにはならなかった。

『だったら少しは根性見せなさいよね』

「ゆりかにそれを期待するのは酷こくであろう」

「里さと見みさぁぁん、助けてぇぇぇぇっ！」

　相変わらずどうでも良い事でピンチのゆりか。そして困った時の他力本願だった。

　ドンッ、ガガガガガッ

　そんな時の事だった。彼かの女じよ達たちの進行方向から幾らか左にそれた方角から大きな音が聞こえてきた。それは地面の揺れを感じるほどの大きさの爆ばく発はつに似た音で、そこに物が砕くだける甲かん高だかい音が混じっていた。

「きゃあきゃあっ！」

「落ち着いて虹野さんっ、ルースさんが落ちちゃうわ！」

「なんじゃ、何事じゃ!?」

『ティア、あれっ！』

　大きな音に驚おどろいた四人が音の方に目をやると、遊園地の建物の向こう側に、それまでは見えていなかった円筒形の柱のようなものが出現していた。その円筒形の物体は黒くてごつごつした無骨なデザインで、周囲にある遊園地のメルヘンチックな建物に比べると異い彩さいを放っていた。

「あれは一体!?　ルースっ！　………は気絶したままかっ！　ええいっ！」

　不ふ穏おんな気配を感じたティアは、自分で腕うで輪わを操あやつって情報を集め始める。無人の偵てい察さつ機きを柱へ向かわせ、上空に停てい泊はくしたままの『青騎き士し』の望遠鏡を柱の位置に合わせた。

「これはコータローとキリハか!?　それにこやつらは何者じゃっ!?」

　腕輪がティアの周囲に投とう影えいした映像には、孝太郎とキリハ、そしてその二人と向かい合って立つ男の姿が映っていた。そして円筒形の柱の中から武器を手にした数人の男女が現れ、謎なぞの男を守るようにして取り囲んでいく。

『何かのイベントかな？』

「イベントで地面を砕く奴があるものかっ」

「それもそうですねぇ………」

　孝太郎やキリハと向かい合っている連中は、地面に開いた穴から突き出した柱の中から現れた。だがイベントで地面に穴を開けるほどの事をやるとは思えない。これは何か別の事件が起こっていると考えるのが妥だ当とうだった。

「だったらまずいわよっ!!　里見君達、現実に武器を持っている人達と向き合ってるって事でしょう!?」

　静香がそう叫さけんだ時には、ティアはもう走り出していた。他の者達をその場に置き去りにして、全力で走り始めた。

「コータロー!!」

　―――嫌な予感はしていたのじゃっ！

　ティアはキリハがトラブルを抱えている事に気付いていた。そしてそこに孝太郎が首を突っ込みつつある事も。ティアの頭の中でその事と謎の男達の姿が結び付き、彼女はいち早く孝太郎達の危機を察した。

　―――無事でいてくれ、コータロー！

　皇女が家臣の危機に、現場へ駆けつけようとする。それはおよそ皇女らしからぬ行動だが、ティアはそうせずにはいられなかった。孝太郎の事以外、何も考えていなかった。

『あたしもいくっ！』

　早苗は状況が良く分からず困こん惑わくしていたのだが、ティアの様子に事態の深刻さを悟さとり、迷うことなくティアの後を追った。

　今の早苗にとって、孝太郎はただの同居人ではない。早苗の胸で家内安全の御お守まもりが揺れている限り、彼女には孝太郎のもとへ駆けつける理由があるのだ。

「あっ、ちょっと二人とも、待って!!」

　静香の声はティアの耳には届いていなかった。早苗は聞こえていたが、そのままティアと合流して孝太郎のもとへ向かった。そんな二人を見て、静香は自分も孝太郎達のいる場所へ向かう事に決めた。

「虹野さん、ルースさんをそこのベンチに！」

「あ、は、はいぃっ！」

　考え込んでいたゆりかを促うながし、静香は近くにあるベンチにルースを寝かせた。自分が戻るまで、ここに寝かせておくつもりだった。

「虹野さんはルースさんをお願い！　私はあの二人だけじゃ心配だから、一いつ緒しよに行ってくるわ！」

「わ、わかりましたっ！」

「お願いねっ！」

　静香は背中でゆりかの返事を聞きながら、ティアと早苗を追って走り出した。頭に血が上っている二人を放っておくと危ない。そう判断しての事だった。

「………え、ええと………」

　ゆりかはベンチで眠ねむるルースと、走っていく三人の背中を見比べる。

　―――このまま放っておくとぉ、ものすごい騒さわぎになってしまうような気がするですぅぅ………。

　ゆりかの胸の中に不安が募つのる。

　いつもとは違って、ここには人間が沢たく山さん集まっている。そんな中でティアやキリハが武器を使うような事になれば、ただでは済まない。怪け我が人にんが出るかもしれないし、出なくても大変な騒ぎになる。

「………やっぱりわたしも行こう」

　決断したゆりかは表情をきゅっと引き締めると、一人頷うなずく。

　戦いが始まってしまった時に備えて、人ひと払ばらいの結界を張り、人目を避け、安全を確保する。それはゆりかにしか出来ない仕事だった。

「里見さんが逮たい捕ほされちゃったら困るもの」

　ここへ遊びに来ている人達の為、晴はる海みの為、そして孝太郎と一緒に高校を卒業する為に。ゆりかは自分の成すべき事をするべく、戦いの場に赴おもむく決心をしたのだった。

「来てっ、エンジェルハイロゥ！」

　そんなゆりかの最初の仕事は、気絶したままのルースを守る結界を張る事だった。

「………ごめんですぅ、ルースさん。ここでちょっと待ってて下さいぃ」

　ゆりかはルースの耳元でそっと囁ささやくと、手の中に現れた杖つえを頭上に掲かかげて呪じゆ文もんを唱え始めた。










　シジマ＝タユマは急進派の中でも特に過激な男だった。

　彼は大地の民である事への誇ほこりが極端に強く、歴史的に地上の人間に地下に追いやられた事を常々腹立たしく思っていた。また近年は地上の文化に憧あこがれて大地の民を捨てるものも多く、それが彼を更に苛いら立だたせていた。

　そういう男だったから、大地の民の指導者であるクラノ＝ダイハが地上侵略を決定した時、タユマは小こ躍おどりするほど喜んだ。遂ついに栄光を取り戻す日がやってきたのだ、と。だがそのすぐ後、タユマは大きく落胆する事になる。地上侵略の司令官になったクラノ＝キリハが打ち出した侵略作戦は、彼の期待していたものとはまるで正反対だったのだ。

　キリハの融ゆう和わ的てきな侵略作戦は、タユマには誇りを売り渡す行こう為いにしか見えなかった。奪われたものを力ちから尽ずくで奪い返す事は正義だと信じていたのだ。キリハが恐れていたのはまさにその正義の対立であったのだが、タユマは自らの正義を信じるあまり、キリハの言葉を聞こうとはしなかった。勇気を失くした負け犬の言葉と切り捨てた。

　加えて、このすれ違いにはタユマの属するシジマ家が勇ゆう猛もうで名を馳はせた武門の家いえ柄がらである事も影えい響きようしていた。タユマはたとえ武力による侵略の果てに泥どろ沼ぬまの紛ふん争そうが待っていようとも、自らの正義と勇気を示す為なら、それで構わないと思っていたのだ。

　大地の民である誇り。武門の家の末まつ裔えいである誇り。戦争で名を揚げたい功名心。自らの掲げる正義。武力侵略への期待を裏切られた怒り。そういった事が複雑に絡からみ合って、彼を暴発させた。ダイハが地上侵略を決定してからおよそ一年。彼の我が慢まんはもはや限界だった。

　そしてタユマは自らの手勢を率いて地上を目指した。目的は地上で武力行使して、大地の民の存在をアピールする事。そうすれば地上の人間に敵とみなされ、大地の民は武力による侵略をせざるを得なくなる。それが彼の計算だった。

　しかしキリハはそれを許さない。タユマの行動を許せば、今後数十年に亘わたる紛争の引き金を引く事になる。それでは地上に移り住む前に、大地の民は衰すい退たいしてしまう。だからキリハは断固たる意思をもって、タユマの前に立たち塞ふさがった。

「一体何のつもりだ、シジマ＝タユマ！」

　キリハは数メートル先にいるタユマを睨にらみつけ、厳しい声で一いつ喝かつした。

「何のつもりも何も、司令官殿どのが侵略を手間取っているようなので、手伝ってやろうかと思いまして。ありがたく思って貰わなくては困りますなぁ」

　だがキリハに責められてもタユマは余よ裕ゆうの表情を崩くずさなかった。タユマは四十歳さいを過ぎた壮そう年ねんの男だったので、二十歳はたち前のキリハの事は口だけ達者な小こ娘むすめぐらいにしか思っていなかった。

　タユマは身体の大きな男で、その身体を神社の宮ぐう司じのような装束に包つつんでいた。その背後に控ひかえる八人の部下達も似たような装束を身に着けているが、こちらは動きやすそうな代しろ物ものだ。部下達は普ふ通つうの軍服、タユマは儀ぎ礼れい装。見た目からそういう違いを感じさせる作りだった。

「兵を退くのだ、タユマ！　地中潜航艇を持ち出した事は大目に見てやる！」

「それは出来ない相談ですな。失われたかつての栄光を遂に取り戻す時がやって来たのですから！」

　タユマはキリハの言葉を敢かん然ぜんと拒否した。迷いは微み塵じんも感じられない。タユマは断固とした覚かく悟ごでこの場に臨のぞんでいたのだ。

　―――かつての栄光を取り戻す、だって………？

　キリハの傍で邪魔にならないように成り行きを見守っていた孝太郎は、その言葉に聞き覚えがある事に気付いた。それはキリハと初めて出会った時、彼女の口から飛び出してきた言葉だった。それは孝太郎の危機感を煽る為の言葉だったのだろうが、彼女がそれを否定している姿は孝太郎に不思議な安あん堵ど感かんを与あたえていた。

「分かっているのかタユマ!?　地中潜航艇を地上の人間に見られる事だけでも危険なのだ！　この上、武力を行使すれば退くに退けない戦いくさに突とつ入にゆうしかねんっ!!」

「それこそ我わが望みっ！　戦で積年の恨うらみを晴らし、天地にシジマの名を知らしめ、豊かな大地を我らの手に取り戻すのだっ！」

　かつてとは攻こう守しゆを入れ替え、キリハは地底人の武力侵略を防ぐ為に手を尽くしている。孝太郎がキリハの思おも惑わくを阻そ止ししようとしたように、キリハはタユマの思惑を阻止しようとしている。

　―――キリハさんは本気なんだな………。

　懸けん命めいにタユマを説得しようというキリハの後ろ姿は、先さき程ほどの彼女の言葉が真実である事を証明している。孝太郎はキリハの言葉を信じていたが、こうして明確に行動で示されると嬉うれしかった。

「馬鹿な事をっ！　地上の者達との小こ競ぜり合いに明け暮れて、大地の民を滅ほろぼそうというのか!?」

「そうなる前に勝てば良いのだ！　もし駄だ目めであっても、それで本ほん望もう！　大地の民は犬のように生きるよりは、狼おおかみの如く誇り高たかく死ぬ！」

「狼は常に戦っている訳ではない！　汝はただの狂きよう犬けんだ！」

「小娘が減らず口をっ！」

　狂犬という言葉に腹を立てたタユマは右手を挙げる。

　ジャキッ

　すると彼の周りを固めている八人の男女が一いつ斉せいに銃じゆうを構えた。銃は現代風のものではなく、カラマやコラマと同じく焼き物のような外見をしていた。この銃は雰囲気が似ているだけでなく、カラマやコラマと同系統の技術で作られた霊子力兵器の一つだった。

「キリハさんっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ孝太郎」

　キリハに銃じゆう口こうが向くと、孝太郎は焦り始めた。話し合いなら首を突っ込む事はないが、撃うち合いになるなら放ってはおけない。いつ引き金が引かれるかと思うと、黙って見ていられなかった。だが当のキリハは落ち着いた様子でタユマを見み据すえていた。

「………タユマ、我に銃を向ける意味が分かっているのか？」

「ダイハ殿には、司令官殿は地上の住民の裏切りに遭あって殺されたと報告しておきましょう」

「やはり、最初から全すべて計算尽くか」

　タユマは最初からこの場でキリハを殺してしまう腹だった。だからキリハの居る場所に現れた。そして平和を求めたキリハが地上の人間に殺されたと報告すれば、大地の民の意思は武力侵略に傾く。全て予定通りの行動だった。

「とはいえこのまま殺すのも面おも白しろくない。まずは―――」

　だがタユマが次の行動へ移ろうとした時、孝太郎とキリハに聞き覚えのある声があたりに響ひびき渡った。

「見付けたぞっ、地底人っ！　その人達から離れろっ！」

「何奴っ!?」

　その声に驚き、タユマは慌てて振り返った。その声は近くにあるアトラクションの屋根の上から聞こえてきていた。

「レッドシャイン！」

「ブルーシャイン！」

「グリーンシャイン！」

「イエローシャイン！」

「ピンクシャイン！」

『五人揃そろって!!　太陽部隊っ、サンレンジャー!!』

　赤、青、緑、黄、桃もも。

　それぞれ目が痛くなるようなスーツに身を包みポーズを決めるその五人組は、悪の地底人から地上を守る、正義のヒーローだった。










「愛ある所に正義あり!!　この世に―――」

「撃て撃てぇっ！」

　サンレンジャーは名乗っている最中だったが、タユマは迷わず発はつ砲ぽうを命じた。すると彼の八人の部下達は一斉にサンレンジャーに銃口を向け引き金を引いた。

　ドドドドドドンッ

　その銃が吐はき出したのは銃じゆう弾だんではない。彼らの銃は霊れい力りよくを束ねて撃ち出す、霊子力ビームライフル。その弾たまは早苗がポルターガイストで直接殴なぐりつけるのとほぼ同じ効果を持つ。だが一定の方向に集束させて撃ち出している分だけ、早苗が殴るよりも遥はるかに威い力りよくは高かった。

「だああぁぁぁぁっ、まだ名乗ってる最中なのにぃぃぃぃぃっ!!」

　ズズズンッ

　サンレンジャー達のいる辺りで大きな爆発が起こる。銃の威力は凄すさまじく、八発の弾は着ちやく弾だんして大きな爆発を引き起こした。この爆発にサンレンジャーはひとたまりもなく、無残に吹ふき飛ばされていった。

「来たばっかりでこれかぁぁぁぁっ!!」

「せっかく青いの着てきたのにぃぃぃぃぃっ!!」

「いやぁんっ、だんしゃくさまぁぁぁぁぁん!!」

「あぁぁっ、僕ぼくの焼きイモがあぁぁぁっ!!」

「………消し炭になったね」

　サンレンジャー達は綺き麗れいな放物線を描えがいて飛んでいく。出てきた途と端たんに退場という不幸に見み舞まわれたものの、スーツの頑がん丈じようさのおかげで死ぬほどの怪け我がは無いようだった。

「何をしに来たんだ、あいつらは………」

　孝太郎は飛んでいく五人を見送りながら呆あきれる。

　サンレンジャーは例のセンサーで地中潜航艇を感知して現れた。実は昨日の動物園での一件もそうだった。最終的にはキリハの埴輪を感知してしまったのだが、最初はキリハの動向を探さぐっている潜航艇を感知して動物園へやってきていたのだ。

「タユマ様、連中が報告にあった妨ぼう害がい者しやかと」

「なるほどな。早さつ速そくこっちの動きを掴つかんで邪魔をしに来てくれたか。仕事熱心でありがたい事だな、クククククッ」

　タユマは以前から武力侵略に備えて、部下達に地上の偵察を繰り返させていた。その中で何度か地上の戦せん闘とう部隊から妨ぼう害がいを受けたとの報告を受けていた。サンレンジャーではない、別の部隊が偵察の妨害に成功していたのだ。サンレンジャーの不幸は、偵察目的ではない地底の軍隊と接せつ触しよくしてしまった事だった。

「カラマ、コラマッ、霊子力フィールド出力最大！　武装は属性攻こう撃げき、残りのエネルギーは全てフィールドへ回せ！」

『らじゃーだホー！』

『ホホー！』

　だがサンレンジャーの登場は無む駄だにはならなかった。八人がサンレンジャーを攻撃した隙すきを突き、キリハは埴輪を呼び寄せて戦いの準備を整えた。二体の埴輪はキリハの傍に浮かびあがり、自分達ごとキリハと孝太郎を黄色い光で包みこんだ。二体の埴輪の作りだした、この霊力の盾たては厚い。これならば八人の銃じゆう撃げきにも耐たえられる。続けて埴輪達は攻撃の為に、それぞれ身体から炎ほのおと電でん撃げきを発し始めた。

「ほう、クラノ自じ慢まんの自動人形か。だがっ、こちらは警護用ではなく戦闘用だっ!!」

　ヒュッ

　タユマの傍に一メートル程ほどの大きさの土ど偶ぐうが浮かび上がる。土偶の身体はカラマとコラマに似て焼き物のようだったが、形は大分角張っており、攻こう撃げき的てきなデザインだった。この土偶はキリハの埴輪と同じく、タユマに仕えるロボット兵器だった。

「数で攻せめてきたと思えば、今度は力押しか。シジマの武勇とは随ずい分ぶん安っぽいもののようだな」

「何とでも言え。戦とは元来そういうものよっ！　ジャッコー、霊子力フィールド中和装置作動！」

『ガー――』

　土偶はタユマの命令を受けて一声吼ほえると、身体からオレンジ色の光を放ち始める。そして土偶はそのままゆっくりと埴輪達に近付いていった。

『姐さん！　あいつ、こっちの霊子力フィールドを浸しん食しよくし始めているホ！』

『このままだとまずいホ！　ジェネレーターの出力で負けているホ！』

　土偶が近付くにつれて、孝太郎達を覆おおっている黄色い光が弱まっていく。これは土偶に備わった、霊力の盾を破る能力だった。

　片方がバリアーを張ろうとし、もう片方がそれを破ろうとすれば、内蔵された動力の力が強い方が勝つ。だがこの場合、カラマとコラマが不利だ。埴輪達は三十センチ程の大きさしかない。これに対して土偶は一メートル近い。大きさで大きく劣おとる埴輪達だから、二体分の力を合わせても土偶には及およばない。このままではすぐに霊力の盾を剥はがされてしまうに違いない。

「タユマ、どうしても戦いは止められないか？」

「愚ぐ問もんですなっ！　こうして出てきた以上、手ぶらでは帰れませんなぁっ！」

「分かった。それでは我も覚悟を決めるとしよう」

　キリハは自身の言葉が終わらないうちに、左手を大きく振り被かぶった。その手にはいつの間にか青い籠こ手てがはめられていた。それは秘密基地にある武器庫から持ち出した、キリハの武器だった。

「断じて奪うばわせはせんっ！　人も！　この場所もっ！」

　これまではずっと自身が武器を使う事はなかったキリハ。だがこの期きに至り、遂に武器を手に取った。平和的な解決を目指す彼女だからこそ、その意味は重い。彼女が武器を手にしたのは、なんとしても戦争を防ごうという決意の表れだった。

「フハハハハッ、たった一人でどう守る!?」

　タユマはキリハをあざ笑う。もはやこれまでのような敬語は使わない。勝利を確信したタユマはキリハを見下していた。

「この地上にお前の味方は居ないっ！　お前の守ろうとしたものは、お前を守ってはくれんっ！　お前の望む未来が無残に砕けていく様を、そこで眺ながめているがいいっ！」

　タユマは自らも銃を構える。その銃口を向けたのはジェットコースターだった。

「おのれタユマっ、地上を攻撃などさせるものかっ！」

　ジェットコースターに銃口が向いた事で、日ひ頃ごろ冷静なキリハも焦っていた。遊園地はキリハにとって重要な想おもい出での地。中でも特にジェットコースターには思い入れが深い。焦ったキリハは左手にはめた青い籠手をタユマに向けた。

　ジャキッ

　しかしそんなキリハを遮さえぎるようにしてタユマの部下達が立ち塞がる。彼らはキリハに銃の狙ねらいを定めていた。そのせいでキリハはタユマを攻撃する事ができなかった。

「くっ」
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　カラマとコラマが作る光の盾が土偶に浸食されつつある今、タユマの部下達の銃を防ぎ切れない可能性が強い。キリハの側から攻撃して隙を見せる訳にはいかなかった。

「クククククッ、こんなくだらない場所にある鉄てつ屑くずを守ろうとするとは、お前の酔すい狂きようも大したものだ」

　タユマはまるで焦るキリハに見せ付けるかのように、ゆっくりとジェットコースターに狙いを定めた。

「よせっ、タユマ！」

「その小こ賢ざかしい声も今となっては心ここ地ち良よいな。大好きな鉄屑が崩れる時に、お前がどんな声を上げるのか実に楽しみだ」

　タユマはキリハを嘲ちよう笑しようしながら、銃の引き金に指をかけた。

　ガンッ

　しかしタユマが引き金を引くよりも早く、彼に拳こぶしを振るったものがいた。

「ぐわぁっ!?」

「ふざけるなよ、この野や郎ろう」

　それはタユマがその存在を忘れていた孝太郎だった。だがタユマが忘れているのも当然だ。丸まる腰ごしの地上人が何かをするとは誰も思わない。実際キリハもそうで、孝太郎がタユマを殴り付けた事に驚き、目を見張っていた。

「孝太郎!?」

「お前ら、やって良い事と悪い事があるぞ」

　孝太郎は倒れたタユマを怒ど鳴なりつける。孝太郎は心底怒っていた。相手が誰だとか、武器を持っているとか、そんな事はすっかり忘れていた。孝太郎が分かっていた事は一つだけ。タユマの行動を決して許してはならないという事だった。

「この場所はな、みんなが思い出を作る場所なんだ」

「下らんっ!!　それが何だというんだ!?　俺おれ達たちの知った事かっ!!」

　タユマは口を拭ぬぐいながら立ち上がる。孝太郎に殴られて口を切ったのだ。年下の少年に殴られて怪我をさせられたなど、プライドの高いタユマには納なつ得とくの出来る事ではない。タユマは激しい憎ぞう悪おを燃やして孝太郎を睨みつけた。

「ここを下らんというお前には地上は侵略させないって事さ！　キリハさんはなっ、ここを下らんとは言わんのだっ！」

「ほざいたな小こ僧ぞうっ！　だったらお前から先に殺してやるっ！」

　孝太郎は再びタユマに殴りかかる。それを迎むかえ撃つべく、タユマは手にしたままの銃を孝太郎に向けた。孝太郎とタユマの距きよ離りは殆ほとんどない。狙わずとも当たる距離だった。

　キュンッ、キュキュンッ

　だが、今度もタユマの銃が火を噴ふく事はなかった。突とつ如じよ頭上から降り注いだ数条のレーザーが、タユマの銃を撃ち抜ぬいたのだ。その攻撃で銃はばらばらに砕け、中の電子装置を撒まき散ちらしながら地面に転がった。

「なんだとっ!?」

「でかしたティアッ!!」

　孝太郎はそのまま拳を振るう。

　ゴッ

　その拳は驚いて棒立ちになっていたタユマの顔に直ちよく撃げきする。再び顔を殴りつけられたタユマは、もんどりうってその場に倒れた。

『「でかしたティア」ではないっ、「助かりました皇女殿でん下か」であろう！』

　孝太郎の頭上からティアの声が降ふってくる。その直後、一メートル程の大きさのずんぐりした飛行機のような形の機械が孝太郎の傍に降りてきた。それはティアが腕輪で操っている小型戦せん闘とう機きで、昨日今日と孝太郎とキリハの追つい跡せきに使っていたものだった。

「助かりました皇女殿下」

『まったく無む茶ちやばかりしおってからに………』

　小型戦闘機からティアの呆れた声が聞こえてくる。この戦闘機はしばらく前から孝太郎達の頭上で待機していた。それは危険が迫せまった時に孝太郎達を守るためだった。

　ティアは戦闘機から孝太郎にだけ分かるように合図を出し、協力して攻撃の機会を狙っていた。結局はティアが攻撃を始める前に孝太郎が怒ってタユマを殴ってしまったのだが、一応は狙い通りの結果だった。

「ティア、ごちゃごちゃ言ってないで剣けんを寄よ越こせ！」

『違うっ、剣をお与え下さい、皇女殿下だっ！』

　だがタユマを攻撃されて、その部下達が黙っている筈はない。

　ジャキッ

　八人のうち半数がキリハから孝太郎に狙いを変えた。だがその時にはもう、孝太郎達の戦う準備は整っていた。孝太郎は空中に開いた黒い穴から剣を引っ張り出すと両手で構える。剣はティアの紋もん章しようである金色の花が刻まれた、宝ほう剣けんサグラティン。構えはフォルトーゼの古流剣けん術じゆつ。どちらもティアが孝太郎に与えたものだった。

『スモークディスチャージャー！』

　ドムッ

　ティアの声と同時に、孝太郎の周囲が真っ白な煙けむりに包まれる。この煙は小型戦闘機が発射した球体が作り出したものだ。反応の早い化学物質が大量の白はく煙えんを生み出し、敵の視界を一気に奪う。多くの敵に囲まれた時に有効な装備だった。

「馬ば鹿か野や郎ろうっ、俺も何も見えないだろうっ!?」

　だが孝太郎は煙の中で姿勢を下げつつ、ティアに苦情を言う。確かに白煙でタユマの部下達の発砲は防いだが、孝太郎にも周囲がまるっきり見えなくなっていた。

『落ち着けコータロー！　何も無策でやった訳ではないっ！』

『孝太郎っ！』

　その直後、孝太郎は首筋に慣れた気配を感じた。

「早苗かっ!?」

『うんっ！』

　そして耳元で早苗の声。早苗は煙の中で孝太郎を見付けだし、いつものようにその背中にしがみついたのだ。

『敵ならあたしが見付けてあげるっ！』

　早苗がそう言った途端、煙で真っ白だった孝太郎の視界に、幾つか光るものが見えるようになった。光は一つ一つが人の形をしていて、煙の中でゆらゆらとうごめいていた。

「なんだこれっ!?」

『あたしが孝太郎の食べてる物の味が分かるのの逆だよっ！　あたしが見てる物を孝太郎が感じてるの！』

「なるほどなっ、便利なもんだっ！」

　事情を理解すると、孝太郎はすぐに走り出した。

　動いている光は全て人間。そしてキリハは傍に埴輪がいるので区別がつく。という事は残りは全てタユマの部下。このチャンスを逃のがす手はなかった。

『後でたっぷり褒めやがれ♪』

「分かってる分かってるっ！」

　孝太郎は剣を振るい、タユマの部下達の武器を次々と破壊していく。孝太郎と早苗には記き憶おくがないが、実はこうするのは二度目だった。おかげで孝太郎はすんなりとこの状況を受け入れていた。

『騎士としては褒められた戦いでは無いのじゃが………』

「いやっ、お前は天才だティア！」

　そして孝太郎は丸腰になった彼らを順番に剣の腹で叩たたいて気絶させていく。突とつ然ぜん視界を奪われた彼らに、この孝太郎の闇やみ討うちを防ぐ方法は無かった。慌てた彼らは銃を乱射したが、そんな事では状況は覆くつがえらなかった。

『そっ、そうかのう？　本当にそう思うかっ？』

「おう。一つ借りが出来たな」

　確かに騎士としてはこういう一方的な戦いは褒められない。だが命の取り合いをしないで済むなら、これほどありがたい事はない。孝太郎はキリハの望みを知っているから、心底そう思う。だから孝太郎は素す直なおにティアに感謝していた。

『孝太郎、煙が晴れるよ』

　孝太郎が自分を狙っていた四人を気絶させた所で、煙を作り出していた球体の効果が切れ、煙が風に散らされて消えていく。この場所は海が近いので夕方になると少し風が出る。煙の発生が止やんでしまえば、消えるのはあっという間だった。

「そっちも片付いてたのね。やるじゃない、里見君」

「大家さん」

　煙が消えると、タユマの残る四人の部下達は全て地面に横たわっていた。代わりにそこへ立っていたのは、顔に大きなゴーグルを着けた静香。彼女は煙に紛まぎれて接近し、キリハを狙っていた四人を音もなく排はい除じよしたのだ。

『無事で何よりじゃ、シズカ』

「武道家としても褒められた戦いじゃないわね、こんなゴーグル使ってちゃ。心眼でやらなきゃね」

　静香はティアの声で喋しやべる無人戦闘機に向かって笑いかけると、ゴーグルを外した。それは白煙の中でも目が見えるようにとティアが渡した、赤外線を見る事が出来るゴーグルだった。

「くっ、くそっ、まさかこんな伏ふく兵へいがいようとは………」

　孝太郎に殴られて倒れていたタユマが身体を起こす。すると土偶がカラマとコラマから離れ、タユマを守るように移動していった。

「どうする、タユマ。これでもまだ戦うつもりか？」

　キリハはタユマに近付いていく。その左手には相変わらず例の青い籠手がはめられている。いざとなればそれを振るう覚悟は出来ていた。

　タユマは劣れつ勢せいながらも、膝ひざ立ちの姿勢でキリハを睨みつけ堂々と言い返した。

「当り前だろうっ！　ここでお前を生いけ贄にえにする事ができれば、大地の民は戦いを選ぶのだからな！」

　ここでタユマの一派が倒されようとも、キリハさえ死んでいれば、他の急進派がその事実を利用して大地の民を扇せん動どうする。そうすればタユマの望んだ結果になる。彼自身の勝ち負けに目を瞑つぶれば良いだけの話なのだ。

「この状況でそれが出来ると思うか？」

「思わんな」

　タユマの周りにはキリハ以外にも孝太郎達がいる。タユマにもキリハを殺す事が難しい事は良く分かっていた。にもかかわらず、彼は笑う。

「だが捧ささげられるべき生贄は、必ずしもお前である必要はないっ！」

　タユマの笑顔は、勝ち誇っているかのようだった。それはまるで最初からこうなる事を予想していたとでも言いたげだった。

「そうかっ、汝の狙いは我だけでなく―――」

　その瞬しゆん間かん、キリハはタユマの狙いを悟った。

「ジャッコー、安全装置解除っ！」

『ガー――』

「カラマッ、コラマッ！　霊子力フィールドをあの自動人形の周りに集中展開っ！　出力全開っ！　回路が焼き切れても構わんっ！　何としても防ぎ切れぇぇっ！」

「もう遅おそいっ！　自じ爆ばくだジャッコー！」

『ガー――』

　キリハとタユマの命令は同時だった。だが、命令が短かった分だけタユマの命令の方が先に終わった。カラマとコラマのフィールドは僅かに間に合わない。いや、間に合っていたとしても、浸食を受けている状態で、防げたかどうか分からない。

「クククククククッ、ハハハハハハァッ、俺おれの勝ちだぁっ！」

　勝利を確信したタユマが嘲笑する。全ては予定通りだった。

　タユマの作戦には二段階の目標が設定されていた。

　第一の目標はタユマ自身の手によりキリハを暗殺する事。この目標の達成が難しくなった時点で、彼は用意されていた二番目の目標を果たすべく動き出した。

　第二の目標は土偶を使った自爆を行い、タユマ自身が生贄になる事。キリハのクラノ家程ではないが、タユマのシジマ家も有力な家柄だ。地上の人間による攻撃で土偶が爆発した事にすれば、地上の人間の非道な行いで英えい雄ゆうが殺されたと地底の世論を誘ゆう導どうできる。そしてこの自爆にキリハを巻き込む事が出来れば、最高の結末となる。

　事前に何度も偵察部隊を出したのは、その姿を晒さらして地上の戦闘部隊を引っ張り出す為。それが出来れば、地上の部隊にやられたという証しよう拠こになる。これに引っかかり、実際にサンレンジャーがこの場におびき寄せられていた。だからこそタユマはサンレンジャーが現れるまではキリハに手を出さなかった。

　サンレンジャーの現れた後でキリハを殺し、これまでの詳しよう細さいな記録映像を保持しているカラマとコラマを破は壊かいできれば誰も疑わない。タユマがカラマとコラマの霊子力フィールドを無効化する土偶を持ち出したのは、確実に二体を破壊する為。これまでの事はフィールドを完全に浸食して無効化する為の時間稼かせぎでもあったのだ。

　そしてそれに失敗した時には自爆して生贄となる。それにキリハを巻き込めれば理想的だが、最悪でもカラマとコラマを破壊できれば良かった。キリハ一人の証言だけでは、シジマ家をはじめとする急進派の証言を覆す事は出来ない。タユマ一人が死ぬだけでも十分に地底の世論を揺ゆさぶる事が出来るのだ。

「これで大地の民は栄光を取り戻もどすっ！　そして俺は英えい霊れいの列に並ぶっ！」

　タユマの勝利だった。土偶は自爆してタユマが死ぬ。同時に埴輪は破壊され、証拠はなくなる。そしてこの状況を利用して、他の急進派の連中が地上人討うつべしの声を上げ始めるだろう。タユマの望んだ、戦争の時代が始まるのだ。

　ズドンッ

　そして土偶が爆発する。タユマは笑いが止まらなかった。

「なっ、なにぃぃぃぃっ!?」

　その爆発が、発生が間に合わない筈はずのカラマとコラマの霊れい子し力りよくフィールドに完全に抑え込まれたのを見るまでは。

「そんな馬鹿なっ、一体どうして!?」

　フィールドの発生は一いつ瞬しゆん遅おくれていた筈だった。命令はタユマの方が速かった。そして仮に間に合ったとしても、フィールドは土偶の装置が浸食して弱まっている筈。どちらにしろ防げる筈はなかった。

「思ったより爆発が小さかったようだな」

　驚きよう愕がくしているタユマの隙を見み逃のがさず、キリハは一気に彼との距離を詰つめる。タユマは近付いてくるキリハに気付いていたが、自身の策が破れたショックは大きく、咄とつ嗟さには身動きが取れなかった。

「ふざけるなっ、そんな事があってたまるものかっ！　これは何かの間ま違ちがいだっ！」

　タユマには納得できない状況だった。土偶はタユマ自身を殺すのに十分な力を備えていた。シミュレーションで何度も確かめたので間違いはない。カラマとコラマでは防げない筈の攻撃だったのだ。なのに爆発は防がれ、キリハは向かってくる。

「では単に、創世の女め神がみに嫌われているのだろう」

　キリハの左手にはめられた籠手が光る。その籠手は着用者の霊力を炎と雷かみなりに変えて攻撃する武器だ。この時のキリハは自身の霊力を電気に変えていた。

「戦争が始まるんだっ！　俺は英雄になるんだっ！　大地の民の歴史に―――」

「一つ、忠告しておこう」

　キリハの左の拳が、立ち竦すくんだまま喚わめき続けるタユマの身体にめり込む。その瞬間、キリハの拳に蓄たくわえられた電流が一気にタユマに流れ込んでいく。

　バチィィン

「グハッ」

　適切に威力が調整された電撃は、タユマを殺すことなく一いち撃げきで気絶させた。

「………今後は、祈いのりを欠かさぬ事だ。汝自身の為にな………」

　そしてタユマは意識を失い、その場に崩れ落ちる。それを見守るキリハの瞳ひとみは、どこか悲しげだった。










「あっ、無事に終わったみたいですぅ～」

　キリハとタユマの決着を遠くから見守っている者があった。だがそれはキリハの言っていた創世の女神などではなく、ピンク色のひらひらしたコスチュームを身に着けた少女だった。その少女こそ、我らが魔ま法ほう少女レインボーゆりかだった。

「やっと下に降りれますぅ～～」

　ゆりかは怖いのを我慢して高い柱によじ登り、遠くからずっと孝太郎達が戦う様子を見守っていた。そしてゆりかは必要に応じてこの場所から魔法で援えん護ごしていたのだ。

「なんだかぁ、段々こっそり魔法を使うのが得意になってきた気がしますぅ」

　人払いの魔法をかけて孝太郎達の戦いに人が集まらないようにしたり。吹き飛ばされたサンレンジャーが死なないように落下速度を調整する魔法をかけたり。タユマの部下達が銃を乱射した時の流ながれ弾だまから遊園地のお客を守ったり。

「本当によかったぁ、上う手まくいってぇ～～」

　そして極きわめ付けは、土偶の爆発を封ふうじ込めたり。

　実は土偶の自爆はカラマとコラマの霊子力フィールドの内側で、ゆりかの魔法によって更さらに遮られていた。爆発の威力は凄まじかったが、魔法と霊力によって二段になったバリアーが何とかそれを抑え込んだのだ。

　タイミングはぎりぎりだった。しかし魔法少女の自覚が出てきたおかげか、ゆりかはなんとか成功させる事が出来た。誰も気付いていないが、今日のゆりかは大だい活かつ躍やくだった。

「あとはルースさんの所へ戻ればぁ、万ばん事じ解決ですぅ」

　だがこれまでとは違い、ゆりかは自分の活かつ躍やくが誰にも知られていない事を良い事だと思っていた。難題は自分の力で解決した方が良い。魔法の助けがあっての事では、興きよう醒ざめする事も多い。これもまたゆりかの成長した部分だった。

　それにこの方がゆりか自身の為にもなる。ゆりかは出来るだけ長く、普通の女の子で居たいと思っているのだ。

「………でもでもぉ、どうやってここから降りよう………？」

　全力で魔法を使ったゆりかは、一時的に魔ま力りよくを使い切っていた。おかげでこの場所から魔法で降りる事が出来ない。

「助けてくださぁぁぁぁいっ、里見さぁぁぁぁんっ!!」

　今のゆりかにとっては自分の活躍よりも、どうやってこの危機を乗り切るかの方が大きな問題だった。










　数日後、サンレンジャー基地の事務室では、またしても反省会が開かれていた。遂に五色揃った彼らだったが、今日は白一色。爆発と墜つい落らくで受けたダメージは小さくはなく、彼らは全員包帯でぐるぐる巻き状態だった。

「かねてよりの問題点は全てクリアーし、この地区でも敵の活動が確かく認にんされた訳じゃが、今回、また新たに問題が発覚した」

　きゅっきゅっ

　前回同様、六本木博士のペンがホワイトボードに文字を書き込んでいく。

「………それは我々が酷ひどく弱いという事じゃ」

「手も足も出なかったっスね」

　刈かり込んだ髪かみの毛だけが見えているホワイトシャインがガックリと肩かたを落とす。するとその隣となりに座すわっていたひときわ小こ柄がらなホワイトシャインが話を捕ほ捉そくする。

「それに他の地区では、こっちの姿を見たら逃にげ出したとかいう話だったけど、あいつら向かってきたよね？」

「ああ。迷わず撃ってきたな。しかもえらい威力の武器だった」

　サングラスをかけたホワイトシャインが忌いま々いましそうに呟つぶやく。サングラスのホワイトシャインは銃の扱あつかいに自信があるので、この敗戦には相当な不満があった。

「スーツが頑丈で助かったわ。正直、生きてるのが不思議なぐらいよ」

「僕はメグちゃんが上から降ってきた時に、本当に死んだと思ったよ」

「ダイサク君っ！　そういう言い方は無いじゃないっ！」

　太ったホワイトシャインは地底人の武器で吹き飛ばされた時に、女性のホワイトシャインの下した敷じきになった。その分だけ彼のダメージは大きく、大きな身体はギプスで更に大きくなっていた。女性のホワイトシャインはそれを申し訳なく思っていたが、意地っ張りな所があるのでこういう話になると反発してしまっていた。

「じゃがその半面、地底人達は現場に居合わせた市民によって撃げき退たいされておる」

「という事は博士、武器は強力だが、兵士自体はそれほど強くはなかったという事でしょうか？」

「恐おそらくはそうじゃ。向こうも新兵だったのかもしれんの」

「なるほど………状況はうちと同じだが、武器の差で負けたか………」

「推測が正しければ、そういう事になるじゃろう」

　六本木と刈り上げホワイトが頷き合う。だが二人の話を聞いていたちびホワイトが別の意見を口にした。

「でもさー、あれはもしかしたら撃退した市民の方が特別だったのかもしれないよ。やっつけたのって悪あく魔ま男だん爵しやくさん達なんでしょ？」

「そうよっ！　男爵様が強いのよっ！」

　悪魔男爵の名前が出た途端、女性のホワイトが目を輝かせ始める。既すでに彼女の中では悪魔男爵は神格化されつつあった。そんな彼女は男爵の勝利を聞いて以降、すっかり夢見心地だった。

「いやぁん、早く男爵様に捕つかまって拷ごう問もんされたぁ～～～いっ！　うふ、うふ、うふふふふふ………」

「………メグちゃんの意見はともかくさ、普通の人が戦って勝てたんなら、僕らも頑がん張ばれば何とかなるって事だよね？」

　ギプスだらけの大男が話をまとめる。

　悪魔男爵が武器の差を実力で埋うめたのなら、自分達も努力次し第だいでは出来る筈。むしろ男爵よりもスーツと装備が良い分だけ、その可能性は高い。

　彼の言葉はそういう意味だった。

「ダイサク兄ちゃん、それって技の特訓とか、作戦を練ろうって事だよね？」

「うん」

「特訓かぁ、俺の得意な方向になってきたな」

「作戦………。なあ、俺思うんだが、こっそり狙そ撃げきすれば良いんじゃないか？　こっちには探知機があるんだし」

「馬鹿ねぇ、あんたまた男爵様に叱しかられるわよっ？」

「じゃあ人数を増やせば―――」

「ふざけるんじゃないわよっ!!　ハヤトッ、あんた全然分かってないわねっ!!　男爵様の話を聞いていなかった訳ぇっ!?」

「そっ、そういう訳じゃないんだが………」

　再び議論が紛ふん糾きゆうする。デビュー戦は敗戦だったが、彼らの士気は高い。次の出しゆつ撃げきまでには、結果が出せるようになりたい。それは全員に共通する思いだった。

　左さ遷せんされた先で遂にまともな仕事を得た彼らだから、一つや二つの挫ざ折せつは物の数ではない。負けようが、馬鹿にされようが、何度でも立ち上がる。そこだけに限れば、彼らは十分にヒーローらしい資質を備えていると言えるだろう。

　太陽部隊サンレンジャー。

　彼らの戦いは、まだ始まったばかりだった。







ジェットコースター　十二月二十一日（月）







　キリハがシジマ＝タユマの身み柄がらを押さえた事で、彼の目もく論ろ見みは完全に崩れた。カラマとコラマの記録映像が決定的な証拠となり、キリハの証言を裏付けた。今後の彼には取り調べと裁判が待っている。

　そしてタユマの計画が明るみに出た事で、キリハの政敵である急進派の動きが一度鎮ちん静せい化かした。地底の世論は風向きが悪く、今は何をしても彼らのプラスには働かない。仮に今キリハが死んだとしても、急進派の陰いん謀ぼうだと言われてしまうのがオチだった。彼らが今後何をするにしても、ほとぼりが冷めるのを待つしかなかった。

　結果的にキリハの周囲は平へい穏おんを取り戻していた。










　そして窮きゆう地ちをしのいだキリハはというと、始まったばかりの冬休みを利用して孝こう太た郎ろうと一緒に再び遊園地を訪おとずれていた。孝太郎への礼をする為だった。

「別に礼なんてしてくれなくて良いのに」

　だが孝太郎にしてみれば礼などされるいわれはない。これまでとは違ちがって、キリハとは友達になったのだから、助け合うのは当然だった。

「そう言うな。我はこの場所が好きなのだ。乗っていない乗り物も、まだまだ沢山ある事だしな」

　だが実の所、礼というのはキリハの言い訳の意味合いが強い。本当の事を言えば孝太郎の事はついでで、彼女はジェットコースターに乗る為にここへやって来たのだ。タユマが現れたせいでまたしても乗り損そこねたジェットコースター。キリハは今日こそ乗って帰ろうと、胸の奥おくでは朝から意気込んでいたのだった。

「まぁ、それならいいか」

「うむ。一緒に楽しんでもらえるとありがたい」

「任せろ。遊ぶのだけは得意だ」

　そうして二人はジェットコースターを目指して園内を歩き続ける。だがもう少しでジェットコースターという所で、孝太郎は何な故ぜか足を止めた。それに気付いたキリハも足を止め、孝太郎に声をかけた。

「どうした？」

「あそこさ。あの穴、もう直してるんだなって思って」

　孝太郎は顔を軽く動かして自分が見ていたあたりを示した。孝太郎が見ていたのはタユマが地中潜せん航こう艇ていで姿を現した場所で、大きな穴が開いたままになっていた。そしてそこには数人の作業員の姿があり、穴を埋めて舗ほ装そうし直す作業の真っ最中だった。

「孝太郎、ここにあんな大きな穴が開いていては興醒めだ」

「ここには楽しい想い出があれば結構です、と」

「そういう事だ」

「さしあたってはジェットコースター？」

「無論だ」

　二人はクスリと笑い合うと、再びジェットコースターを目指して歩き始めた。

　ゆりかの魔法のおかげで、あの事件は早いうちに集結していた。サンレンジャーの登場に前後して人払いの魔法がかけられた為、戦いが人の目に触ふれる事はなく、謎の地面陥かん没ぼつ事件として処理されたのだ。

　孝太郎とキリハはゆりかの働きを知らない。そのため孝太郎は単純に運が良かったと考えている。キリハの方は地上の政府の情報規制だと考えている。考え方に微び妙みような違いはあるのだが、どちらも無事に解決して良かったと思っているのは同じだった。

「楽しい想い出があれば、か………孝太郎、汝なんじは我とここへ来て楽しいか？」

　孝太郎の横を歩きながら、キリハは怪け訝げんそうに孝太郎の顔を見上げる。二人の距離はこれまでにないぐらいに近い。だから以前の孝太郎なら動どう揺ようしていたような状じよう況きようだった。だが今日の孝太郎にはそんな様子は微塵もなく、笑顔で頷いていた。

「ああ。今のキリハさんとなら悪くはないな。変な意図が隠れてないか心配する必要がなくなったし、もうあんたの本音は分かってるからな」

　これまで孝太郎が動揺していたのは、キリハの意図が読めなかったからだ。例えば誘ゆう惑わくされたとして、以前ならそれが冗じよう談だんなのか本気なのかの区別がつかなかった。だが今は違う。キリハには本当に好きな相手がいると分かっているので、誘惑されたとしても本気ではないのは明らかだ。そして孝太郎はキリハが一いち途ずなのも知っている。キリハが一番困るのは、むしろ孝太郎が誘惑を本気にした時なのだ。

　そしてもう一つ。今の孝太郎は、キリハという少女の事を完全に信用していた。彼女は冗談は言うだろうが、人を弄もてあそぶような事はないと信じているのだ。だから孝太郎はもう、キリハと一緒にいても緊きん張ちようする事はない。賢けん治じに対するのと同じように、キリハの言葉や行動を楽しむ事が出来るようになっていた。

「薄うすっぺらい女だと言われているように聞こえるが」

「そう聞こえるならそうなんだろう。でも、俺はそういうタイプのヤツが好きだぞ」

「ふふふ、では褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておこう」

「おう。これであんたに心に決めた男がいるってんじゃなきゃ、ちょっかい出してたと思うぞ」

「嘘うそをつけ、里さと見み孝太郎。白々しい」

　二人は軽口を叩き合いながらジェットコースターの乗り場へ向かう。それはこれまでの二人にはない姿だった。今日までの出来事が、二人の関係を新しいものへと変化させていた。

　―――心に決めた男、か………。

　ジェットコースターの目の前に来た時、孝太郎は再び足を止め、胸の中で直前の自分の言葉を繰くり返した。そして近くにあるジェットコースターの看板に目を向ける。

『身長百四十センチ未満の方は、搭とう乗じようできません』

　孝太郎はそのまま視線を上げ、レールを走り回るコースターを見た。

　―――うーん、やっぱりなんか違うなぁ………。

　そのコースターに自分とキリハが乗っている姿を想像してみると、孝太郎は何かつじつまが合っていないような気がし始めていた。

「キリハさん」

　だから孝太郎は乗り場の入り口をくぐろうとしていたキリハを呼び止めた。

「うん？」

　キリハはすぐに振ふり返る。ジェットコースターが楽しみで仕方ないのか、彼女はまるで子供のように目を輝かせていた。

「やっぱりこれに乗るのは止めよう」

「孝太郎？」

　キリハの表情が一気に曇る。今日こそはと楽しみにしていたので、キリハの落らく胆たんは大きかった。まるでお預けをくらった猫ねこのような表情だった。

「ここまで来て、どうして止めるのだ？」

「うーん………なんて言えばいいのか………」

　しっくりこない、では説明にならない。孝太郎はしばらくああでもないこうでもないと頭を悩なやませてから、キリハに説明した。

「ええっと、初しよ志し貫かん徹てつっていうのかな？　ジェットコースターは、あんたの初はつ恋こいの人と乗るべきだと思うんだ」

「………孝太郎………」

　この時キリハは自分の気持ちに気付き、目を丸くして驚いていた。

　―――我は、孝太郎とあの人を混同しているのか………？

　キリハは孝太郎に言われるまで、すっかり初恋の人とジェットコースターに乗るかのような気分でいた。だから気付いた。自分が孝太郎を初恋の人と取り違えているという事に。

　そんな自分の気持ちに愕がく然ぜんとしながら、キリハはジェットコースターを見上げる。複雑に絡み合ったレールは、まるで彼女自身の気持ちそのもののように見えた。

「その先でどうなるにしても、絶対その方が良いに決まってるさ。せっかくここまで我慢したんだ。ここで妥だ協きようする事はないって」

　孝太郎はキリハの横に並ぶと、一緒にジェットコースターを見上げる。だが孝太郎はキリハとは違って、ひとかけらも気持ちに迷いはなかった。

「俺も捜すの手伝うからさ。絶対に見付けようぜ、その人の事を」

「………ああ、ありがとう、孝太郎」

　この時、自分に笑いかける孝太郎の顔を見ながら、キリハはもう一つの可能性に気付いていた。

　―――いや………もしかすると我は、孝太郎とあの人を混同しているのではなくて、孝太郎の事を………？

　だがキリハにはまだ結論が出せない。今の彼女には二つの可能性が、どちらも正しいようにも間違っているようにも思えるのだ。だから今のキリハの気持ちは、とても曖あい昧まいだった。

　しかしそんな彼女にも一つだけはっきりと分かっている事があった。

「もし、それでもあの人が見付からなかったら？」

　キリハは孝太郎ともジェットコースターに乗りたいと思っていた。せっかく出来た友人との想い出も欲ほしいから。だからキリハは孝太郎にそう尋たずねずにはいられなかった。

「その時は俺と一緒に乗ろう。実は俺も、ジェットコースターにはひとかたならぬ興味があるんでな」

「………分かった。だったら今日の所は我慢する事にしよう」

　孝太郎の答えに満足したキリハは、ジェットコースターを見上げながら同意した。

　―――将来これに誰だれと乗るにせよ、その時までには我自身の気持ちがはっきりしていると良いのだが………。

　先の事は分からない。分からないのだが、キリハの心は不思議と晴れやかだった。










「さて、次は何に乗ろうか………」

　ジェットコースター乗り場を後にしたキリハは、あたりを見回しながら次のアトラクションを物色する。

　乗った事のあるアトラクション。ないアトラクション。乗ったけれどもう一度乗りたいアトラクション。

　周囲には沢山のアトラクションがあり、キリハの興味は尽つきなかった。

　―――そういや、言わなくちゃいけない事があったっけ………。

　そんなキリハの姿を眺めていた時に、孝太郎は自分がキリハに言わなければならない事があるのを思い出した。それはタユマと戦うキリハを見た時から、ずっと思っていた事だった。

「なぁ、キリハさん」

「うん？」

　孝太郎が呼ぶと、キリハは周囲を見回す動きのままに孝太郎を見た。まるで孝太郎もアトラクションの一つであるかのような、そんな動きだった。

「実は謝あやまりたい事があってさ」

「謝りたい事？　なんだ？」

　キリハは不思議そうに首を傾かしげる。キリハには孝太郎に謝られるような覚えはない。謝る事なら沢山思い付くのだが、その逆は思い付かなかった。

「初めて会った時に、俺、あんたに随ずい分ぶん酷ひどい事を言っただろう？」

　孝太郎が謝ろうと思ったのは、初めて出会った時の事だった。あの時の孝太郎はキリハの真意など知る由よしもなかったから、馬ば鹿かだの何だの色々な事を言った。だがキリハの真意を知った今、孝太郎はあの時の言葉が彼女を傷付けていただろうと気付いたのだ。

「当然だろう。我は侵しん略りやく者しやなのだ」

　キリハはその必要はないとでも言いたげに微笑ほほえむ。キリハにしてみれば覚悟の上の事だったし、孝太郎に侵しん略りやくへ抵てい抗こうして貰もらいたかったから。

「そうだったな。でも、悪かったよ、キリハさん」

　だがそれでも孝太郎は詫わびる。その詫びの言葉を口にすると、孝太郎は胸の奥が少しだけ軽くなったような気がしていた。それはキリハの為というだけでなく、自分の為のけじめでもあったから。

「その口ぶりでは、侵略を望んでいるかのように聞こえるが」

　キリハは悪いた戯ずらっ子のように、意地悪な笑顔を浮うかべる。孝太郎がキリハに厳しい事を言ったのは、侵略を阻止する為だ。それを詫びるなら、それは侵略を肯こう定ていするという事でもあるのだ。一〇六号室の。そして地上の。

　だがそんなキリハの笑顔を目にしても、孝太郎の視線は穏おだやかなままだった。その瞳の奥には真まっ直すぐな光が宿っている。キリハを信しん頼らいしている証だった。

「なんなら侵略しても良いぞ。地上だろうが、あの部屋だろうが」

「なっ………」

「あんたがもし、本気でそう望むんなら、だけど」

　孝太郎からその答えが返ってきた時、キリハは自身が酷く喜んでいる事に気付いた。

　―――侵略しても、良いのだな………孝太郎………。

　キリハは嬉しくて仕方がなかった。深い喜びが胸を満たし、今にも胸が破は裂れつしてしまいそうだった。

　孝太郎が自分を本当に友人として受け入れてくれている事が嬉しくてならない。それは地上を侵略しようというキリハの求める答えでもある。今の孝太郎の答えは、キリハの目的や行動を、全て肯定してくれているように感じられる。心の底から望んでいたものが与えられた。その喜びは深く、激しい。だから普ふ段だんから冷静なキリハをしても、この時は涙なみだをこらえるのに精せい一いつ杯ぱいだった。

「………孝太郎、本当は我にあの人を見付けて欲しくは、ないのか？」

　キリハはそう言いながら目め尻じりを拭う。そこに僅かに涙がにじむ事だけは、意思の強い彼女でも防ぎ切れなかった。

「ん？　そいつはどういう意味だ？」

　孝太郎はそんな彼女の涙に気付かない。キリハの顔は笑顔のままだったから。

「いや、いいんだ」

　キリハは首を傾げている孝太郎の手を取る。そしてその手を引いて歩き始めた。そのまま向かい合っていたら、本当に泣き出してしまいそうだったから。それをしないのは、彼女なりのけじめなのだった。

「行こう、孝太郎！」

「ああ」

　そしてキリハは歩き続ける。彼女がまだ誰とも乗った事のない、アトラクションを目指して。




　この地上で初めて出来た本当の意味での友人と、想い出を作る為に。










　年としの瀬せが迫ると、昼間が暖かくても夕方以降は一気に冷え込む。だから冬休みに入ってアルバイトを増やした孝太郎にとっては辛つらい時間帯の始まりだった。

「クリスマスにケーキはいかがですかー！　パン工こう房ぼう春はる風かぜでは、クリスマスケーキのご予約を受け付けておりまーす！」

　孝太郎の新しいアルバイトは、サンタクロースの格好をしてのビラ配りだった。

　駅前商店街のパン屋でクリスマスケーキを販はん売ばいするので、孝太郎はその宣伝をしているのだ。今日は十二月二十二日で、クリスマスイブは目前に迫っている。ケーキを売るなら今日明日が勝負なのだ。

　そして買い物や帰宅ラッシュで人通りが増える夕方からが、この仕事にとって特に重要な時間帯となる。寒いけれど、一番頑張らなければいけないのだった。

「クリスマスにケーキはいかがですかー！　パン工房春風では、クリスマスケーキのご予約を受け付けておりまーす！」

　孝太郎は商店街を行き来する人々にビラを配りながら、声を張り上げる。

　年の瀬は何かと入用で、ずっと続けている遺い跡せきの発はつ掘くつのアルバイトだけでは、年とし越こしには不足気味だった。ただでさえゆりかのせいで食費が、ティアのゲームのせいで電気代が多くかかっている。これに冬になって増えた暖だん房ぼう費ひなどが上乗せされ、孝太郎の生活を圧あつ迫ぱくしていた。

　父親に頼たよればいいという話もあるが、一人前を自じ認にんする孝太郎だから、なんとか自分の力で頑張りたいと考えていた。

「クリスマスにケーキはいかがですかー！　パン工房春風では、クリスマスケーキのご予約を受け付けておりまーす！」

　行き交う人々は多い。しかし誰もが忙いそがしそうで、孝太郎の配るビラに興味を示す者は少ない。そのビラを貰ってくれる一人一人に、孝太郎は丁てい寧ねいに応対していく。ビラを貰ってくれた人の中でも、実際にケーキを買ってくれる人は更に少ない。しかし全ての人が買ってくれると思って接するのが重要だった。

　そうしてしばらく孝太郎が奮ふん闘とうしていると、不意に声がかかった。

「こんばんは、サンタさん」

「あれっ？　桜さくら庭ば先せん輩ぱい？」

　孝太郎を呼んだのは晴はる海みだった。孝太郎が声の方に目を向けると、彼女は寒風吹き荒すさぶ商店街で一人、孝太郎に笑いかけていた。そうやって晴海が微笑んでいると、孝太郎にはそこだけ春の陽だまりのようなあたたかさが感じられる。それは寒さを忘れられる、ありがたい出会いだった。
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「ふふ、私、結構良い子にしていると思うんですけど、ビラしか頂けませんか？」

　そして晴海はからかうように軽く目を細めると、プレゼントを下さいと言わんばかりに両手を差し出すのだった。
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あとがき







　皆さん、お久しぶりです。著者の健速です。

　今年の夏は暑さ大爆発。その真夏の最中にこの本を書きました。今はもう十月で、涼すずしくなっている筈はずなので、きっと私は夏の間に不足気味になる睡すい眠みん時じ間かんを取り戻もどしているものと思います。ぐぅぐぅ。




　この六巻のお話は、キリハを中心に展てん開かいしていきます。彼女が何故地上侵しん略りやくの指し揮きを執とっているのか、そのあたりの事情が明かされます。

　これで侵略者四人の話が一ひと巡めぐり。それぞれの物語が見え始めてきました。おかげで読者の皆さんの各登場人物への印象が、当初とは違ちがってきているのではないでしょうか。ここまで見せてようやくスタートなので、今後もしっかりやっていけたらと思っています。シリーズが軌き道どうに乗って良かったです、本当に。これも読者の皆さんのご支し援えんのおかげです。ありがとうございます。そしてこれからもよろしくお願い致します。




　それとこの本が出た頃ころには、例の六畳間アニメＰＶが応おう募ぼして下さった皆さんのお手元に届とどいている筈です。………届いてますよね？（笑）

　このＰＶ、驚おどろきポイントが二つあります。

　まず一つ目は、声せい優ゆうさんの声が入っている事。当初の予定ではＨＪさんの営えい業ぎよう部ぶ門もんの方達がアニメ化のプロモーションに使う為ための、文字通りの意味でのＰＶとして作られる事になっていました。このため声は入らず、簡かん単たんな映像に音楽がついているだけのＰＶとなる予定でした。しかしそこで何を思ったかＰＶの制せい作さくにあたるシルバーリンクさんがやる気を出し、短いながらもストーリー仕立てで声優さんもついた、ちゃんとしたアニメとして作って下さいました。聞かされていたものとは違うものが出で来き上あがってきたので、私も見せて貰もらった時にはびっくりしました。

　二つ目の驚きポイントは、セリフに一部間ま違ちがいがある事です（笑）これは一つ目に絡からんで発生しています。元々このＰＶにはセリフなんて付く予定は無く、シルバーリンクさんが御ご厚こう意いで付けて下さいました。このため詳しよう細さいなキャラ設せつ定てい表ひようなどは初めから存在しておらず、自然と間違いが起こってしまいました。そんな訳わけですので、このあたりは笑って許ゆるして下さると助かります。シルバーリンクの皆様が、制作を頑がん張ばって下さったからこそなのです。仮に本当にアニメ化した場合にはこのような事は起こらないので、むしろレアなケースなのかもしれませんね。

　ＰＶがお手元に届いた方々は、楽しんで頂いただけていれば幸いです。ＰＶプレゼントに応募して頂けなかった方も、ＨＪさんのＷＥＢサイトにＰＶの一部が掲載されていますので、そちらをご覧頂ければと思います。

　私はなんというか、年の離はなれた妹の運動会を見ているような気分になって、楽しさが半分、ハラハラも半分といった感じです。これも著者の宿命でしょうか。個こ人じん的てきにはカラマとコラマが思った以上に可か愛わいかったです。もう少しちょこちょこ動いてる姿すがたが見たかったです。ホー、ホホー！

　こうしてＰＶが出来上がった事で、ＰＲＯＪＥＣＴ『六畳間の侵略者』は本格的に始動していく事となりました。本当にアニメ化出来るかどうかはここからが正念場。読者の皆さんにもより一いつ層そうの応おう援えんをよろしくお願い致します。




　それではここで私の近きん況きようでも。

　最近、食事に出で掛かけるとその行き帰りで稀まれに猫と遭そう遇ぐうします。通り道にある家の飼い猫のようなのですが、私の姿を見ると何故かにゃーにゃー言い始めます。注意して見ていると、その猫は他の人には何も言いません。どうやら私に何かを訴うつたえているようです。この場合、特に好かれているか、特に嫌きらわれているかのどっちかだと思うので、今度会った時に接せつ触しよくを試みてみる事にしました。撫なでれるか、引ひっ掻かかれるか、今から楽しみです。待ってろよ、猫。

　そうそう。話は変わりますが、今年の夏はずっとクーラーをかけていました。昼間は仕事でパソコンを動かすので、どうしてもクーラーが必要です。また夜も熱帯夜が続き、クーラーなしでは寝ねられない日々が続いていました。おかげで電気料金の請せい求きゆうが来てびっくり。普ふ段だんの倍以上も電気代がかかっていました。仕し事ごと柄がら仕方がないとはいえ、ちょっとエコについて考えてしまいました。でもこの本が出る頃にはまた涼しくなっていると思うので、一安心かな。

　それと先日、ある映えい画がを観みました。といっても映画館で見たのではなく、ＢＤを買って来たんですけれども。タイトルは『月に囚われた男』です。低予算の映画ながら、色々な工夫を凝らして作ってあって、とても面白かったです。一緒に買った『第九地区』よりもこちらの方が私の好みでした。私もいつか宇う宙ちゆうを舞ぶ台たいにした作品をやってみたいです。いつになるか分かりませんけど。




　実は今回のあとがきは十数ページ書けるそうなのですが、流石さすがにそれは無理ですし、そろそろ書く事もなくなってきたので終わりにしようと思います。




　最後に御ご挨あい拶さつを。この本の出版に尽じん力りよくして下さった編集部の皆様、いつも可愛いイラスト付けて下さるポコさん、ＰＶ制作にあたって下さったシルバーリンクの皆様、相談に乗ってくれた友人一同、そしてこの本をお買い上げ下さった皆様に心より御おん礼れい申し上げます。




　それでは七巻のあとがきでまたお会いしましょう。





二〇一〇年　九月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３　東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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